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『白しろ』の姫には、決してキスをしてはなりませんよ。

　毎夜、就しゆう眠みんの前にベッドで絵本を繰くり、乳う母ばは必ずそう言った。

　絵本で語られる物語が何であろうと関係なく、それは彼女の決まり事であり、最後は同じ言葉で締しめくくられる。お陰かげで、成長した今となっても、覚えている話など一つもなかった。

　頭に残っているのは、乳母が父王に解かい雇こされるその日まで、くり返し自分へ言い聞かせてきた言葉。『白』の姫には、決してキスをしてはならない。それだけ。

　バカバカしい──そう思う反面、彼女の言いつけには一理あると思う。

　何な故ぜなら、自分は『黒くろ』だからだ。

　生まれながらに漆しつ黒こくの髪を持ち、闇やみ色いろの瞳ひとみは忌いみ子の証あかしと疎うとまれていた。だが、それも無理はない。王家の人間は輝く金きん髪ぱつと白はく磁じの肌が特とく徴ちようで、父王も正せい妃ひである母も、ついでに言うなら二歳年下の忌いま々いましい取り澄すました弟も、皆がその遺伝子を顕けん著ちよに受け継ついでいたからだ。

　けれど、自分だけは何もかもが違う。

　肌こそ白くはあるものの、容姿で目につく全てのものが夜に属ぞくしている。

　いや、容姿だけではなかった。

　声もだ。

　自分が一声発すれば、闇の静せい寂じやくから目を覚ます者たちがいる。彼らにしか届かぬ声と、魔の者を魅み了りようする響ひびきと、思いのままに操あやつる音を自由に出すことができる。

　だから、自分は『黒』なのだ。

　決して、『白』の姫にキスすることは叶わない。

　だが、とエミール国の不吉な王子、正せい統とうなる第一王位継けい承しよう者しや、十九歳になりたてのキリアン・エルランドは考える。

　一体全体、『白』とは何なのだろう。

　そこに属する姫とは、はたしてどういう人物を指すのだろうか。

　そうして、彼女もやはり自分と同じように、寝ね物もの語がたりにくり返し聞かされていたのだろうか。







『黒』の王子には、決してキスをしてはなりませんよ──と。
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　どこからだろう、薔ば薇らの香りがする。

　レティシアは、くん、と夜風に鼻を利きかせ、見取り図にあった薔薇園の位置を確認する。城の東翼に作られた瀟しよう洒しやな薔薇園は、五月の今を盛りに咲き誇っているはずだ。とすれば、自分が今いるのは北翼の裏門の辺り。月が木造の鐘しよう楼ろうの真上に輝く時刻には吊つり橋が上がって、外界から城をすっかり孤立させてしまう。それまでには、速すみやかに仕事を終わらせねば。

「……ふぅ」

　一度首を振って、夜気の中で深呼吸をする。闇やみを切り取ったような黒くろ髪かみは耳の下でばっさりと切り揃そろえられ、真しん紅くに光る耳みみ飾かざりと共に月光に浮かぶうなじの白しろさを際きわ立だたせていた。

　華きや奢しやと言っても過言ではない細い肩、薄い背中。しかし、レティシアを見る者は決して彼女を「儚はかない」などとは表現しない。意志のはっきりした目力は、サファイヤブルーの神しん秘ぴ的てきな色彩と相まって対たい峙じする相手を容よう赦しやなく貫つらぬくからだ。

　今、レティシアは余分な肉のついていない俊しゆん敏びんな身体からだを、髪の色と同じ黒いロングジャケットに包んでいた。その下は動きやすい半ズボンを穿はいており、ちょっとした少年剣士という出いで立ちだ。もし、その姿を見かけても、十六歳の少女だと見抜くのは難しいだろう。

「キリアン・エルランド」

　薄く開いた唇くちびるで、小さく獲え物ものの名前を刻む。

　今夜、レティシアは彼の命を奪うばうために城の敷しき地ちへ忍しのび込んできた。第一王位継けい承しよう者しやでありながら、まるで幽ゆう閉へいされるように首都の外れで暮らしている忌いみ子。必要最低限の使用人だけを置いて、現国王の曾そう祖そ父ふがかつて愛人を住まわせていたという古びた城に住んでいる。

　そう、ここは──あらゆる不吉の巣そう窟くつ、七しち星せい城じよう。

　生まれながらに魔力を持った黒の王子が、十の歳から九年間を過ごしている場所だ。

「噂うわさに違たがわず、不気味な城だな」

　目の前にそびえる石造りの塔を見上げ、レティシアは臆おくするまいと気き丈じようにうそぶく。七星城はその名の通り、大小様々な七つの塔を有する無ぶ骨こつな城だった。とても、愛人の住処すみかなどというロマンティックなイメージは浮かばない。どちらかと言えば、戦せん艦かんのようだ。

「成なる程ほどな。黒の王子には、またとない居きよ城じようというわけか」

　エミール国の首都ガディエラ。海と山に囲まれた天然の要よう塞さいを思わせるこの街には、いくつもの小島が付ふ随ずいしている。その島の一つに建てられたのが、この七星城だ。本土と城を繫つなぐ吊り橋は北翼の一か所のみで、それも夜の決まった時刻には上げられてしまう。そうなると、翌朝までは城の敷地から誰も出られなくなるのだった。無む論ろん、鳥か魚であれば別だが、国民の間で実まことしやかに流れる話では、王子は敷地に『呪じゆ』をかけていると言う。城の敷地内で空を飛ぶもの、海を泳ぐもの、それらはことごとく王子の『呪』によって身体が溶とけ去るらしい。

　そんなのは法ほ螺ら話ばなしだ、とレティシアは一いつ笑しように付ふす。

　日暮れ時、人目を避さけて城へ渡ったのは確かだが、警けい備びの兵士が一人もいなかったので潜せん入にゆうは実に楽だった。このまま目的を達成したら、吊り橋が上がる前に速すみやかに街へ帰ろう。

「街へ戻ったら、すぐレオンのところへ行かないと。きっと、ひどく怒っているだろうし」

　ふと八歳年上の育ての親の顔が脳のう裏りをよぎり、レティシアの心はざわついた。捨て子の自分を拾い、時に兄のように、あるいは父のように慈いつくしんでくれた男は、今頃置き手紙を読んでカンカンに怒っていることだろう。何しろ、彼の仕事を横取りしてしまったのだ。それも「王族を手にかける」という、捕まったら極きよつ刑けいは免まぬがれない重要な仕事を。

　レオンとレティシアは、共に苗みよう字じを持たない。孤こ児じだという点を抜きにしても、暗あん殺さつ者しやには必要ないからだ。身み寄よりのない子どもを引き取り、運動能力や知能などいくつかの点で見込みありと思われた者を選別して有能な暗殺者に育てる──そういう秘ひ密みつ裡りの組織がエミール国にはあって、二人ともそこで成長した。その歴史は古く、王家を巡めぐる陰いん謀ぼうや宮きゆう廷ていの出世劇、あるいは諸外国へのけん制といったありとあらゆる場面で暗あん躍やくしてきたと聞いている。

　レティシアは、レオンが成人したのを機に一緒に組織の寮りようを出て街で暮らし始めた。だが、『仕事』が入ると組織から連絡がきて、彼はそのたびに出かけていく。決して、自分を連れて行こうとはしない。レティシアは不安を抱えたまま、レオンが笑顔で戻ってくるまでジッと一人で待つのが常だった。

　でも、そんな夜を過ごすのはもう真っぴらだ。

「行くか」

　己おのれを鼓こ舞ぶするため、わざと声に出してみた。ついでに、腰に二つ並んで差した短剣に触ふれて存在を確かめる。柄つかと刃やいばにそれぞれ美しい細さい工くを施ほどこした対ついの短剣は、両手使いのレティシアが扱あつかいやすいようにとレオンが腕うで利ききの鍛か冶じ職人に作らせた逸いつ品ぴんだった。だが、これらは残念なことに未だ一度も血を浴びたことはない飾り物だ。切れ味も軽さも申し分ないのに、貴き婦ふ人じんの胸に光る宝石と何ら変わらなかった。

　だが、今夜からは違う。どれほど見た目は美しかろうと、武器は武器だ。本来の役目を全うした時にこそ、真の意味で輝きを放つ。

　自分も同じだ、とレティシアは思った。

　レオンが大事にしてくれるのは有難いが、人を殺あやめるためのあらゆる技術を叩たたきこまれているのに、彼は一度もレティシアに仕事を回さない。与えられた命令には全て自分が赴おもむき、己の育てた少女の手が血に染まることを良しとしなかった。彼が有能だから皆も黙認しているが、庇かばわれるレティシアはたまったものではない。ひそひそと仕事仲間から陰かげ口ぐちを叩かれ、組織の人間からは「お人形さん」と呼ばれ、鬱うつ憤ぷんは日ごとに増えていった。

　でも──と、短剣の冷たさに安あん堵どしつつ心の中で呟つぶやく。

　今夜で、そんな惨みじめな思いとはおさらばだ。国民の誰もが知っている、王族から生まれた魔族の子。あと一年で成人を迎えれば、彼は王の住む中央の城へ戻らねばならない。そうして、次期国王としての教育を受けるのがしきたりだ。たとえ誰一人それを望んでいなくても、彼が生きている限りしきたりは守られねばならない。

　そう、生きている限りは。

「王子も気の毒に。好きで魔族に憑つかれたわけでもあるまいに」

　どうして黒の王子が誕生したか、諸しよ説せつあってレティシアにも真実はわからなかった。だが、そんなことはもう関係がない。自分が王子を殺めれば、それで全てはお終しまいだ。

　気持ちを引き締しめて、レティシアは歩き出した。編み上げのブーツの下で、刈られていない草たちがざわりと音をたてる。まるで侵しん入にゆう者しやはここだと囁ささやき合っているようで、あまり気持ちの良いものではなかった。

　事前に入手した見取り図によれば、城壁に沿って南へ向かえば出入りの商人用の扉があるはずだ。見渡したところ、ここにも見張りの姿は見当たらなかった。王子の居城とは思えない手薄な警備だが、それも国王が彼へ関心を持たないが故ゆえかもしれない。今回の依頼人についてレティシアは何も知らなかったが、あるいは、と残ざん酷こくな憶おく測そくは頭に描いている。もし自分が考えている通りなら、さすがに王子が哀あわれだとは思った。標的に同情は禁物なので、あくまでちらりと考えたに過ぎないが。

　古今東西、王家に生まれて不ふ遇ぐうに処しよせられた人物は数多くいる。まして、身内に殺された者など枚まい挙きよに暇いとまがない。だから、彼だけが特別不幸なわけではないだろうが、それでも王子として生まれていなければもう少しは長生きできたかもしれない。

『いいか、レティシア。どんな相手でも、決して舐なめてかかるんじゃないぞ』

　訓練中に、レオンがくどいほどくり返した言葉が蘇よみがえった。彼ほどの凄すご腕うででも、毎回仕事へ行く前はひどく緊きん張ちようするんだそうだ。

「相手は、怪しげな『呪じゆ』の使い手だという。油断などするものか」

　もし王子が人間ではなかったとしても、ここで引くわけにはいかない。

　レティシアはきりりと唇を嚙かみ、目指す扉へと足を運んでいった。
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「──イヴァ」

　城主のみが座ることを許されている、緋ひ色いろの天鵞絨ビロードに包まれた豪ごう奢しやな椅い子す。

　艶あでやかに磨みがき上げられた背もたれの支柱には、左右それぞれに絡からみついた見事な薔薇の花が彫ちよう刻こくされ、天てん井じように届かんばかりの高さを誇ほこっている。

　今、その椅子にだらしなく背中を預け、肘ひじ掛かけに右肘を突いた青年が口を開いた。

「イヴァ、客が来たようだぞ」

「客ですか。それは珍しい」

「俺を殺しに来たようだ。殺気が、ここまで届いてくる」

「キリアン様を。それはまた物好きな」

「別に、趣しゆ味みで殺しに来るわけではないだろう」

「じゃあ、お仕事で」

「そうなるな」

　ふあぁ……と猫のように欠伸あくびを漏もらし、キリアン・エルランドは片かた頰ほおを歪ゆがめる。命の危機が迫せまっていると言う割には、ひどく吞のん気きな様子だ。少し長めに伸びた黒髪が目にかかり、彼はうるさそうに優ゆう美びな指で払った。

「侵入をお許しになったのですか？」

「退たい屈くつしていたからな」

「城内に血が流れるのは、ちょっと嫌です。匂いとかも苦手です。あんまり、血とか内ない臓ぞうが飛び散らない死に方を選んで差し上げてくださいね」

「魔ま剣けんの分ぶん際ざいで何を言う」

　くっくと、キリアンは愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らす。本気でお願いしたのに、と傍かたわらで焼き菓子を両手に摑つかんで食べていたイヴァは憮ぶ然ぜんとした面おも持もちになったが、他人の意見などに耳を貸す男ではないので諦あきらめて溜ため息をついた。

　客人がゆうに百人は入れるであろう、七星城の大おお広ひろ間ま。改かい築ちくを重ねた城の中でも最古の空間であり、キリアンがベッドに入るまでのほとんどの時間を過ごす部屋でもある。

　ドーム型の高い天井。たっぷり陽光を採とり込める、テラスに面した広い窓。

　クリスタル製のシャンデリアは手入れを怠おこたっているのですっかり輝きを失っているが、備え付けの燭しよく台だいに火を灯ともせばたちまち煌きらめきを放つ。

　だが、目につく物と言えばそれだけだった。他はがらんとしてもの淋さみしく、大だい理り石せきの床も煤すすけて見る影もない。城主の椅子がある他は、だだっ広い中に申し訳程度の飾り棚と振り子の大時計、そして誰の顔かも判別のつかない肖しよう像ぞう画がが数枚、壁かべにかけられているのみだった。

「久しぶりの客人だ。せめて、顔を拝おがんでやろう」

「お会いになるのですか？」

「放っておいても、ここまで来るさ。何せ、獲物はこの俺だ。キリキリと突き刺さるような殺気が、どんどん近づいてくる。心地好いいほどだ」

「また、変態なこと言ってる」

「場合によっては、おまえを使うぞ？」

　生なま意い気きな口を利くイヴァへ、意地悪な視線を投げかける。契約によって魔剣が人型となっているイヴァは、武器のくせに殺せつ生しようがあまり好きではなく、キリアンの言葉にどよんと暗い顔つきになった。人型の時は身み震ぶるいが出るほどの美青年なので、そうすると人生の苦悩を一身に背負ったが如ごとくの様よう相そうとなる。ただし、口元に焼き菓子の屑くずをつけていなければ、だ。

「そろそろかな」

　ぞくりと肌が泡立つほどの快感を覚え、キリアンはゆっくりと身体を起こす。これまで数多くの刺し客かくが城へやってきたが、こうまで清すが々すがしい殺気は初めてだった。

「切り刻んだら、薔薇園に埋めてやろう。良い花を咲かせるかもしれないぞ」

「悪趣味ですね」

　せっかくの提案をにべもなく評価され、軽くイヴァを睨にらみつける。腹いせに焼き菓子を取り上げられては大変と、イヴァは急いで衣装の袖そでに残りを隠してしまった。
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　情報によると、目指す標的は大広間にいるはずだ。

　目的地までの最短ルートは頭へ入れておいたつもりだったが、思っていたよりも城内が薄暗いためレティシアは慎しん重ちように先へ進まねばならなかった。そのせいで予定外に時間を食ってしまい、少しずつ焦あせりが募つのってくる。首しゆ尾びよくキリアンを殺せたとしても吊り橋が上がってしまっては脱出困難になるし、もしそのまま一晩帰らなかったら過保護なレオンは気も狂くるわんばかりに心配するだろう。残された時間は、そう多くはない。

「それにしても、本当に使用人がいないな……」

　先ほど侵入に使った商人用の扉を思い出し、レティシアは口の中で小さく呟いた。一応鍵かぎがかかってはいたものの、鍵開けは得意技の一つだ。人目につかないようこっそり開けたつもりだったが、城内は警備の者どころか人の気配そのものが皆かい無むだった。これにはさすがに不気味なものを感じたが、そこで怯ひるんでなどいられない。どこかに罠わなが張られていないか注意深く見回した後、猫が忍び込むように中へ滑すべり込んだのだった。

　携帯用の小さなランプに素早く火を灯し、貯蔵庫への扉まで移動する。そこから更さらに台所へ出ると、さすがに壁の燭台には火が入っていた。レティシアは急いでランプを消したが、ゆらゆらと浮かび上がる自分の影が今にも形を変えて襲おそってきそうな気がする。心の中で（落ち着け）と己へ言い聞かせ、廊ろう下かへ通じる扉をそろそろと開けた。

　──だが。

「…………」

　一歩台所を出れば、そこは再び薄闇の世界。廊下に点在する燭台の灯りは、まるで月下に咲く花のように頼りない。いっそ、月光の差し込む回かい廊ろうの方が明るいくらいだ。

「まいったな……」

　本当は走り抜けたかったが、それは諦めた方が良さそうだ。レティシアは小さく息をつき、壁伝いに用心深く歩き始めた。

　触れる石壁はひやりと冷たく、掃そう除じが行き届かないのか時折、蜘く蛛もの巣とおぼしきものが絡みつく。足元はおぼつかず、レティシアの内心で焦りと苛いら立だちが徐じよ々じよに膨ふくらんでいった。冷静さを欠けば命取りだと頭ではわかっているが、闇の不気味さが余計に焦しよう燥そうを駆かり立てる。

「大丈夫。この日のために、ずっと修しゆう練れんを積んできたんだから」

　自身を鼓舞するため、歩きながらレティシアは口の中で小さく呟いた。

　そう、だって──と祈るように続ける。

　私を暗殺者として仕込んだのは、他ならないレオンなのだ。

　陽よう気きで逞たくましくて、明るいお日様のような笑顔。屈くつ託たくなく誰とでも打ち解とけ、居酒屋へ行けば必ずそこの女性に惚ほれられるくせに、迫られると本気で困っている純情な面もある。そんな時の彼は、暗殺者としての非情な顔とはまるきり別人だった。人たらしで、少しだらしなくて、家族以上に大切な存在。レティシアにとっては、かけがえのない相手だ。

「だからこそ、ちゃんと独り立ちしなければ。いつまでも、レオン一人に汚い仕事をさせてはいられない。私は、この仕事を成功させる。……レオンのためにも」

　ゆっくりと言葉にしたら、噓うそのように落ち着いてきた。

　レティシアは肩から力を抜くと、意を決して足を止める。どうやら、ここが目指す大広間のようだ。見上げるほど高い両開きの扉には、王家の花である百ゆ合りが彫刻されている。

「──よし」

　殺すべき相手は、この奥で寛くつろいでいるはずだ。

　二本の短剣を鞘さやからゆっくりと抜き、それぞれを左右の手に持ち直した。短く深呼吸をし、腰を屈かがめて体勢を整える。後は、スピードが物を言うだろう。相手に逃げる間まを与えず喉を切り裂さき、心臓を正確に刺し貫く。素早さと身軽さなら、レオンにも引けは取らない。

　一、二、三！

　レティシアは右足で思い切り扉を蹴けり、僅わずかに開いた隙すき間まから中へ飛び込んだ。狙ねらい通り、標的は城主の椅子に座っている。

「はッ！」

　しなやかな獣けもののように床を跳はね、椅子の前へ着地した。黒の王子。噂に違わず、黒づくめの装しよう束ぞくに身を包んでいる。美しい漆しつ黒こくの髪、黒こく曜よう石せきの瞳ひとみ。不意の侵入者にも動じた様子はなく、目が合った刹せつ那な、不敵に微笑ほほえまれる。

　次の瞬間。

「！」

　喉を狙って繰くり出した右の刃が、虚むなしく宙を掠かすった。我が目を疑い、半はん拍ぱくレティシアの動きが遅れる。続けて心臓を突くはずの左の刃が、背もたれにかかった天鵞絨を切り裂いた。

「口こう上じようもなしか。無ぶ粋すいな暗殺者だ」

「な……ッ」

　後ろか、と反射的に飛び退すさる。その直後、レティシアがいた場所に落らく雷らいがあった。激はげしい衝しよう撃げきを受けて転がりながら、どこから、と混乱する。周囲からは焦こげ臭くさい匂いが立ち昇り、ひび割れた大理石が床へ大きく亀き裂れつを走らせていた。

「何……」

　驚きに、唇が震ふるえた。まるで、空中にいきなり雷いかずちが出現したとしか思えない。

「──立て。そして剣を構えろ」

　愉ゆ悦えつを滲にじませた氷の声こわ音ねが、レティシアに命令をした。

　目の前に立つ黒の王子は、冴さえ冴ざえとした美び貌ぼうの下から残酷な微び笑しようを唇へ刻む。

「まさか、これで終わりではないだろう？　この俺が、わざわざ待っていてやったのに」

「…………」

　待っていた？　どういう意味だ？

　うそぶく相手の顔を睨みつけ、レティシアはよろりと立ち上がる。まだ頭はふらついていたが、ここで弱った顔は見せられなかった。ゆっくりと呼吸をくり返し、再び両手に短剣を構え直す。不覚を取った己を恥はじ、怒いかりがめらめらと湧わいてきた。

「キリアン・エルランド。おまえの命を、貰もらい受けにきた」

「一国の王子を呼び捨てか。せめて、殿下をつけろ」

「私は、王家に忠誠など誓っていない。おまえは、私の王子ではない」

「流れ者か。どうりで、礼れい儀ぎがなっていないはずだ」

　ははは、と愉快そうにキリアンが笑う。彼は右手を軽く掲かかげると、長くて形の良い指で宙に不ふ可か解かいな模も様ようを描き始めた。

「〝我は黒。我は雷の主〟」

「な……んの真ま似ねだ……」

「〝我はその名と契約する。雷は我が手となりて、仇あだ為なす者を全て焼しよう却きやくせよ〟」

　ドンッ！

　再び、落雷がレティシアを襲う。吹き飛ばされた視界に閃せん光こうが走り、空気がびりびりと鳴り響ひびいた。だが、キリアンはわざと外したようだ。うつ伏せの姿勢のままかろうじて顔を上げた先で、彼が興味深げにこちらを見下ろしているのが見える。ぞくりと悪お寒かんが走るほど、その微笑は美しかった。

「立て、身の程知らずの暗殺者。つまらないじゃないか」

「く……」

「それとも、焼き焦がされるのは本意ではないか？　どんな風に殺してほしい？」

　獲物をいたぶる獅し子しのように、うっとりとキリアンが尋たずねてくる。この期ごに及んで、ようやくレティシアは城の警備が手薄な理由を痛つう感かんした。彼には、兵士など不要なのだ。忌み子と呼ばれる通り『呪』を自在に操あやつり、息一つ乱さずに敵を滅ほろぼすことができるのだから。

「……おまえ」

　ふと、乱れたレティシアの黒髪にキリアンが目を留とめた。戦闘の邪じや魔まにならぬよう、短く切り揃えられた飾り気のない髪。だが、彼は僅かに目を細めると、いきなり目の前で右みぎ膝ひざを突き、床に伏したレティシアへ右手を伸ばしてきた。

「さわ……るな……っ」

　なんとか避けようとしたが、飛ばされた際さいの打だ撲ぼくと擦すり傷きずで動きが鈍にぶる。キリアンは意に介かいさず毛先を指に絡ませると、窺うかがうようにレティシアの顔を覗のぞき込んできた。

　何の真似だ、と間近に迫る瞳を睨み返す。

　こちらを見つめる甘い闇は、抗あらがい難がたい魅み力りよくで絡みつき、レティシアを取り込もうとした。傷ついた獲物に爪をかけ、どんな形に引き裂こうかと舌舐なめずりする魔獣のように、キリアンはゆっくりと唇の両端を上げる。幻げん惑わくの響きに満ちた声音が、そこから零こぼれ落ちてきた。

「真実の姿を、俺に曝さらけ出すがいい」

「え……」

「おまえは、もっと賢かしこくなった方がいいな。女に生まれたのだから、特権は利用しろ。もっとも、目的のために手段を選ばぬ覚か悟くごがあるのなら、の話だが」

　言うが早いか、彼は毛先へふっと微かな息を吹きかける。

　瞬間、レティシアの黒髪の下から眩まばゆいばかりの金きん髪ぱつが姿を現した。光を含んで風に乗り、溢あふれるばかりの豊かな髪は煌めきながら床へ流れ落ちる。

「見ろ」

　感心したように、キリアンはほくそ笑んだ。

「警備もいない城へ地味な変装で忍び込むより、金髪を綺き麗れいに結い上げて胸の開いたドレスを纏まとい、下着に短剣をしのばせた方がよほど成功率は上がるぞ？」

「う……うるさいっ！」

「まぁ、その細い身体では成せい熟じゆくしているとは言い難いが」

「放せッ！」

　怒りに痛みを忘れ、レティシアは素早く飛び起きた。遅れて長い髪が背中にかかり、燭台の炎を反はん射しやする。耳たぶを飾る小さな血ち赤あかの宝石と、きらきらと毛先まで縁ふち取どる光の粒にキリアンは一瞬見み惚とれたようだが、そんな自分に気づくと舌打ちをし、忌いま々いましげに毒どくづいた。

「金髪は嫌いだ」

「え……」

「そろそろ、俺は寝る時間だ。もう少し楽しめるかと思ったが、見込み違いだったようだな。こちらの『呪』に怯ひるまない度ど胸きようだけは認めてやるが、黙って睨みつけているだけでは俺は殺せないぞ？」
















「…………」

「安心しろ。苦しませずに逝いかせてやる」

　あらかたレティシアに興味を失ったのか、すでに瞳から快楽の色は失せている。キリアンは再び右手で同じ模様を描き、低く呪文を唱となえ始めた。次の一撃がくれば、間違いなく雷に打たれて死ぬだろう。レティシアは唇を嚙み、短剣を構えて考える。

　なんとかしなければ。なんとか。

　じりじりと迫る瞬間に追われ、必死で突とつ破ぱ口こうを探し求めた。

　落雷を避けることさえできれば、奴やつの懐ふところへ飛び込むことができるはずだ。

「〝焼却せよ〟」

　冷酷な一言が雷となり、身体を貫こうとした──刹那。

（今だ！）

　レティシアは右手の短剣を、城主の椅子目がけて素早く投げつけた。剣先は背もたれへ突き刺さり、鉄に誘われた雷が椅子を粉々に破は壊かいする。一瞬の出来事に目を奪われ、キリアンに僅かな隙が生まれた。それを見み逃のがさず床を蹴り、喉元を目がけて左手の短剣を振りかざす。高こう揚ように胸が膨らみ、心臓が大きく音をたてた。

「覚悟！」

「…………ッ」

　鋭い切っ先を、紙かみ一ひと重えでキリアンが避よける。だが、レティシアの刃は彼の右頰を掠め、やがて切り傷から一筋の血が流れ落ちていった。

「おまえ……」

　信じられない、といった顔つきで、キリアンが呆ぼう然ぜんと呟く。

　滴したたる血が自分のものだと気づいた彼は、左手で無む造ぞう作さに頰を拭ぬぐった。

「おまえ……面白いな」

「抜かせ。次は外さない」

「次？　次などあるものか」

　真まっ直すぐ睨みつけるレティシアを嘲あざ笑わらい、キリアンは左手についた血をぺろりと舐める。桃もも色いろの舌が扇せん情じよう的てきに動き、禍まが々まがしい美貌を一層引き立てた。

「雷で綺麗に焦がしてやろうと思ったが、それではおまえに相応ふさわしくないようだ」

「…………」

「〝イヴァ、我が手に〟」

　そう言って彼は血にまみれた左手をかざし、中指と薬指に嵌はめた指輪へ口づける。何をする気だと身構えたレティシアの眼前で、金と銀ぎんの指輪が灼しやく熱ねつの光を放ち出した。あまりの眩まぶしさに狼ろう狽ばいしていると、やがて光は長剣のシルエットを描き出す。それはキリアンの身長の半分はあろうかと思われる見事さだったが、彼はいとも軽々とその剣を右手で構えてみせた。

「何……を……っ」

「俺に傷をつけたのだから、その償つぐないはしてもらわねばな。生きながら、少しずつ切り刻んでやろう。魔剣に刻まれて息いき絶たえるなど、人間には勿もつ体たいない死に方だ。有難く思えよ」

「魔剣……」

「イヴァは、一振りでどんな物でも切り裂さき打ち砕く。鋼こう鉄てつや岩石であろうと関係ない。まして柔やわらかな肉体など、刃先が触れずとも壊こわすのは簡単だ。おまえは、薔薇の肥ひ料りようにするとしよう。そうして、死後に俺の目を楽しませるがいい」

　目の前にちらちらと切っ先を突き付けられ、レティシアは今度こそダメか、と唇を嚙む。先刻の一瞬で仕し留とめられなかった、己の未熟さが悔くやしかった。左の短剣だけでは、到底魔剣に対抗などできはしない。後は、キリアンが言うように殺されるのを待つしかなかった。

「おとなしくなったな」

　魔剣がゆっくりと振り上げられ、震える胸を切り裂こうとしたその瞬間、派手な音を立てて扉が乱暴に開けられた。

「レティシア！」

　革のブーツで分厚い扉を蹴り壊し、一人の青年が駆け寄ってくる。彼は後ろで一つに縛った栗くり色いろの髪をなびかせ、レティシアを庇うようにキリアンの前へ立ちはだかった。

「このバカ、心配かけやがって！」

「レオン、どうしてここに……」

　突然割り込んできた人物に、レティシアはそれきり絶ぜつ句くする。居酒屋からそのまま来たような軽装で、レオンは肩越しに振り返るとニヤリと安心させるように笑んでみせた。
















「おまえの初仕事、どこまでやるかお手並み拝見といきたかったが……相手が悪かったな」

「え、それじゃあ……」

「よりによって、国一番の性格の悪さを誇る王子様だぞ？　おまえにゃ荷が重い。諦めろ」

「お褒ほめに預かり、光栄だな」

　キリアンが白しらけたように魔剣を下ろし、レオンを上から下までざっと観かん察さつする。

　小柄なレティシアがすっぽり隠れてしまうような、引き締まった鋼はがねの肉体。一九〇に届くかと思われる長身からは、若さに似合わぬ妙みような貫かん禄ろくが備わっている。何度となく修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけてきた自信が、キリアンを前にして一歩も引かない余よ裕ゆうを与えていた。

「気に入らない」

　表情そのままのセリフを呟き、彼は再び魔剣を構える。

「仮にも王族を手にかけようと言うのに、何だ、その質しつ素そな格かつ好こうは」

「悪いが、正せい装そうしている暇がなかったもんでね。だが、あんたと戦うのに服装は関係ない。重要なのは武器と──扱う腕だろ？」

「レオン、ダメ！　彼が持っているのは魔剣だ！　普通の武器じゃ敵かなわない！」

　血けつ相そうを変えて止めに入ろうとしたレティシアを、レオンは余裕の笑みで押し留とどめた。彼は腰の鞘から愛用の長剣を抜くと、両手で柄を握にぎって攻こう撃げきに備える。こうなると、レティシアにできるのは彼の邪魔にならないよう下がっていることしかなかった。

「レオン、ごめん……ごめんなさい。私が……」

「いいって。もともと、この王子様は俺が殺やるはずだった相手だ」

　あくまで陽気に答えるレオンは、人好きのする笑顔をキリアンへ向ける。

「……てわけで、あんたに個人的な恨うらみはないが、こっちは商売なんで勘かん弁べんしろよ。まぁ、俺の可か愛わいい妹分に怪け我がをさせ、暴ぼう言げん吐はいた分くらいは取り返させてもらうぜ？」

「どちらが相手でも、俺は構わない。いたぶる数は、多い方が面白いからな」

　キリアンも、うっすらと微笑み返した。レオンの佇たたずまいから、少しは手て応ごたえのある相手だと判断したのだろう。瞳に愉悦の色が蘇り、新たな玩おも具ちやの登場に楽しくて仕方がないといった顔になる。もともと並なみ外はずれて美しい容姿ではあったが、感情の高ぶりが艶つやとなって表情を彩り、レティシアはおろか大たい概がいのことには動じないレオンでさえ一瞬気け圧おされたように後ずさった。

「レオン、お願い。気をつけて」

「わかってる。もっと遠くへ離れていろ、レティシア」

　言いつけを守り、対峙する彼らから更に数メートル離れる。もし自分がもっと強ければ、レオンを助けて一緒に戦うことができたのに、と歯がゆくてたまらなかった。

「お手柔らかに頼むぜ、王子様」

「仕方がない。イヴァ、遊んでやるとしよう」

　キリアンが答えるなり、レオンが踏ふみ込んで斬きりつける。すかさず刃で受けて押し返し、キリアンは再び距きよ離りを取ろうとした。だが、レオンは許さず更に迫り、息つく間もない攻撃を繰り出していく。魔剣の一振りが命取りだと、彼にはちゃんと読めていた。

「ほぅ、単細胞な見かけの割に小こ賢ざかしい真似をする」

「そりゃ、こっちは命がけなんでねっ」

「この程度で？　笑わせるな」

　刃が交じわるたびに火花が散り、キン！　と耳をつんざく金きん属ぞく音おんが響く。レティシアは瞬きも忘れて食い入るように見つめ、必死でレオンの無事を願った。

「ほらほら、後ろは壁だぞ、王子様！」

「そう大きな声で喚わめくな」

「余裕だな。でも、もう後がないぜ？」

　劣れつ勢せいにも拘かかわらず、キリアンは涼すずしげな表情を崩くずさない。レオンの太た刀ちは速く、体勢を立て直す余裕さえ与えないほどなのに、彼は呼吸一つ乱してはいなかった。

「へぇ、細い見かけの割に体力があるな？」

　レオンが意外そうに呟き、緑みどりの瞳が徐々に真剣味を帯おびてくる。

「見直したぜ、王子様。ここまで俺の太刀を受けた奴は久しぶりだ！」

「……偉えらそうに」

「はン？」

「おまえごときに〝見直して〟もらう必要はない！」

　いく度目かの太刀を受け止め、振り払い、キリアンが薄く唇の両端を上げた。交わる剣から漏れる雑ざつ音おんに、見守るレティシアはハッと顔色を変える。

　──まずい。レオンの剣が。

　心の声とほぼ同時に、レオンの長剣が刃こぼれを起こした。ちっ、と彼は舌打ちをし、柄を回して刃をひっくり返す。だが、次の衝撃でひびが走るのは誰の目にも明らかだった。

「力だけで押してきても無む駄だだ。おまえに俺は倒せない」

　冷淡な一言の後、キリアンが優ゆう雅がに構えを直す。

「俺が疲れるのを待っていたようだが、そちらの剣の方が先に音ねを上げたようだな。イヴァは最上級の魔剣。甘くみてもらっては困る」

「レオン！」

　振りかざした剣が動くよりも先に、レティシアが前へ飛び出した。無む我が夢む中ちゆうで二人の間に割り込み、両手を広げて太刀の衝撃を我が身で受けようとする。背中でレオンが名前を叫び、肩を摑んで引きずり倒そうとしたが、それより魔剣の方が早かった。

「レティシア──ッ！」

　斬られた、と思った。

　レティシアは目を瞑つぶり、死の瞬間を覚悟する。

　だが、いつまで待っても痛みは訪れず、闇に突き落とされる感覚もなかった。

「……イヴァ」

　苦々しい声音が、静せい寂じやくを破って耳へ届く。キリアンの声だ。先刻まで勝ち誇ったような口調だったのに、今その音は困こん惑わくと苛立ちに縁取られていた。

「イヴァ、何の真似だ」

「ダメです……」

「はぁ？」

「この方はダメです。殺してはダメなんです～！」

「イヴァ！」

「ダメだったら、ダメなんです！」

　まるで、子どもが盛せい大だいに駄だ々だをこねているようだ。一体誰が騒いでいるのかと戸と惑まどい、自分の目で確かめようとした寸前、レティシアは何者かにギュッと抱き締められた。
















「何をする！」

　驚いて反射的に相手を突き飛ばし、慌あわてて背はい後ごへ飛び退る。視界に飛び込んできたのは、床に尻しり餅もちを突いたまま涙なみ目だめでこちらを見上げている一人の青年だった。

　両サイドにスリットの入った、足首までの長い服。その上に金糸銀糸で刺し繡しゆうの入ったマントを羽は織おり、額ひたいには細い銀の輪を嵌めている。非実用的で異い国こく情じよう緒ちよ溢れる格好は、明らかにこの国のものではなかった。乱れた裾すそから覗ける右の足首には、繊せん細さいな細工が施された装そう飾しよく用ようの足あし環わも付けている。よく見れば、その細工はキリアンの指輪とよく似ていた。

「おまえは誰だ！」

　レティシアは注意深く身構え、突然現れた人物へ憤ふん然ぜんと声を荒あらげる。

「どうして、私に馴なれ馴れしく触れた！」

「い、痛いじゃないですか。乱暴しないでください、姫君」

「姫君？　なんのことだ？」

「貴女あなたのことに決まっているでしょう。ひどいです、姫君。この私に怒ど鳴なるなんて」

　眉まゆ根ねを寄せて顔をしかめる青年は、この世の者とは思えぬ美貌の持ち主だった。もし、以前に彼を見かけていたら、まず忘れるなんてことはありえない。だが、レティシアはもちろんレオンも「知らない」とばかりに首を振った。

「私が……姫君……？」

　そんな風に呼ばれる心当たりなどなく、レティシアは不可解な思いに包まれる。

　黒づくめのキリアンとは対照的な、腰まで真っ直ぐ伸びた見事な銀髪。宝石を思わせる神秘的な紫むらさきの瞳は、左側が伸ばした前髪によって隠されてしまっている。二十代前半かと思われる面おも立だちは彫刻のように完かん璧ぺきで、見る者に畏い怖ふさえ感じさせそうだった。それなのに彼は子どものように目を潤うるませ、形の良い唇を尖とがらせて「痛い、ひどい」と文もん句くを言い続けている。

「イヴァ、いい加減にしろ」

　大きく溜め息をつき、気が殺そがれた様子のキリアンが言った。その途と端たん、青年はびくっと緊張し、傍らに立つ彼を恐きよう々きようと見上げる。

「キリアン様……あの、あの私はですね……」

「何な故ぜ、勝手に人型へ戻った？　俺は、そんな命令は下していないが？」

「えーと……」

「どうして、あの女を斬らなかった？」

「ですから、それは……」

「言い訳するな」

「じゃあ、訊きかないでくださいよ」

　無む茶ちやを言われて、むうっと青年がむくれた。しかし、彼らの会話を聞いていたレティシアにはさっぱり意味がわからない。そもそも、この青年はどこから現れたのだろう。

「あ、姫君が困っておいでです。そうですよね、私としたことがご挨あい拶さつもまだでした」

　レティシアの視線に気づいた青年は、くるりとこちらへ向き直った。そうして、人並み外れた美しい顔に満面の笑みを湛たたえる。

「はじめまして、姫君。私は魔剣──キリアン様との契約名はイヴァと申します。あんまり気に入ってないんですけど」

「イヴァ、俺の許可なくその女と会話をするな」

　屈託のない会話に、キリアンが不ふ快かいを露あらわにした。よほど彼が恐いのか、イヴァはたちまち項うな垂だれると子犬のような目でレティシアをじいっと見つめる。あまりに真っ直ぐな視線を向けられ、非常に居い心地ごこちが悪くなってきた。

「あのさ、話に割り込んじまって悪いんだけど」

　傍ぼう観かんしていたレオンが、ようやくそこで口を挟んでくる。

「続きはどうするよ、王子様？　ここで仕切り直して、もう一度やり合うか？　俺はいいぜ。箱はこ入いり王子と見くびっていたが、どうしてなかなかの使い手だ。久々に、殺し甲が斐いのある相手が現れて嬉しいよ」

「……ふん」

　庶しよ民みん風ふ情ぜいが偉そうに、とでも言いたげな表情でキリアンが笑んだ。だが、レオンの言葉が噓ではないことをレティシアは知っている。剣の差さえなければ、どちらが勝利していたかまるきり予想がつかなかった。それほど、二人は互角に戦っていたと思う。

「だけどな」

　蔑むような眼差しなど意に介さず、レオンは続けて口を開いた。

「悪いが、レティシアだけは帰してくれ。こいつは俺の代わりに忍び込んだだけで、個人的な恨みからあんたを殺そうとしたわけじゃない。情じよう状じよう酌しやく量りようってやつで、一つ頼むわ」

「レオン、何を言い出すんだ！」

　驚いたレティシアが抗こう議ぎしかけるのを、彼は右手を挙げて制する。陽気な笑みを浮かべていてもその瞳は厳きびしい光を放っており、逆らうことを許さぬ気迫が満ちていた。

「おまえは邪魔だ、レティシア」

「…………」

「こいつは、魔剣を従えるようなとんでもない王子様だ。噂に違わず『呪』を使い、その気になれば俺たち二人を同時に殺めることも可能だろう。そんな奴とやりあうのに、おまえを庇いながらじゃ少々こっちの分ぶが悪い」

「レオン……」

　一言の反論もできない自分を、レティシアは深く恥じ入った。早く一人前の暗殺者となって彼の足を引っ張らないようにしたかったのに、逆の結果を生んでしまったのだ。相手が悪かったと言えばそれまでだが、「邪魔だ」とはっきり言われるとさすがに堪こたえた。

　だが、つまらない意地を張るより、今はレオンが生き延のびてくれることの方が大切だ。最後まで側そばにいて彼の戦いぶりを見届けたかったが、それは無理な相談だろう。レティシアは無言で下唇を嚙み、キリアンの答えを待った。

　──けれど。

「生あい憎にくと、その女を生きて帰すわけにはいかないな」

「何……っ」

「当然だろう。その女は、俺へ刃を向けた。償いはさせねば気が収まらない」

「てめぇ……」

　顔色を変えるレオンを嘲あざけり、キリアンは右頰の微かな傷を人差し指でなぞる。先ほど、レティシアの短剣が掠った跡あとだ。怪我とも言えぬ程度だが、彼の自じ尊そん心しんを大いに傷つけたらしい。主あるじの返事を聞いたイヴァが血相を変え、床に座り込んだまま「ダメですって！」と喚いたが残念ながら誰も耳を貸そうとはしなかった。

「そうか」

　レティシアは、すう……と息を吸い、静かに吐き出した。

　他人を殺める商売に就ついている以上、こんな日はいつ来てもおかしくない。

「では、話は決まりだ。私もレオンと共に、おまえと戦う」

　それならそれで、とすぐに心は固まった。むしろ、自分だけ逃げ延びるよりもレオンと共に戦える方が本ほん望もうだ。

「レオン、ごめん。貴方あなた一人なら、もっと上手くキリアンを仕留められたはずなのに」

　いつ攻撃されてもいいようにと、短剣を右手へ持ち替えて構えを正す。隣のレオンは限りなく不利な状態にしばし黙り込んでいたが、やがて短く嘆たん息そくするとふわりと表情を緩ゆるめた。

「仕方ないな。バカな妹分を持ったと諦めるか」

「でも、できるだけはやってみる。たとえ最強の魔剣が相手でも、二人で力を合わせれば奇き跡せきが起こせるかもしれない」

「戯たわ言ごとを抜かすな」

　レティシアの言葉に、キリアンが早速反応する。

「おまえが俺に傷をつけた時点で、今日の奇跡はお終いだ」

「何を……」

　最後まで言い終わらないうちに、強い衝撃がレティシアを襲った。咄とつ嗟さにレオンが庇うように腕に抱き、二人は一緒に床を転がる。キナ臭い匂いが周囲に立ち込め、キリアンが雷を放ったのをすぐに悟った。

「そうやって、ちまちま逃げ回るがいい。償いはおまえたちの恐怖であがなえ」

　悦楽の笑みを刻むキリアンの右手からは、青白い火花が散っている。美しい炎にうっかり魅み入いられそうになり、レティシアは慌てて頭を振った。起き上がったレオンが顔をしかめ、正気に返れというように背中をポンと叩く。部屋の隅すみではイヴァが、半泣きな様子でオロオロと成り行きを見守っていた。

「次はどうする？　逃げられぬよう足を焼いてほしいか？　それとも、武器が持てぬよう手を吹き飛ばそうか？」

「どっちも、御ご免めんこうむるね」

　レオンが軽口を返すが、さすがに状況は圧倒的に不利だ。心なしか、その横顔にも微かな焦りの色が見え始めた。このままではまずいと、レティシアは突破口を求めて大広間を注意深く見回す。レオンが蹴破った扉は開いたままで、そこから薄暗い廊下が見えていた。

（なんとか……なんとか、あそこまでレオンを行かせれば。私が囮おとりになって、キリアンの雷を惹ひきつけている間に……！）

　だが、それは生死に関わる賭けだった。

　キリアンの雷が当たらないのは、彼が逃げ惑まどう姿を面白がっているからだ。しかし、それもそろそろお開きの時間だろう。こうしている間にも彼の手のひらで、雷の火花はどんどん大きくなっている。あんなのをまともに食らったら、手足どころか肉片だって一瞬で燃え尽きてしまうに違いない。

「……レティシア。俺が合図したら、扉へ向かって走れ」

　同じことを考えたのか、レオンが声を低くして囁ささやいた。

「王子様の目を見ろ。あいつ、今度こそ俺たちを殺す気だ」

「レオン……」

　彼の言葉通り、キリアンの瞳はかつてないほど深い闇色に染まっている。まるで底のない真夜中の海のようだと、レティシアは背筋が寒くなった。なまじ怖いほどの美貌なので人間味が一切感じられず、どんな言葉も彼には届かないのだと確信する。

「足はレオンの方が速い。貴方が扉へ行って」

　覚悟を決め、レティシアは剣を握る手に力を込め直した。

「共倒れするより、一人でも生き残った方がマシだ。私より貴方の方が、逃げ延びる可能性も高い。レオン、私を無駄死にさせないで。生き残って、キリアンをいつか殺して」

「レティシア……」

　一度言い出したら説得はきかないことを、レオンは誰よりよく知っている。言い争っている時間もなかった。キリアンはゆっくりと雷からこちらへ視線を移し、妖よう艶えんに唇を動かす。

「〝我は黒。我は雷の主〟」

　レオンの横顔が、辛そうに歪んだ。

「〝我はその名と契約する。雷は我が手となりて、仇為す者を全て──〟」

「行け！　レティシア！」

「〝焼却せよ〟」

　ドンと扉の方向へ強く突き飛ばされ、反射的にレオンの名を叫ぶ。耳に轟く破壊音と、凄すさまじい波動が大広間全体を包んだ。床はめくれあがり、窓ガラスにひびが走り、自分たちが立っていた場所が跡形もなく吹っ飛んでいる。

「レオン！」

　どうして、とレティシアは混乱した。

　あれほど逃げてくれと頼んだのに、どうして。

「レオン……」

　だが、躊ちゆう躇ちよしている余裕はない。レオンが自分を突き飛ばしたのは、おまえが逃げろという意志に他ならなかった。レティシアは扉を目指し、砕けそうな心を抱いて走り出す。レオンがどうなったのか、考えたくなどなかった。

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ」

　揶や揄ゆするような声の後、誰もいないのに目の前で扉がバタンと閉じる。壊れたはずの蝶ちよう番つがいもそのままに、歪いびつな形で逃げ道が封じられた。レティシアは憎にくしみを込めて振り返り、キリアンの足元に倒れているレオンを見て息を吞のみこむ。

「気が変わった」

　レティシアの驚きぶりに満足したのか、キリアンは勝ち誇った笑みで言った。

「おまえたち二人は、とても俺の勘かんに障さわる。自己犠ぎ牲せいなど反へ吐どが出る」

「レオンを放せ……」

「誰に向かって、物を言っている？　いい加減、現実を見ろ」

　キリアンは素っ気なく返し、うつ伏せになったレオンの背中を玩具のように蹴る。ハッとしてレティシアは飛びかかろうとしたが、「……よせ」と呻うめくような声が動きを止めさせた。

「レオン、生きてるの！」

「そう簡単に死ぬか、この俺が」

　言うなりゴロンと仰あお向むけになり、彼は深々と息をつく。なんとか減へらず口は叩けるものの、相当なダメージを受けたのは確かだった。

「なぁ、王子様。なんで、俺たちをさっさと殺さない？」

「退屈しのぎだ」

「本当にそれだけか？　案外、他に理由があったりしてな」

　キリアンが無表情のまま、再びレオンの腹部を蹴ろうとする。しかし、レオンは機き敏びんに起き上がって一撃を避けると、夢中で駆け寄ったレティシアを抱き止めた。

「レオン、どうして私の言うことを聞いてくれなかったんだ！」

「怒鳴るなって。結局、振り出しに戻っちまったんだから」

「そろそろ黙らないと、おまえらの舌を抉えぐり取るぞ」

　冷ややかな一言でレティシアたちを黙らせ、キリアンはちらりと部屋の隅を見る。

「だが、俺にも予想外の事じ態たいが起きた。どうやら、俺の魔剣は女の趣味が最悪らしい」

　そう言って、彼はイヴァにツカツカと近づいた。レティシアが殺されるのではないかとびくびくしていたイヴァは、拍子抜けした様子でキョトンとしている。

「イヴァ、契約に則のつとっておまえに命令を聞かせるのは簡単だ」

「キリアン様……」

「俺に逆らえば、今後二度と焼き菓子を口にはできないと思え」

「ええっ！」

　この世の終わりのような声を上げ、イヴァは絶望に突き落とされた顔をした。レオンは気抜けしたように「焼き菓子……？」と呟いたが、キリアンは無視して大おお仰ぎように腕を組む。

「だが、そこまで我を張るとは興味深い。だから、おまえの姫君とやらを今夜はひとまず殺さずにいてやろう」

「本当ですかっ？」

　イヴァの表情がパァッと一転し、陽ひが差したように明るくなった。どういう会話だ、と思ったが彼らは大おお真ま面じ目めなようだ。レティシアは戸惑い、ちらりとレオンを窺うかがう。しかし、彼も肩をすくめるだけで事態がよく吞み込めないようだった。

「おい、出で来き損そこないの暗殺姫」

「な……っ」

　くい、と顎あごで指し示され、屈くつ辱じよくにレティシアが赤くなる。ところが、レオンにはキリアンの揶揄がツボだったようで、こんな状況にも拘らずくっくと笑いを堪こらえているのがわかった。

「おまえと、いけ好かないガサツ男に緊きん縛ばくの『呪』をかける。しばらく牢ろう暮ぐらしを満まん喫きつするがいい。俺がその気になるまでは、そのまま生かしておいてやる」

「緊縛の『呪』……？」

「いずれわかるさ。イヴァ、おまえは三日間、焼き菓子禁止だ」

「そんなぁ──ッ！」

　それがイヴァには何より辛い罰ばつなのか、悲鳴にも近い声が広間中に響き渡る。うるうると涙を溜めつつ落らく胆たんする姿を見て、キリアンは満足げに微笑んだ。人の嫌がる顔をこんなにも嬉うれしそうに眺める人間を、レティシアは生まれて初めて目まの当たりにする。レオンはますますツボを刺し激げきされたのか、すでに腹を抱えて笑っていた。

（これから監かん禁きんされると言うのに……レオンは相変わらず豪ごう胆たんだな……）

　彼が一緒なら怖くはないが、相変わらずの肝きもの太さには感かん嘆たんする。レオンのこうした楽天的なところが、いく度となくレティシアや彼自身の命を救ってきたのだ。

「笑っていられるのも、今のうちだ。死ぬのが数日延びただけだからな」

　レオンの態度はお好みでないらしく、キリアンは面白くない声を出す。

　焼き菓子で頭が一杯なのか、今度はイヴァも異を唱えなかった。
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「食事は日に三度、僕がちゃんとお届けします。何かあれば、その際にお申もうし付けを」

「なぁ、夕飯には酒がつくんだろうな？」

「無理を言わないでください。貴方たちは、ご主人様の命を狙った罪人なんですよ？」

　レオンの軽口に、牢の錠じよう前まえに鍵をかけながら案内人が呆あきれ顔をする。まだ少年の彼はジュールと名乗り、キリアンの身の回りの世話をしている従じゆう者しやだと言った。

「まったく、キリアン様の気まぐれには困ったものです。出入りの商人に、余分に食しよく糧りようを運んでもらわなきゃ。七星城は少数精せい鋭えいで、そんなにストックがないんですからね」

「おまえ、形なりは小さいくせに口くち喧やかましいなぁ。ここへ来るまでの間、ずっと文句を言い続けじゃねぇかよ。よくまぁ、次から次へと出てくるもんだ」

「寝ているところを起こされて、何年も使っていない地ち下か牢ろうへ罪人を案内しろと言われれば誰だって機き嫌げんは悪くなります。おまけに、食事の支度まで！　罪人なんだから、そこら辺をウロチョロしている鼠ねずみとか食べていればいいのに。罪・人・な・ん・だ・か・ら！」

「おい！」

　さすがに笑ってもいられなくなり、レオンが焦った様子で声を荒げた。ジュールは澄ました調子で「冗談ですよ」と言い捨て、隣の牢に入っているレティシアへ向き直る。

「レディ、貴女にはご不自由をかけますがお許しを。ここには、女性の召めし使つかいがいないんです。皆さん、キリアン様を怖おそれて長く居つきません。とにかく、難しい方なので」

「別に平気だ。私は、レオンと同じ待たい遇ぐうで構わない」

「おや、可愛らしいお顔の割には勇いさましい口をききなさる。さすが暗殺者」

　確実に二、三歳は年下の相手から嫌みを言われ、レティシアはムッとした。確かに無む謀ぼうな行動だったが、それは『黒の王子』のキリアンが標的だったからで、普通の人間相手なら苦も無く仕事を終わらせられたはずだ。

「せっかく美しいのですから、もっと柔らかなしゃべり方をなさったらどうです？　色仕掛けで迫れば、キリアン様を陥かん落らくできるかもしれませんよ？」

　溜め息をつきつつ、ジュールは子どものくせにとんでもないことを言い出した。レティシアは面めん食くらい、同時に無む性しように腹をたてる。先刻、キリアンにも「女を武器にしたらどうだ」とからかわれ、大いに誇りを傷つけられたばかりだ。

「あの男は、金髪は嫌いだと言っていた」

「ははぁ……成る程」

　怒りを込めて無ぶ愛あい想そうに答えると、ジュールは小こ難むずかしい表情で腕を組んだ。それから、周囲に誰もいないのにわざわざ声を落とし、格子越しに小さな顔を近づける。

「レディの金髪は、殊ことの外ほか見事ですからね。王族の方々と同じ、豊かな蜂はち蜜みつ色いろをなさっておいでです。黒髪のキリアン様が気に食わないのは当然かと。なにしろ、数百年続いたエルランド家に於おいて黒髪の子が生まれるのは大変珍しいことですから」

「知っている。そのせいであいつは黒の王子と呼ばれ、華はなやかな宮廷ではなく辺へん鄙ぴな七星城に移り住んでいるんだろう？　正妃が不ふ貞ていを疑われ、当時は大騒ぎだったと聞く」

「ええ。そのせいで、キリアン様はひどく母上に嫌われておいでです。間違っても、あの方の前で王妃様の話題は出しませんように。寿じゆ命みようが縮まるどころか、早く死なせてほしいと願うような目に遭あわされますよ？」

「…………」

　それが脅おどしではないことは、彼の目を思い出せば明めい白はくだ。人の嫌がる顔、苦しむ様子、そんなものを好んで見たがるなんてまともな感覚ではない。人殺し予備軍の自分に言われたくはないだろうが、仕事でなければ関わりたくない相手には違いなかった。

「では、僕はそろそろ戻ります。言っておきますが、錠前を破って逃げようとしても、無駄ですからね。貴方たち二人には、キリアン様が緊縛の『呪』をかけていますから」

「その、緊縛の『呪』とは何なんだ？　私たちが大広間を出る前、奴は何やら唱えて指を鳴らしたようだが……特に、何の変化も見当たらないぞ？」

「知らなくてもいいと思いますよ。逃げなければいいだけなんだから」

　あっさりとこちらの質問を受け流し、ジュールは大きく欠伸をする。まだ子どもなのに物もの馴なれた口調は、まるで何十年も生きてきた者のようだった。まさか、彼もイヴァと同じく魔族なのだろうかと、レティシアは疑いの眼を向ける。

　だが、ジュールは小賢しい笑みを浮かべると、「残念ですが」と恭うやうやしく言った。

「僕は頭の上から爪先まで、普通の生身の人間です」

「え？」

「お顔を見ていれば、考えていることくらいわかりますよ。レディは正直なお方ですね。暗殺なんて危険なお仕事は、向いてないんじゃないでしょうか」

「な……っ」

「とにかく、ご期待に沿えず申し訳ありません。それと、普通の人間なのでもう眠いです。それでは、お休みなさい」

　礼儀正しく一礼し、くるりと踵きびすを返すと石の階段を上がっていく。彼が去ってしまうと、廊下に灯された頼りない蠟ろう燭そくの灯りだけが唯ゆい一いつの光となった。

「何年も使っていない地下牢……か。ぞっとしねぇな。レティシア、大丈夫か？」

「うん、平気。少し寒いけど、真冬でなくて良かった」

「おまえ、ほんと逞しいな」

　レオンの柔らかな笑い声に、ようやくレティシアも表情を和やわらげる。顔が見えないのは残念だが、すぐ隣に彼がいると思えば心強かった。

「ねぇ、レオン。どうして、おとなしく捕まったんだ？　貴方のことだから、何か考えがあるんだろう？　それとも、私が足手まといだから逃げ切れないと思ったのか？」

「まぁ、一人で逃げたって意味ないしな」

「……ごめん」

「牢の鍵なんざ、その気になればいつでも開けられる。けど、どのみち今夜は吊り橋も上がっちまって本土へは渡れない。一晩中、王子様と追っかけっこするより牢で体力温存しといた方が賢い選択だ。そうやって脱出するか、反撃の機会を待つ。どうだ？」

「じゃあ、すぐ逃げるつもりで？」

「ま、多少は様子見してもいいかと思うぜ。さっき、〝何年も使ってない地下牢〟って言ってただろ？　てことは、あの王子は今までの刺客をすぐ殺していたんだ。それなのに、わざわざ俺たちを牢に閉じ込めたのは何か考えがあるからかもしれない。少なくとも、明日一番で始末しようとは思ってないだろう」

　レオンの話を聞いていると、不思議なほど不安が消えていく。つい先刻まで死の瀬せ戸と際ぎわへ追い詰められていたのが、なんだか噓のような気持ちにさえなってきた。

「ねぇ、レオン。私のこと、怒っている？」

　思い切って尋ねると、やや間が空いてから「どうして」と訊き返される。レティシアは湿しめった黴かび臭くさい壁に背中を預けると、両りよう膝ひざを抱えて溜め息をついた。

「貴方の言いつけを破って、勝手に一人で仕事に出た。その挙あげ句くこんな結果になって、私はどう詫わびたらいいのかわからない。もしかしたら、このまま殺されるかもしれないし」

「今更、後こう悔かいしたって仕方ねぇだろ。それに、おまえが暴走したのは俺にも責任がある」

「え？」

「おまえが思い詰めているのを知っていて、いつまでも仕事をさせようとしなかったからな。その内に、と思いながら、俺のエゴで先延ばしにしていた。俺は、おまえに暗殺者としての技術を叩き込んでいたくせに、その手を血に染めたくなかったんだ」

　苦い思いで吐き出された言葉に、レオンの深い愛情が滲にじんでいる。レティシアは胸が詰まり、どう答えていいのかわからなくなった。

　捨て子だった自分を見つけて、そのまま連れ帰ってくれたレオン。その時、彼はまだ八歳の子どもだった。彼自身が身寄りのない孤こ児じで、ある暗殺集団の腕利きとなるべく教育を受けていた最中だったので、当然の成り行きとしてレティシアも同じ道を歩むことになったのだ。そのことを、レオンは今もって悔くやんでいるのだという。

「私は、貴方に感謝しているよ、レオン」

　低くて暗い天井を見上げながら、レティシアは一生懸命に訴うつたえた。

「貴方が連れ帰ってくれなかったら、私はとっくに野犬に食われて死んでいた。それこそ、人生の選択なんてする間もなかったと思う。でも、こうして生きていれば、いつかは違う道を選べる日だって来るかもしれない。そんな可能性があるだけでも、幸こう福ふくだと思ってる」

「気まぐれ王子が、いつ死し刑けい執しつ行こうするかもしれない状況なのにか？」

「それでも、死ぬ寸前まで希望は捨てない。何もできなかった赤ん坊とは違うよ」

「レティシア……」

「ただ、それと貴方を巻き添ぞえにしたのは別だ。早くレオンと同じ土ど俵ひように立ちたくて、焦り過ぎていた。本当に……ごめんなさい」

　話している間に、涙が滲んできて狼狽する。どんな辛い訓練や淋しさに襲われた時でも、レティシアは泣かずに生きてきた。泣いても事態は変わらないし、そんな暇ひまがあったら前へ進む方法を考えた方が建けん設せつ的てきだ。そう己へ言い聞かせてきたからだ。

　けれど、今夜ばかりは涙を止められなかった。世界で一番大切な相手を、自分のミスで死なせてしまうかもしれない。そう思うと、取り返しのつかない悔かい恨こんに苛さいなまれた。

「レティシア、泣くな」

　声は押し殺していたはずなのに、鋭く気配を読んでレオンが言った。

「おまえが泣いたら、また俺は後悔しちまうだろ。悪あく循じゆん環かんだ。泣いてすっきりするんなら聞こえない振りしてやるけど、俺のために泣いたりはするな」

「……うん」

「あの王子様には、今まで数多くの刺客が葬ほうむられているって話だ。俺も半はん信しん半はん疑ぎだったが、今日のことで納なつ得とくしたよ。あいつ、かなり腕が立つ。仮に『呪』を使わなくても、勝算は五分ってとこだった。身のこなしや剣の扱い、運動能力や反射神経も並外れていい。王子にしとくのは、惜おしいくらいだったな。出会い方が違っていたら、同業に引き入れたかったよ」

　吞気な言い草に、思わずくすりとする。相手が敵でも長所は素直に認めるなんて、いかにも大らかなレオンらしいと思った。

「これからも、あいつには刺客が送り続けられるんだろうな」

　少し声のトーンを落とし、どこかしんみりとレオンが呟く。標的に同情などしている場合ではないが、そのことはレティシアも考えていた。ただ黒髪に生まれた忌み子というだけで、彼は今までもこれからも、誰かに死を望まれながら生きていくのだろうか。

「それはそれで、厄やつ介かいな人生だ」

　我が事のように溜め息をついた後、ごろりとレオンが横になる音が伝わってきた。
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　戻ってきたジュールから報告を受け、寝しん室しつのキリアンは「ご苦労」と短く答えた。予想した通り、二人は地下牢に少しも臆した様子はなく、平へい然ぜんとジュールと会話をしていたらしい。あの無礼な男はともかくとして、少女の身でなかなかに度胸が据すわっている。

「だが、償いは身を以もつてしてもらわねばな。あの女、俺に傷をつけただけではなく、城主の椅子まで破壊したんだぞ。見た目に反して、とんだじゃじゃ馬だ」

「見た目……ああ、綺麗な子ですよね。深い海のようなサファイヤブルーの瞳、純度の高い蜂蜜色の髪。ぎょっとするほど目が大きくて、睫まつ毛げなんかバッサバサですよ。顔は小さくて、白い肌に唇だけ果実のように赤あかい。多少気が強そうではありますが、なかなかの美少女です」

「ジュール……おまえな……」

「ご心配なく。僕の好みではありません。ただ客観的な事実を述のべたまでです」

　生意気な口をきく従者に呆れつつ、確かに造ぞう作さは悪くなかったとキリアンも認めた。悩ましいとは言い難いが、凜り々りしい中に滲み出る少女らしい表情は、却かえって色気全開の女性よりも艶めかしく映ることがある。本人が無自覚なだけに、その辺を突いてみると面白そうだ。

「あ、いやらしいこと考えていますね？　ご主人様、けっこう好みなんでしょう？」

　伊だ達てに長く仕つかえているわけではなく、ジュールは平然と図ず星ぼしを指してくる。キリアンは意味ありげな視線を彼へ返すと、下がれと命令してシャツのタイを解とき始めた。

（本当は明日にでも処分して構わないんだが、イヴァの様子がおかしいからな）

　魔剣に『イヴァ』と命名して契約を交わし、使役するようになって三年がたつ。その間、彼が命令に逆らったことは一度もなかった。そもそも、契約とは絶対的な主従関係を結ぶことに他ならず、逆らう行こう為い自体がありえないのだ。

（それなのに、あいつはあの女を斬れなかった……）

　命令に背いたイヴァには、相当の負担がかかったはずだ。下手をすれば、命を落としていたかもしれない。それほどまでに契約は重いのに、彼は身体を張ってレティシアを庇かばった。人型に戻った後で床に座ったままだったのは、駄々をこねていたからではなく、立ち上がる力さえなかったせいだ。

「姫君だと……？　あの女が……？」

　魔剣のイヴァが言うからには、彼女は魔族なのだろうか。その可能性があることは、実際に戦ったキリアンが一番よくわかっていた。それだけに早めに殺してしまうべきなのだが、一方で興味が湧いたことも事実だ。

　まったく……と、知らず心の中で呟く。

　あんな女は、今までいなかった。

　黒の王子へ怯まず挑み、窮きゆう地ちに立たされても我を失わない。そのくせ情には厚いらしく、レオンとかいう男が現れたら自分の身を盾たてにして彼を助けようとした。

（レティシア、とか言ったな）

　着替えを済ませたキリアンは、清せい潔けつに整えられたベッドへ身を横たえる。瞳を閉じた瞬間に瞼まぶたの裏へ現れたのは、輝く金の髪と鮮やかな血赤の耳飾りだった。
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　朝になり、ジュールが朝食を運んできた。鼠ねずみを取って食え、なんて言うくらいだから覚かく悟ごをしていたのだが、どうしてしごくまともなメニューで驚おどろかされる。焼きたてのパンに野菜のスープ、ゆで卵に冷えたオレンジまでついていた。

「豪ごう勢せいだな、おい。まさか、俺たちを太らせて食おうって魂こん胆たんじゃないだろうな？」

「さぁ、どうでしょう。貴方あなたたちは、あまり美お味いしそうではありませんが」

　レオンの減へらず口を相変わらずの冷めた口調で流し、ジュールはレティシアへ視線を向ける。パンを千切って口へ放り込んでいたレティシアは、何か、と胡う散さん臭くさげな目でそれに答えた。

「あ、不ぶ躾しつけな視線をお許しください、レディ。ずいぶんよくお休みになられたようだな、と。ここは決して寝ね心地ごこちが良い場所とは言い難がたいですし」

「そうか？　屋根も壁かべもある。敵の襲しゆう来らいの心配もない。私には快かい適てきなくらいだ」

「はぁ……そういうものですか」

「ふかふかの羽は根ね布ぶ団とんがなければ眠れない、深しん窓そうの令れい嬢じようとは違うからな。それに、充分に睡眠を取っておかなくてはイザという時に動けない」

　平へい然ぜんと食事を続けるレティシアに、ジュールは「はぁ」ばかりをくり返す。王子に仕つかえている彼には、平民の逞たくましさなど目にする機会もないのだろう。王族の使用人になるには家いえ柄がらは言うに及ばず、教きよう養よう、礼儀作法などを兼ね備えた人間のみが選ばれる。ジュールはまだ少年だが、その資格を有している裕ゆう福ふくな階級の子し息そくということだ。

「あの、イザという時って……」

「決まっている。ここから逃げる時だ。私もレオンも、おとなしく殺されるのを待っている趣しゆ味みはない。まして、あんな性格の悪い王子の手にかかるなんて真まっぴらだ」

「その点だけは同意しますが、無駄だと思いますよ」

「わかっている。緊きん縛ばくの『呪じゆ』がどうとか言うんだろう？」

「そうです。ご主人様の能力を、あまり見くびらない方が良いですよ」

　真ま面じ目めな顔つきで注意され、レティシアは再び黙り込んだ。逃げても無む駄だ、という言葉の意味は一体何なのだろう。あれだけあっさりと城への侵しん入にゆうを許したのだから、牢ろうから出られさえすれば何とかなると考えるのは浅はかなことだろうか。

「あ～、美う味まかった。ごちそうさん」

　隣の牢で、機き嫌げんのいいレオンの声が聞こえた。レティシアは慌あわてて自分も残りを食べ、格こう子しの隙すき間まからジュールに食器を返す。罪人二人の旺おう盛せいな食欲に驚きながら、彼は手て際ぎわよくトレイに重ねた食器を載せて地下牢から去って行った。

「あの王子、どうして魔力なんか持って生まれたんだろう」

　今更ではあるが、噂うわさよりも更さらに強力な力を誇こ示じされ、考えずにはいられない。王族から魔力を持つ忌いみ子が生まれるなんて聞いたことがなかったし、何かの呪のろいにしては対たい価かが思い当たらない。国の富や戦争の勝利など、キリアンを悪あく魔まに憑つかせて得たものがわからなかった。

「それに、刺し客かくを送ってまで彼を殺したい人物は何が理由なのかな。やっぱり、黒の王子に王位を継つがせたくない連中が命を……」

「レティシア」

　咎とがめるような鋭い響ひびきが、続く言葉を遮さえぎる。

「依頼人の事情に、興味を持つな。俺たちは、大金を貰もらって人の命を奪うばう。それだけだ」

「そう……だね。ごめん……」

「ま、確かにあんなドＳな王子が国王になったら、エミール国は大混乱になるだろうが」

　昨夜のやり取りを思い出したのか、レオンの思い出し笑いが聞こえた。まったくだ、とレティシアは同意し、キリアンの勝ち誇った眼まな差ざしを苦々しく瞼まぶたに描く。

　闇やみの美しい部分だけをろ過かしたような、禍まが々まがしくも魅み惑わく的てきな瞳ひとみ。冷酷な愉ゆ悦えつを帯おびた唇くちびるからは、甘やかな蒸じよう留りゆう酒しゆの如ごとき声こわ音ねが低く零こぼれ落ちる。そこから音となる『呪』は雷いかずちを生み、音楽家を思わせる指が優ゆう美びに死を演えん奏そうする。

「あんな男……国王には相応ふさわしくない」

　暗あん殺さつ姫ひめ、と嘲あざけるように呼んだ顔を思い浮かべ、レティシアは毒どくづいた。

「もしここから出て自由になれたら、今度こそ絶対に失敗しない。あの男を葬ほうむり去って、魔ま剣けんも解放してあげるんだ。あの子は、命の恩人だもの」

「ああ、あの美青年。おまえ、あの子呼ばわりかよ。どう見たって、おまえよか年上だぞ」

「魔剣だし、年齢なんかわからないけど。でも、可か愛わいかったと思わない？　焼き菓子を禁止されて、泣きそうになっていた。私を庇ったせいで、気の毒なことをしてしまったよ」

「まぁなぁ」

　深ふか々ぶかと溜ため息を漏もらし、レオンが珍しくしんみりした口調になる。

「さすがの俺も、あの瞬間は〝死んだ〟と思ったからなぁ」

「……ごめん。でも、おとなしく見ていられなくて」

「ほんと、おまえは無む茶ちやするよ。ま、そういう風に育てたのは俺だけどな」

　最後は陽よう気きな笑い声が混まじり、レティシアは少しだけホッとした。

　八歳上のレオンは彼自身が年とし端はもゆかぬ頃から、一人前の顔でレティシアを教育してきたものだ。彼は年の割には大人びていたし、利り発はつな性た質ちで要よう領りようも良かったので、暗殺者を養よう育いくする機関でもめきめき頭角を現してすぐにトップクラスの腕前になった。そんな保護者の側そばにいるだけで、生きるための術すべをたくさん学べたと思う。

　だが、レオンの方は少々違うらしい。レティシアが成長するにつれ、彼女を現在の境きよう遇ぐうに置いておくことを後こう悔かいする発言が増えてきた。それで、レティシアは焦あせったのだ。早く自立しなければ、レオンが自分を置いてどこかへ消えてしまうのではないかと。

（なんとか、ここを脱け出す方法はないかな。せめて、レオンだけでも助けたい）

　緊縛の『呪』とやらは気になるが、むざむざ殺されるのを待つわけにはいかない。レティシアがあれこれと考えを巡めぐらせていると、階段からジュールの降りてくる足音がした。

「レディ、ご気分は？」

「さぁ？　悪くはないよ」

「そうですか、それは良かった」

　階段を最後まで降り切ると、彼はにこやかな様子で牢へ近づいてくる。その右手に握にぎられているのは、驚いたことに錠じよう前まえの鍵かぎだった。

　何をする気だと戸と惑まどうレティシアへ、澄すました微び笑しようでジュールが口を開く。

「キリアン様が、貴女をお呼びです。どうぞ、薔ば薇ら園えんの方へ」





[image: ]






　窓もない地ち下か牢ろうにいたのでわからなかったが、今日は雲一つない晴天だった。

　昨夜、城へ忍しのび込む時に良い香りを放っていた薔ば薇らの群れは、注がれる初しよ夏かの陽光に艶あでやかな花弁を広げ、見事な赤あかのグラデーションを作っている。かと思えば、別の一角では黄き色いろからオレンジへと順に植えられた品種が満まん開かいに咲き誇ほこり、その美しさを競きそっていた。

　いくつものブロックに区切られた華はなやかな群ぐん生せいを縫ぬって、細い小道が迷路のように続く。空では鳥が鳴き、ベンチには野の良ら猫ねこが眠り、点在する小さな噴ふん水すいからは潤じゆん沢たくに水が溢あふれていた。

「いかがです？　殺さつ伐ばつとした七しち星せい城じようの中で、この薔薇園だけは別世界のようでしょう？」

　案内するジュールは、誇らしげにそう説明をする。

「もともと、ここは現国王の曾そう祖そ父ふが寵ちよう姫きのために造らせた城です。女主人は大たい層そうな薔薇好きで、当時有名だった建築士にこの薔薇園を設計させたそうです。周囲は海ですから、初めは潮しお風かぜにやられてなかなか難しかったのですが、根気よく世話を続けてようやく見事な花を咲かせるまでになりました。今は専用の庭にわ師しが一名、住み込みで働いています」

「一人？　この広い薔薇園をたった一人で？」

「キリアン様がお気に召すだけあって、とても優ゆう秀しゆうなのです」

　レティシアがびっくりするのも無理はなく、もう十分は軽く歩いているというのに薔薇園にはまだ終わりが見えない。そんな広大な敷しき地ちを一人で世話しているとは、城主が城主なら使用人も人間離れした連中ばかりだと思った。

「……レディ、ご機嫌が斜ななめなようですね」

　小こ難むずかしい顔で黙々と歩き続けるレティシアへ、ジュールが窺うかがうように話しかける。

「僕と同じ服を着るのは、そんなに苦痛でしょうか」

「別に。きついコルセットを締しめて、胸の開いたドレスを着ろと言われるよりはマシだ。もともと、私は男性の服の方が動きやすくて好きだし。でも……」

「髪のことでしたら、申し訳ありません。ご主人様が、金きん髪ぱつを目にしたくないと仰おつしやいまして」

「そんなこと、大した問題じゃない。第一、この黒くろ髪かみは私が用意したカツラだ。返してもらってホッとしたよ。暗闇に金髪は目立つから」

　レティシアの言葉に、ジュールは（じゃあ、どうして）と目で問いかけてきた。答えるのも億おつ劫くうだったが、恐らく仏ぶつ頂ちよう面づらではキリアンのお気に召さないのだろう。

（お気に召すも何も……）

　キリアンが呼んでいると言われ、牢から出されたレティシアは、まず昨夜着用していた黒髪のカツラをつけさせられた。次いでジュールが着ているのと同じ男性用の侍従服に着替えさせられ、薔薇園まで連れて来られたのだ。

　青あお地じに赤の縁ふち取どりをしたロングジャケットに、リボンタイの白しろいシャツ。裾すそを絞しぼった膝ひざ丈たけのパンツは、ジャケットと揃そろいの生地でできている。ジュールにはよく似合うが、王家への忠誠を表す青い服をキリアンの前で着るのは大いに抵抗があった。

（いっそ、こいつを眠らせて鍵を奪おうかと思ったけれど、闇やみ雲くもに脱走してもあの王子からは逃げられない。落ち着いて策さくを練ねらなければ、犬死にするだけだ）

　それにしても悪趣味な男だ、と思う。わざわざレティシアに召めし使つかいの格かつ好こうをさせ、自じ慢まんの薔薇園で優ゆう雅がにお茶を楽しもうというのだから。

「着きましたよ、レディ。正面の東あずま屋やで、ご主人様がお待ちです。僕はここで待たい機きしていますので、ここからは貴女あなた一人で行ってください。あ、それと、くどいようですがくれぐれもご主人様に逆らわないように。レディのお仲間が、まだ牢にいることを忘れてはいけません」

「……わかってる」

　弟のような年齢の相手から偉えらそうに注意を受け、レティシアは憮ぶ然ぜんと答えた。ジュールは小こ生なま意い気きな表情で「よろしい」とでも言うように頷うなずくと、自分は手近なベンチへ行儀よく腰を下ろす。膝を揃え、背筋を伸ばして座る様は、まるで貴族の子息のようだった。

（仕方がない……行くか）

　東屋はドーム型の天てん井じようをした、こじんまりした建物だ。上品な茶ちや器きを並べたティーテーブルには薔薇が刺し繡しゆうされたテーブルクロスが風にはためき、ジャムやバター、ミルクの器の他、数種類の焼き菓子が皿に盛もられていた。

（風景だけなら、絵本の挿さし絵えのようだけれど……）

　何もかもが完かん璧ぺきに揃えられた空間で、一つだけ異い彩さいを放つもの。

　それは、テーブルに右みぎ肘ひじを突いて退たい屈くつそうに欠伸あくびをする、黒づくめの若者だけだった。

「──遅い」

　足音を聞き咎め、キリアンがこちらも見ずに文もん句くを言う。

「お陰かげで、茶がすっかり冷めてしまった」

「…………」

「ふん、よく似合うじゃないか。やはり、おまえは姫君などと呼ばれるより、召使の格好をしてこき使われる姿が相応しそうだ。がさつな育ちのじゃじゃ馬に過ぎないんだからな」

「私に用事があるなら、能のう書がきはいいからさっさと言え」

　キリアンがちらりと走らせた視線を不ふ快かいに受け止め、レティシアは負けじと言い返した。王子の茶番に付き合うほど、こちらは気持ちに余よ裕ゆうがない。

「能書き……ね。それが王族への口の利きき方か？」

　レティシアと視線を合わせ、彼は今更なことを言い出した。無視して黙っていようと思ったが、どうやら向こうは返事を待っているようだ。不毛な会話に内心辟へき易えきしながら、レティシアは仕方なく口を開いた。

「昨夜も言ったが、私は王族へ忠誠を誓っていない。私はこの国で孤こ児じとして育ったが、本当の生まれがどこなのか、親がどこの血を引いているのか、まったくわからないし」

「だから、何だ？」

「心の伴ともなわない、うわべだけの敬語や従属で満足するようなら、王家の誇りもだいぶ安っぽい物とみえる。そう言いたかっただけだ」

「…………」

「おまえは王子だ。高貴なる第一王位継けい承しよう者しや。それが事実なのはわかっている。でも、私の忠誠は尊そん敬けいする者に対してのみ。だから、おまえに従属を示すことはない」

　この格好だって、と苦い思いでレティシアは思う。レオンの命を盾たてに取られているのでなければ、死んだって召使の真ま似ね事ごとなどするものか。

「口の達者な女だ」

　しばらく黙った後、キリアンはポツリと呟つぶやいた。もっと毒々しい言葉を吐はかれるかと思っていただけに、レティシアは少し拍子抜けする。なんだか、言いたい放題な自分の方が子どもっぽかったかと決まりが悪くなり、ふと目についた焼き菓子に話題を変えることにした。

「そういえば、魔剣はどうした？　イヴァとかいう……」

「気になるか？　まぁ、おまえにとっては命の恩人だからな。安心しろ、イヴァはここで眠っている。焼き菓子禁止が効きいたのか、あれからすぐ閉じこもってしまった」

「ここで……って……」

　言われてざっと周囲を見渡すが、どこにも青年どころか剣さえ見つからない。すると、キリアンは思わせぶりに左手を上げ、レティシアの眼前で手の甲こうをひらひらと揺らした。

「イヴァとの契約を示す、召しよう喚かんと緊縛の指輪だ。人型で城内をうろついていない時は、ここで俺の命令を待っている」

「金と……銀ぎんの指輪……」

「おまえも、ここに閉じ込めてやろうか？」

　冗談とも本気ともつかないセリフに、一瞬ドキリとする。その顔が気に入ったのか、キリアンは機嫌のいい笑い声をたてた。そのまま彼は左手でティーポットを指し、「カップへ注げ」と命令する。冷めた、と文句を言っていたのではなかったか、と戸惑っていたら、おもむろに手のひらをかざし、短い呪文を早口で唱となえた。

「あ……」

　直後に注ぎ口から湯ゆ気げが立ち昇り、思わず感かん嘆たんの声が出る。どうりで、城から離れた場所でもお茶が楽しめるはずだ。レティシアが素す直なおに驚いたので、キリアンは悪いた戯ずらが成功した少年のように満まん更ざらでもない顔になった。

（なんだ、こんな表情もできるんだ。意外だな）

　こうして見ると、まるきり普通の王子様のようだ。いや、『普通』と表現するには美び貌ぼうすぎるが、少なくとも雷を操あやつる凶きよう悪あくさは影を潜ひそめている。

『これからも、あいつには刺客が送り続けられるんだろうな』

　不意に、昨夜のレオンの言葉を思い出した。

　生まれてすぐ容姿で母親に嫌われ、物心ついた頃には辺へん鄙ぴな小島の城へ追いやられた王子。それから今までの数年間、彼は何度命を狙ねらわれてきたのだろう。

（おまけに、王子を殺そうとしているのは……恐らくは身内の人間だ。彼に王位を継がせたくないと思う連中が、成人して城へ戻る前に亡なき者にしようと企たくらんでいる）

　その手先となって侵入してきたにも拘かかわらず、レティシアの胸は微かすかに痛んだ。標的に同情は禁物だと頭ではわかっていても、もしキリアンが金髪だったら──と考えずにはいられない。王族の証あかしである金髪を持ち、魔力など持って生まれなかったら、彼はこんなにも歪ゆがんだ性格にはならなかったのではないだろうか。

「……おい」

　うっかり物思いに耽ふけっていたら、苦々しい目つきで睨にらまれた。先刻とは打って変わった剣けん吞のんな瞳と、小バカにしたような微び笑しようがレティシアへ向けられる。

「おまえは、何か盛大な勘かん違ちがいをしているようだな」

「え？」

「ジュールから聞いた通りだ。思っていることが、すぐ顔に出る。少し勘の良い者なら、おまえの心などお見通しだろう。どれだけ腕を磨みがこうが、三流の暗殺者止まりがせいぜいだ」

「く……」

「生あい憎にくだが、俺の性格と髪の色は関係ない。付け加えるなら、俺は生まれた時からこういう人間だ。それで後悔したこともないし、不自由を感じたこともない」

「本気で言っているのか？」

「真顔で訊きき返すな。失礼な女だな」

　同情に似た気持ちを一瞬でも抱いたことを、キリアンは鋭く感じ取ったようだ。だが、どうやら負け惜おしみでも何でもなく、彼は本当に己おのれの境遇や性格に満足しているらしかった。

「茶は？　早くしろ。せっかく温めたのに台無しになる」

　長い脚をゆっくりと組み替え、右手で頰ほお杖づえを突いたキリアンが催さい促そくをする。レティシアは慌ててティーポットの取っ手を摑つかもうとし、熱湯で熱くなった部分に指先が触ふれた。

「熱ッ！」

　痛みに狼ろう狽ばいして右手を引っ込めると、「やれやれ」と空とぼけた声が聞こえてくる。火や傷けどをさせるのが目的だったのかと穿うがちたくなるほど、キリアンは飄ひよう々ひようとして動じなかった。レティシアはきつく彼を睨み返したが、そんな態度を取れば逆に相手を喜ばせるだけだ。案の定、キリアンはニヤリと笑うと、いきなりレティシアの右手を摑んで引き寄せた。

「何をするっ！」

「火傷の具合を診みてやる。おとなしくしろ」

「余計なお世話だ！」

　なんとか手を引きぬこうと必死でもがいたが、抵抗すればするほど強く握られてしまう。あまつさえ顔の前まで近づけられて、今にも嚙かみつかれるのではないかと不安がよぎった。彼ならば嫌がらせで、それくらいの真似はしそうな気がする。

「は、放せ……」

「うん。指が赤くはなっているが、火傷というほどひどくはないな」

「だったら、もういいだろうっ。早く放せってばっ」

「俺に命令するな、暗殺姫」

　またしても屈くつ辱じよく的てきな名前で呼ばれ、レティシアの頭に血が上った。元来、自分はそんなに短気な方ではないと思っていたが、それは相手によるようだ。キリアンが何か言うたびに、無む性しように腹立たしくなって仕方がなかった。

「そんなに暴あばれると……食うぞ？」

　キリアンが上うわ目め遣づかいにこちらを見つめ、見み惚とれるほど邪じや悪あくな微笑で囁ささやいた。心の恐おそれを見抜かれたようで、反はん射しや的てきにレティシアの顔が強こわ張ばる。

　摑まれた指先は、彼の唇のすぐ近くにあった。

　白く綺き麗れいな歯が覗のぞけ、桃もも色いろの舌が生き物のように現れる。

　あ、と声が漏れた。

　拒こばむ間もなくキリアンの舌が指先に絡からみつき、こそばゆい感かん触しよくが爪の周りを這はう。

「や……っ……」

　羞しゆう恥ちと混乱で、情けないほど声が震ふるえた。レティシアは瞬まばたきも忘れ、不ふ埒らちな行為に興きようじる王子を信じられない思いで見つめる。「食う」というよりは「味わう」と表現した方が近かったが、彼はレティシアの指を愛あい撫ぶしながら、その反応を心の底から楽しんでいた。

「い、いい加減に……っ」

　一方的に振り回され、怒いかりでどうにかなりそうだ。

　熱くなる頰に煽あおられて、レティシアは思い切りキリアンから右手を振り払った。今度は邪じや魔まされることもなく、すんなりと指は解放される。けれど、濡ぬれた指先にはまだ舌の感触が残り、呪いでもかけられたように震えが止まらなかった。

「おまえ……」

　憎にくしみを込めて睨んでも、キリアンは涼すずしげな様子でどこ吹く風だ。レティシアの気持ちは収まらず、怒りに任せてテーブルの上の茶器をいっきに手で薙なぎ払った。派手な音をたててカップやティーポットが転がり落ち、純じゆん白ぱくだったテーブルクロスに紅茶の染みが広がっていく。

「ふざけるなっ！　私を殺したければ、さっさとそうすればいいだろうっ」

「大声を出すな。薔薇たちが驚く」

「驚いているのはこっちだ！　おまえのような人間が第一王子だなんて、この国は呪われているとしか思えない！　暗殺の命が下るのも当然だっ！」

　本音を吐いたな、と言わんばかりに、キリアンの目が細められる。怒ど鳴なられても一向に堪こたえた風もなく、彼は興こう奮ふんするレティシアを品しな定さだめするように見つめ返してきた。

「今の発言は、不ふ敬けい罪ざいに問われても言い逃のがれできないぞ。この俺へ対する時は、もっと口の利き方を考えるんだな。おまえにとっては残念な事実だろうが、いずれこの国は俺が治める。たとえ何人刺客が来ようと関係ないと思え」

「何……」

「もっとも、おまえのような三流を寄よ越こすくらいだ。ずいぶん人材不足なんだろう」

「違う！　本当はレオンが……」

「レオン？　ああ、あの無礼な男か。そういえば、元はあいつの仕事だったようだな。今までの刺客はあっさり殺してきたが、せっかくの機会だ。あいつを拷ごう問もんにかけて、依い頼らい主ぬしの正体を吐かせることにしよう。よし、午後の仕事ができたぞ」

「キリアン！」

　彼が言うからには、戯たわむれや脅おどしではないだろう。レティシアは蒼そう白はくになり、それだけはやめてと訴うつたえようとした。レオンが拷問にかけられるなんて、想像もしたくない。

　だが、レティシアが庇かばえば庇うほど、キリアンをその気にさせてしまうようだ。取り乱す姿を小気味よさそうに眺め、彼は静かに椅い子すから立ち上がった。

「どうして、おまえたちが被害者のような顔をする？」

「え……」

「俺がおまえたちに何をした？　何の咎で殺あやめられねばならない？」

「そ、それは……」

　正面から問いかけられ、レティシアはたちまち言葉に詰まる。確かに、個人的な恨うらみなど何一つなかった。ただ仕事で命令され、それを実行しようとしただけだ。

「ほら見ろ」

　嘲るように、キリアンが目を細めた。

「暗殺に失敗した以上、どんな仕打ちを受けようと潔いさぎよく振る舞え。その覚悟もなしに、他人の命を奪おうなどと考えるな。反へ吐どが出る」

「…………」

　何一つ言い返せず、レティシアは拳こぶしをきつく握りしめる。まるで、レオンに説教をされている気分だった。そう、きっと彼ならばキリアンと同じことを言うだろう。

「あの～……ご主人様……」

　重苦しい空気を察さつ知ちしてか、おずおずとジュールが割り込んできた。気まずいところを見られ、レティシアは非常に居い心地ごこちが悪くなる。ジュールは床に転がった茶器へ痛いたましげな視線を送ったが、すぐに気を取り直して口を開いた。

「お取り込み中に大変失礼なのですが、クラリッサ様がお越しです」

「クラリッサだと？　何の用事だ？」

「それが、その……」

「満開になったら薔薇を好きなだけ摘つんでいいと、先日お伺いした時に貴方が仰ったからですわ、キリアン様」

　さらり、と衣きぬ擦ずれの音がした。

　甘く滑すべらかな響きの少女の声が、澄すみ渡った青空へ吸い込まれていく。

　恐きよう縮しゆくするジュールの後ろから現れたのは、レティシアと同年代の小柄な美少女だった。

「あらあら。そこの召使が、粗そ相そうでもしたのかしら」

　形の良い眉まゆをひそめ、少女は無残なティータイムの残ざん骸がいに目を留とめる。

　腰まで緩ゆるく波打って流れる、手入れの行き届いた柔やわらかそうな金髪。灰はい褐かつ色しよくの瞳は黒目が大きく、濃くて長い睫まつ毛げが人形のように綺麗に生え揃っている。

　頭の片側に結ばれた大きなリボンと、細かく編み込まれた髪の鎖くさり。夏仕様のドレスは薄いピンクで、蜉かげ蝣ろうの羽根のような繊せん細さいな布が何重にもなってスカートを膨ふくららませている。

　幼おささを残した顔立ちにも拘らず、白い胸元は豊かに盛り上がり、折れそうなほど細い手が肩に羽は織おったレースのショールからあどけなく伸びていた。
















「なぁに？　わたくしの顔、そんなに珍しい？」

　思わず見惚れていたレティシアに、ふと目線を移して彼女が尋たずねる。

「貴方、見慣れない顔ね。ひょっとして新しく雇やとわれたのかしら。まぁ、びっくりだわ」

「びっくり……？」

「そうよ。だって、ここで働きたがる人は少ないもの。ねぇ、ジュールちゃん？」

　ジュール「ちゃん」？

　無む邪じや気きな呼びかけにしかめ面で答えるジュールに、レティシアは目を疑った。大人びた口を利く小生意気な彼も、さすがにキリアンの客である少女には逆らえないらしい。

「あら」

　面めん食くらっているレティシアの顔に、クラリッサは何かを見つけたようだ。零れそうな瞳でまじまじと見つめられ、ますます落ち着かなくなった。

「ふふ、素す敵てき」

　嬉うれしそうに呟いた後、彼女は短く揃えたレティシアの黒髪をそっと撫なでながら言った。

「キリアン様、ずいぶん綺麗な子を雇いましたのね。どなたの紹介でしたの？」

「言っておくが、おかしな興味は持つなよ。そいつは、俺の専せん属ぞくだ」

「まぁ、それじゃジュールちゃんはお払い箱なんですの？　それなら、わたくしが貰って帰ろうかしら。ジュールちゃんも、小さくて可愛いし」

「ご主人様……」

　本気でやりかねない口ぶりに、ジュールが恨めしげな視線をキリアンへ送る。キリアンはいかにも面倒そうに息を吐くと、レティシアを連れて立ち去れと言うように目線を動かした。

「あ、ああ、それでは私たちはこれで。クラリッサ様、ご所しよ望もうの薔薇は庭師のレイモンドに後ほど用意させますので。ご主人様、代わりのお茶は……」

「いい。すぐに城へ戻る」

「そうね。ここは薔薇の香りがきつすぎますわ。わたくしの香水が消されてしまう」

　薔薇を貰い受けに来た割には、クラリッサは澄ましてそんなことを言う。これにはキリアンも多少呆あきれた様子で、ややウンザリ気味の声を出した。

「そんなに匂いが気になるなら、薔薇摘みはやめておくんだな。もともとおまえが喧やかましいから許可を出しただけで、〝好きなだけ摘んでいい〟とは言っていない」

「いいえ、仰ったわ。わたくし、ちゃんと聞きました」

「勝手にしろ、と言っただけだ」

　てんで相手にされず、クラリッサは「まぁぁ」と心外そうに眉をひそめる。ご機嫌斜めの矛ほこ先さきがこちらに向かわないうちにと、ジュールはそそくさと歩き出した。

「まったく、クラリッサ様には困ったものです」

　再び来た道を戻りながら、彼は愚痴とも取れるような呟きを漏らす。レティシアが「でも、お人形のように可愛い子だったじゃないか」と答えると、不意に歩く速度を緩めてこれみよがしな溜め息をついた。

「レディには関係ないかもしれませんが、一応説明しておきます。今のはクラリッサ・カルンスト・バルディ嬢。エミール国でも指折りの大貴族、バルディ家のお嬢様です」

「あの子がバルディ家の……」

「おや、ご存ぞん知じでしたか。まぁ、バルディ家は王家に次ぐ権力を持っていますからね。王妃様も、何を隠そうバルディ家のご出身です。クラリッサ様のお父上の従い姉と妹こにあたります」

　肩越しにこちらを振り返り、ジュールは困ったような笑みを見せる。どうやら、彼はクラリッサが苦手らしい。しかし、使用人という立場上、あからさまに出せないのが辛いようだ。

「悪いお方ではないのですが、なにぶん深窓の姫君でして。少々、独どく特とくの感性をお持ちです。おまけにご主人様のことを嫌っていらっしゃるものですから、何かにつけて対抗するようなことばかり仰っておいでです」

「ああ、それでおまえを欲しいとか」

「冗談じゃありませんよ。犬や猫じゃあるまいし」

　よっぽど憤ふん慨がいしたのか、ジュールが初めて感情的になる。彼はハッと我に返ると、慌てて取り繕つくろうように背中を向けてしまった。

「クラリッサ様は、ご主人様の許嫁いいなずけです」

「え……」

　ポツリと呟かれた一言に、レティシアは思わず反応する。まさか、あの歪んだ性しよう悪わる男おとこの元へ嫁とつごうなどと考える娘が存在するとは驚きだ。確かに容姿は抜きん出ているが、それを差し引いても余りある傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いは極ごく悪あくの一語に尽きる。

「レディ、まさかあの二人が好きあっている仲だと思っているのではないでしょうね？」

　改めてこちらへ視線を流し、鋭く表情を読んでジュールが言った。

「王族が、個人の感情で婚こん姻いんできるわけないじゃありませんか。これはクラリッサ様が生まれた時に、もう決められていたことなのです。あの方は未来の皇こう后ごう、ご主人様のお子様を産んだ暁あかつきには国こく母ぼとなられる運命です。そのように周囲から言い聞かされ、ご本人もそのつもりで成長されました。まぁ、まさか相手が魔力を持ち、黒の王子と陰かげ口ぐちを叩たたかれるようになるとは思わなかったでしょうが」

「でも……それはキリアンのせいじゃない」

「レディ……」

　反射的に言い返した言葉に、ジュールだけでなくレティシア自身も困こん惑わくする。けれど、耳の奥ではまだキリアンに問われた声が残ったままだった。

『俺がおまえたちに何をした？　何の咎で殺められねばならない？』

　とても悲しい言葉なのに、声音からはほとんど感情が省はぶかれていた。彼がこれまでにどれだけ同じ問いかけをくり返したか、想像すると居たたまれない気持ちになる。標的に感傷を覚えるなどあってはならない事態だったが、己の取った行動を鑑かんがみるだけでレティシアは迷路へ放り込まれたような心細さに襲おそわれた。

（きっと、私は暗殺者失格なんだ。こんな脆もろい考えを捨てきれないなんて）

　キリアンのことは、大嫌いだ。先刻、指を舐なめられた屈くつ辱じよくを思い出すと、怒りに全身が震えそうになる。レオンを連れて逃げる時、もしキリアンが立ちはだかるのなら、また刃やいばを交えることにもためらいなど感じはしない。殺やらなければ殺られる──そんな状況になれば、自分は何度だって彼を討うとうとするだろう。

（だけど……）

　またしても、レティシアの胸はきゅっと痛む。

　だからと言って、キリアンが死んでいいとは思えない。

「レディは、意外に……と言ったら失礼ですが、女性らしい心をお持ちなのですね」

「え？」

「いえ、口調も身のこなしもサバサバしているし、正直あまり女性らしいとは……。でも、話してみるとお心根は充分にまろやかに感じます」

　遠えん慮りよのない表現をしつつも、ジュールはそれなりに認めてくれたようだ。なんだか無性に気恥ずかしくなり、レティシアは頰が熱くなるのを感じた。生まれてこの方、「女性らしい」なんて他人から言われたことがない。いつも身軽な男性の服を着て短いカツラを被り、短剣の扱あつかいには自信があるが料理や裁さい縫ほうにはまったく疎うといのだ。

「赤くなっていらっしゃると、ますます可愛らしいですよ」

　ジュールはこまっしゃくれた口を利き、すぐに真顔に戻って口を開いた。

「話を戻しますが、そういうわけでクラリッサ様にとってご主人様は、大変不ふ本ほん意いなお相手なのです。しかも、いつ命を落とし、王位継承権が弟王子へ移らないとも限らない。そんな微妙な立場に加えて……まぁ、あの性格ですから。クラリッサ様に浴びせた毒どく舌ぜつや意地悪は、もう数えきれません。一応、大貴族の姫君なので多少の手加減はしていると仰ってますが」

「でも、ああしてちゃんとキリアンに会いに来ているじゃないか」

「意地なんですよ。クラリッサ様は、誇り高いですからね。ご主人様の態度が悪ければ悪いほど、避さけたり逃げたりするような真似はできないみたいです」

「へぇ……」

　少女の形をした砂糖菓子のようなクラリッサに、そんな根性があったとは意外だ。レティシアは素直に感心し、尊そん大だいな口調や無邪気な声音をゆっくりと思い返してみた。

「高たか飛び車しやなお嬢様かと思ったけど、いい子なんだね」

「は？　今の僕の話から、なんでまたそんな結論に？」

　本気で心外な顔をされ、たちまち返事に詰まる。本当に彼女が苦手なんだな、と苦笑し、ジュールの子どもっぽい一面に親近感を抱いた時だった。

「レディ！」

「え……」

　目の前で、ジュールが蒼白になって叫ぶ。

「レディ！　ああ、どうしよう。レディ！」

　取り乱して自分を呼び続けるジュールの姿が、みるみるうちに小さくなっていく。

　飛んでいるのだ、と気づいたレティシアは、腰に何者かの腕が回ってしっかり抱きかかえられている事実に激しく狼狽した。

（何……？　何が起きてるの……？）

　温ぬるい風が頰をなぶり、近くなった陽光の煌きらめきが目に眩しい。

　レティシアを攫さらった相手はやがて手頃な枝を見つけると、まるで鳥のようにふわりとその上に降り立った。重みで枝はたわみ、緑みどりの葉がいやいやをするように大きく揺れる。驚いた小鳥たちが飛び立つ羽音が聞こえ、青や黄の羽根が数枚、ひらひらとレティシアの前を舞った。

「少し窮きゆう屈くつですが、こちらで我慢してください──姫君」

「おまえは……」

　恭うやうやしくレティシアを枝へ座らせ、長い銀髪をなびかせた青年がにこりと笑う。

　それは、人型となった魔剣、イヴァだった。




「あの方、名前は何て言うんですの？」

「黒髪の召使のことか？」

「他に誰がいまして？　わたくし、遠回りな会話は嫌いです」

　つん、と横を向き、クラリッサは持っていたレースの扇おうぎでパタパタと顔を扇あおぐ。ドレスが汚れるのが嫌なので、彼女は決して屋おく外がいで座ろうとはしなかった。

「ふぅん。バルディ家の令嬢は、美形の召使をペットにとお考えか」

「そっ、そういう意味ではありませんっ。第一、彼は貴方の使用人ではありませんか」

「彼……？」

「そうよ。わたくしは、ただ純粋に彼はどんな名前なのかと……」

「は……ははは……っ」

　突然、身体を二つに折って笑い出したキリアンに、クラリッサは目を丸くする。ほくそ笑んだり嘲あざ笑わらったりはよくするが、こんなに気持ちよさそうに声をたてて笑う彼など初めて見たからだ。お陰で怒るタイミングを逃し、彼女は「何ですの……」と真っ赤になった。

「し、失礼じゃないこと？　人の話を聞いていきなり笑い出すなんて」

「いや……これは、とんだご無礼を。だが、クラリッサ。もしあいつに興味があるなら、城へ戻って本人から直接訊くといい。その方が楽しかろう、いろいろと」

「…………？」

「そろそろ昼食の時間だ。せっかくだし、あいつに給きゆう仕じをさせよう」

　キリアンは上機嫌でうそぶくと、さっさと東屋から外へ出る。そのままクラリッサを顧みずに歩き始めたので、彼女は「まぁ」と憤慨し、早足で後を追い始めた。




　どっしりとした幹から伸びる枝は悠々と逞しく、レティシアが乗ってもびくともしない。しかし、成人男子が一緒ではどうかと危ぶんでいたら、イヴァが自信満々な顔で言った。

「ご安心を。私は魔剣ゆえ、人型でもさほど重くはありません。もちろん、人間に擬ぎ態たいしているのですから体重の調節はそれらしくできますが。それより、姫君。高いところは大丈夫ですか？　キリアン様に見つかると厄やつ介かいなので、かなり天てつ辺ぺんに近いのですが」

「平気。最初はびっくりしたけど、風がとても気持ちいいよ」

　イヴァに抱かれて飛んでいる時、どうやら黒髪のカツラを落としたらしい。レティシアは解放された金髪を気持ちよく風に遊ばせ、うーんと大きく伸びをした。

「でも、ジュールが心配していると思うし早く帰らなくちゃ。午後には、キリアンがレオンを拷問にかけると言っていたんだ。それも止めなきゃいけないし、のんびりなんかしていられない。イヴァ、悪いけど私を地上へ下ろしてはもらえないか？」

「えええ～。せっかく二人きりなんですよ。チビとアニキは放っておきましょうよぉ」

「チビとアニキ……」

　今の言葉をジュールとレオンが聞いていたら、一体どんな顔をするだろう。

　あまりに乱暴で的確な表現に、レティシアはつい感心してしまった。相変わらず凄すごみのある美形だが、吞のん気きで甘ったれた口調に付き合っているとどんどん気が抜けていくようだ。

「それに、私だって大切な話があるんです。とっても重要なことなんです！」

「おまえはキリアンの指輪に縛られていると、そう聞いていたんだけど」

　レティシアが尋ねると、イヴァは僧そう侶りよのような長いローブの裾を摘つまみ、枝の上にやれやれと胡坐あぐらをかいた。普通の人間ならバランスを崩くずし、あっという間に地上へ落ちそうな格好だ。けれど彼は重力など無視した様子で、涼しげな顔で質問に答えた。

「ええ、あの忌いま々いましい契約の指輪ですね。見てください、これ」

　眉根を寄せて、右の足首を「ほら」と示す。女性と見み紛まがう細くて白い脚に、とてもよく似合う綺麗な足環が嵌はめられていた。そういえば昨夜彼が突如として人型に変わった時も、繊細な細工がキリアンの指輪と似ていると思ったのだ。

「契約の証の足あし環わです。私の力では決して外せません。キリアン様が死ぬか、契約を解除すると言わない限りは永遠にこのままなんです。めちゃめちゃ不幸です」

「だけど、契約と言うからにはおまえも対価を受け取ったんだろう？　それなら、文句を言えた義ぎ理りはないんじゃないか？」

「姫君は、どっちの味方なんです？」

　じとっと恨みがましく見つめられ、レティシアはほとほと弱り果てる。どうも、イヴァの見かけに騙だまされてはいけないようだ。外見は二十代でも中身はまるきり幼く、いっそジュールと身体を取り替えればちょうど良くなるかもしれないと思う。あちらはあちらで口を開けば小姑のように喧しく、子どもらしさの欠片かけらもないのだから。

「対価なんて受け取ってませんよ。そもそも、私はキリアン様に騙されたんです」

「騙された？　魔剣を騙すことなんてできるのか？」

「古今東西、人間が魔族を騙して悪事を働いたり、富を得たりする物語はたくさんあります。でも、キリアン様ほどあくどい人間にはお目にかかったことがありませんね。あの人は、呼び出した私へ言ったんです。自分は白の末まつ裔えいだって。ご丁てい寧ねいに髪や目の色まで変えて」

「白の末裔……？」

「私が本来仕えるべき、正せい統とうなる一族のことです。もともと、魔剣の私を生み出したのは白の魔導士ですから。当時の一族を統すべる王への貢みつぎ物ものだったんです」

　えっへん、と誇らしげにイヴァは言い、すぐに情けない顔で溜め息をついた。

「魔族は大おお雑ざつ把ぱに分けて、白と黒の二種類がいます。彼らは互いに相あい容いれない存在で、決して交わることのできない運命だと聞いています。遙はるか昔は一つだったそうですが、ある理由から分離し、以降は敵対する仲になりました。ですから、白の魔族の武器として生まれた私が、黒の王子であるキリアン様と契約など言ごん語ご道どう断だんなんです」

「でも、しちゃったんだろう？」

「そうなんですよ～……」

　レティシアのツッコみにしょぼしょぼと肩を落とし、またしても溜め息をつく。最強の魔剣だとキリアンは言っていたが、こうして見ると彼のどこにそんな力があるのか、甚はなはだだ疑問を抱かずにはいられなかった。

（まぁ、私を抱いて飛んだのはびっくりだったけれど）

　空が近いせいか、空気はより澄んで呼吸が心地好いい。天辺とイヴァは言ったが、大木から見下ろす地上は何もかもが玩具おもちやのようで、七つの塔を擁ようする無ぶ骨こつな七星城が可愛らしく見えるほどだ。広大に思われた薔薇園も、ここからは箱庭のようにしか見えない。

（……あれは……）

　今、その箱庭を二つの人影が移動していた。キリアンとクラリッサだ。キリアンは許嫁に配はい慮りよすることもなく先を行き、フリルのパラソルを差したクラリッサが早足で追っている。

「ああ、キリアン様のお嫁さんになる人ですね」

　さして興味なさそうに、イヴァは呟いた。彼女の方はおまえの存在を知っているのかと訊いたところ、人型の時に会ったことはあるが正体が魔剣だとは知らないだろうと答える。彼女に限らず、城内でも知っている者はジュールくらいらしい。

「キリアン様が『呪』を操ることは有名ですが、魔剣の使い手だと知る者は少ないです。さすがに、洒落しやれになりませんから。魔力を持って生まれたとは言え、あの方はあくまで人間。その力は黒の魔族に属ぞくしますが、魔剣と契約なんてありえないことなんです」

「でも、人は魔族と契約して望みを叶えると聞いているぞ？」

「魔族とは、ね。でも、私は違う。魔剣なのです。私と契約できるのも魔族だけ。人間が扱えるものではありません。普通は契約成立前に精神が壊こわれ、肉体は引き裂さかれ──とても生身には耐たえられない。たとえ白の末裔だと噓うそをついても、肉体まではごまかせません」

「……でも、あの男は生きている」

「ええ！　キリアン様は私を謀たばかって契約させたどころか、ぴんぴんしておいでです。信じられます？　仮に人間ではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの黒の魔族だったとしても、初めにどうして噓が見抜けなかったのか私は不思議でなりません！」

　なんだか、聞けば聞くほどキリアンという存在がわからなくなってくる。

　ごく普通の王と王妃の間に、突然現れた魔力を持つ子ども。その器は人間にすぎないが、彼の声と指は雷を呼び、魔剣を支配する力は紛れもなく魔族に匹ひつ敵てきする。いや、魔族をも凌しのぐ、と言い換えた方が近いだろう。イヴァが首を傾かしげるように、契約に際さいして噓がバレなかったのはその辺に秘密がありそうだ。

「話が長くなりましたが、私の正統なる主人はキリアン様ではなく、白の末裔の方々なのです」

「末裔というからには、白の魔族はあまり残っていないのか？」

「黒も同じです。人間の進歩により、魔族は等しく滅ほろびかけています」

「どうして……」

「えーと、また長くなっちゃうんですけど」

　矢や継つぎ早の質問に、イヴァは（まいったな）と嘆たん息そくする。しかし、ここを飛ばされては話の根本が理解できないのだ。レティシアも幼い頃、寝ね物もの語がたりに魔族やそれに付ふ随ずいする不思議な、あるいはおぞましい話を聞いてきた。だから、知識として魔族が存在することを知ってはいたが、でもそれだけだ。彼らは自分とは無関係の世界の住人であり、こんな風に木の上で話をする日が来るなんて想像もしていなかった。

「仕方ない。姫君は、何もご存知ないのですからね。まずは基本からお教えしましょう」

「うん」

「魔族は、今私たちがいる世界とは別の次元に生きる住人です。彼らの生命力の源は、人間との契約にありました。召喚した人間の欲望を満たしてやり、その対価によって寿じゆ命みようを得る。そういうバランスの元に、良いことも悪いこともしてきました」

「じゃあ、もしかして白と黒というのは……」

「ええ、一つだった種族が二つに分かれた理由は、仕事を分けるためです。人間が喜ぶ契約は白の魔族、人間を不幸にする契約は黒の魔族というように。でも、古来より人間の望みは他人の不幸。もし契約者本人が幸こう福ふくでも、その陰で誰かが犠ぎ牲せいになり泣くのが常です。それは、結果的に不幸の契約と同じです。ですから、契約のほとんどを黒の魔族が独占するようになり、白の魔族は徐じよ々じよに衰すい退たいしていきました」

「…………」

　二つになった魔族は、均きん衡こうが崩れたことにより諍いさかいが絶えなくなった。白の魔族は次々と住すみ処かを追われ、人間のいるこちらの世界へ逃げ込んだ者も多いと言う。

「けれど、人間は科学というものに目覚め始めました。生活がどんどん便利になるにつけ、多少のことでは魔力を必要としなくなった。魔族と契約して利益を得ても、周囲からは異い端たんの目で見られる風ふう潮ちようも出てきましたしね」

「それで、黒の魔族も……」

「まぁ、絶ぜつ滅めつ寸前の白の魔族よりはマシですけれども。自然の理で力の強い者が残っていますから、並の人間では契約もおぼつかないでしょう」

「じゃあ、彼らはどうやって生命を保っているんだ？」

　素そ朴ぼくな疑問なのに、イヴァは少々返事にためらいを見せた。どうした、と目で問うと、しばし考え込んだ挙あげ句くに大おお仰ぎような様子で腕を組む。

「実を言うと、現在の黒の魔族が何を生命力にしているか、私も詳しくは知らないんです」

「え、そうなのか？」

「はい。恐らく、一番力のある者が何らかの契約によって大きな対価を得て、それを他の者に分け与えているのではないかと思うのですが。でも、私はキリアン様の側から離れられませんし、情報が何も入ってこないので……。あ、ですが」

「ん？」

「キリアン様の出しゆつ生せいは、そこに関わっているのではないかと思います」

　ごく平然とイヴァは言い、レティシアが少なからず衝しよう撃げきを受けたのを見て意外そうな顔をした。彼にしてみれば、黒の魔族にも等しい力を持つ王子だけに、当然の推すい論ろんなのだろう。

「もしかして、第一王位継承者が黒の髪と瞳で生まれたのは……」

　その先を聞くことを、レティシアは一瞬戸惑った。

　これは、キリアンの秘密に触れることかもしれない。

　あの傲ごう慢まんな王子の出生が、黒の魔族を生き長らえさせるための対価だとしたら──そこで交わされた契約は、はたしてどれほどの内容なのか想像もつかない。

（私は、てっきり何かの呪いかと思っていた。でも、真実はもっと恐ろしいものなのじゃないだろうか。だって、このままでいけばキリアンはいずれ即位する。エミール国の王が、黒の魔族の生命力となるなんて……）

　魔族との共存を許す国──諸外国には、そう呼ばれるかもしれないのだ。

（もしや、暗殺の依頼もそれが理由なのか？　ああ、もう混乱してきた）

　考えても答えは出ず、全ては憶おく測そくの域を出ない。

　だが、確かなことが一つだけあった。キリアンを待つ未来が壮そう絶ぜつなものになるだろう、という予感だ。それは想像に難くなく、レティシアはぞっと芯しんが冷たくなる。おまけに、そんな非道な契約を行ったのが誰なのか、まったく見当もつかなかった。

「姫君と同じことを、私も考えていました」

　イヴァは畏かしこまった様子で、レティシアの思いを肯こう定ていする。

「私だけではないです。誰も表立って口にはしませんが、キリアン様が忌み子として誕生したのは契約の対価ではないかと思う者は宮廷内でも決して少なくないと思います。契約者の望みを叶える代わりに、生まれてくる王子を黒の魔族に捧ささげたと。だから、キリアン様は人間でありながら魔力を持ち、異い質しつな容姿で生まれてきた、とね。人間の考えることなんて、恐らくそんな感じでしょう」

「そんな……あんまりだ……」

「けれど、一つ疑問が残ります。そこまで大きな契約を魔族と交わせる人間など、それこそ存在しないのです。私を騙したキリアン様のような、強大な魔力が必要となります」

　要するに、と彼はわかりやすく言い換えた。

「もう一人、キリアン様のような人間がいれば契約は可能です」

「あんな男がもう一人だって？　それだけは御ご免めんだ。考えただけでゾッとする」

「まぁ、性格まで一緒でなくてもいいんですが。とにかく、今お話ししたことは全て仮定の上に成り立っていますから、どうかキリアン様の前では何も知らない振りをしてください。当たり前ですけど、あの方はご自分の話をされるのを何より嫌ってます」

「わかっている。では、魔族に匹敵する魔力を持った者……そいつが、キリアンを対価に契約をしたって言うんだな？　一体、そいつは契約によって何を望んだって言うんだろう」

「さぁ……キリアン様が生まれる前後に奇き跡せきと呼ばれるような何かが起きたなら、あるいはその関係者かもしれませんが。すでに隠いん匿とくされているでしょうし、今更暴あばくのは難しいんじゃないかなぁ。……それよりも姫君」

「な、何？」

　きりっとまなじりを上げ、イヴァは面白くなさそうに頰を膨らませる。

「なんなんですか、キリアン様の名前を出した途と端たん、凄すごく真面目になっちゃって。あの方に興味など持ってはいけません。ろくなことにはなりません。本当に、すごーくすごーく意地悪なんですから。焼き菓子、三日も禁止するなんて人でなしです！　ケチです！　最悪です！」

「別に興味なんかないけれど……」

「噓です！　だって、凄く真剣な目をしていたじゃないですか。いいですか、あの方は貴女を殺そうとしたんですよ？　いけません、気を許しては！」

「いや、それを言うならお互い様というか。私だって、彼を殺しに来たんだし」

　なんて会話だろう、と半ば呆れたが、イヴァの剣けん幕まくについ言い訳が出た。しかし、そんな言葉で納なつ得とくさせられるはずもなく、向こうは真しん意いを探るようにジロジロと険しい目つきで眺め回してくる。レティシアは面倒になり、いい加減ここから下ろしてもらおうと思った。

「あの、イヴァ。悪いけれど、私はそろそろ……」

「時に姫君。その耳たぶで光っている赤い耳みみ飾かざりは、どうされたんです？」

「え？」

　いきなり話が変わったので、何のことかと面食らう。確かにレティシアの耳には左右に丸くて小さな血ち赤あかの耳飾りがついているが、特に高価な宝石でもなし、改まって尋ねられたことなどほとんどなかった。

「これは……もう私の一部になってしまったものだよ」

　指先で滑なめらかな感触を確かめながら、レティシアは苦笑交じりに答えた。

「おまえ、これが欲しいの？　でも、残念だけどあげられないんだ。レオンが森で赤ん坊の私を見つけた時、すでに耳たぶで光っていたんだって。それから、どうしても外れない。そもそも、どうやってくっついているのかもわからないんだ」

「では、まったく覚えがないと？」

「そうだね。親を探す手がかりになるかも、なんて思ったこともあったけれど、耳から外れないんじゃ調べようもないし。おまえは命の恩人だから、私にあげられるものなら何とかしてやりたいけど……」

「いいえ、姫君。それは、決して手放したりしてはいけません」

　きっぱりと断言し、イヴァは僅わずかに身を乗り出してくる。目の前まで顔が近づき、レティシアはぎょっとしたが、彼の視線は瞬きもせずに耳飾りに留められたままだった。

「イヴァ……？」

「私が貴女を見つけられたのは、この耳飾りがあったからこそ。姫君のご両親が己の血を結けつ晶しよう化かして、貴女の守しゆ護ごにとされたお陰です。右がお母上、左がお父上。これは、間違いなく白の魔族の血。私がお仕えすべき、正統なる血筋の証です」

「な……にを言って……」

「──姫君」

　即そく座ざに否定しようとした唇に、イヴァの人差し指が「待った」をかける。

　彼の視線がゆっくりと移り、レティシアの見開いた瞳を真まっ直すぐに貫つらぬいた。

「貴女は、私の正統な主。本物の白の末裔です」
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　キリアンが城へ戻った時、ジュールはカンカンに怒っていた。

　主人の帰宅にも気づかず小さな肩を怒いからせ、檻おりに閉じ込められた野の良ら猫ねこのように同じ場所を行ったり来たりしている。何があったのかとキリアンはひどく興味をそそられたが、クラリッサは不ふ快かいだったようだ。出迎えもせずに、と露ろ骨こつに顔をしかめ、彼女はわざとパラソルを大だい理り石せきの床へ落とす。瞬しゆん時じにジュールは我に返り、哀あわれなほど蒼そう白はくになった。

「こ、これは申し訳ございませんっ。あの、あの、ご主人様」

「どうした？　気が済むまで、何度でもうろついて構わないぞ。おまえが慌あわてる姿など、そうそうは見られない。パラソル女など無視しろ。俺が許す」

「まあ！」

「と、とんでもありません！　ただいま、昼食のお支度を……っ」

　怒り心しん頭とうのクラリッサが無む茶ちやを言い出さないうちにと、ジュールは急いで踵きびすを返す。台所では二人の料理人が、食堂ではもう一人の召めし使つかいが、それぞれ準備を整えている時間だった。これに庭にわ師しのレイモンドという老人を加えた五名が七しち星せい城じようで働く全員だ。今まで何人もメイドや掃そう除じ夫ふ、洗濯女に警けい護ごの兵士などを雇やとい入れたが、いずれもキリアンの毒どく舌ぜつや暴ぼう君くんぶりに耐たえられず早々に逃げ出してしまっていた。仕方がないので掃除と洗濯はキリアンが召しよう喚かんする使い魔にやらせ、警護は不要ということに落ち着いている。

　それだけに、ジュールを筆頭に城へ残った者たちは滅めつ多たなことでは取り乱さなかった。キリアンの我わが儘ままや気まぐれにも慣れっこだし、城内を不気味な影がうろついても大声を出して逃げ惑まどったりもしない。ごく冷静に淡たん々たんと、異常事じ態たいに対たい処しよする術すべを身につけているのだ。

「珍しいこともあるものだ。おまえが、罠わなにかかった小動物みたいに怒りをむき出しにするとはな。相手は、一体どんな奴やつだ。まさか、あの暗あん殺さつ者しやか？」

「暗殺ですって？」

　去りかけたジュールを引き止め、うそぶくキリアンの言葉をクラリッサが聞き咎とがめる。七星城に刺し客かくなどすでに風ふう物ぶつ詩しのようなものだが、それでも物ぶつ騒そうには違いなかった。

「ジュールちゃん、今のはどういうこと？　キリアン様は、またお命を狙ねらわれたの？」

「え、あ、ええと……」

「今度のは面白かったぞ。とびきりマヌケな二人組だ」

「あの、キリアン様！」

　思い切ったように、ジュールが声を張り上げる。珍しく上じよう機き嫌げんだったキリアンは、笑みすら浮かべて「何だ？」と訊きき返した。

「言え。誰がおまえを怒らせた？」

「……イヴァです。あいつ、いきなりやってきてレディを攫さらっていったんです。本当に、あっという間でした。おまけに飛んで行ってしまって、追いかけることもできなくて」

「ちょっと待ってちょうだい。ジュールちゃん、今のお話は意味がわからないわ。レディってどなたのこと？　飛んで行ったって、まさか空を？」

「クラリッサ、おまえは少し黙ってろ」

「わたくしに向かって〝おまえ〟と言わないで！」

　ムッとして言い返すクラリッサは、自分が話を混こん線せんさせている自覚がないようだ。辟へき易えきしてジュールが黙り込むのを見て、キリアンは再び庭へ出て行こうとした。途中で目め障ざわりな床のパラソルを踏ふみつけると、背はい後ごでクラリッサが悲鳴を上げる。だが、そんなことに関わっている場合ではなかった。

（イヴァが、あの女を攫っただと？　まさか、逃がそうとしたんじゃあるまいな）

　いや、それは不可能だ、とすぐに打ち消す。レティシアには緊きん縛ばくの『呪じゆ』をかけたので、城の敷しき地ちから外へは決して出られないはずだ。もし無理に出ようとしても、空間が歪ゆがんで元の場所へ引き戻されてしまう。キリアンが『呪』を解とかない限り、彼女もレオンとかいう彼女の連れも永遠に七星城のある島からは出られないのだった。

（そのことは、イヴァならすぐ気づくはずだ。では、どこにいる？）

　外に出たキリアンは、歩きながら考えを巡めぐらせる。イヴァがレティシアに執しゆう心しんなのは感じていたが、まさか自分の目を盗ぬすんでまで接せつ触しよくするとは思わなかった。

（やはり、『姫君』というのが気になるな。人見知りで臆おく病びようなイヴァが、初対面のあの女を姫呼ばわりするほどだ。単なる戯たわむれではないだろう）

　いずれ問い質ただそうとは思っていたが、急いだ方がいいかもしれない。自分を騙だまして契約させたキリアンをイヴァは恨うらんでいるし、機会さえあれば裏切らないとも限らなかった。無む論ろん、主あるじに逆らうことは死や消しよう滅めつを意味するが、何しろ相手は数百年という歳月を生きてきた魔ま剣けんだ。キリアンの知らない逃げ道を、知っている可能性だってある。

　──と。

　不ふ意いに頭上が暗くなり、キリアンは機き敏びんに後ろへ飛び退すさった。

「さぁ、着きましたよ。姫君」

　目の前に、レティシアを抱いたイヴァが静かに降りてくる。透すける銀髪やローブのあちこちに葉っぱをつけ、どこへ隠れていたかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。彼の首に両腕を回し、文字通り姫のように抱きかかえられたレティシアは、思わぬ出迎えに驚おどろいた顔をしている。

「おまえたち……」

　その瞬間、自分でも戸と惑まどうほどの怒りがキリアンを吞のみ込んだ。主と言えど、魔剣を斬きれるわけなどない。それにも拘かかわらず、反射的に腰の長剣に右手が伸びる。だが、気づいたレティシアがイヴァの腕からするりと逃のがれ、柄つかにかけたキリアンの手を自分の手で押さえつけた。

「何の真ま似ねだ、暗殺者」

「きちんと名前を呼べ。私の名前はレティシアだ」

「俺は、何の真似かと訊いている！」

　鋭く声を荒あらげても、レティシアはこちらを睨にらみつけたまま一歩も引く態度を見せない。最悪のタイミングで帰ってきてしまったイヴァは、ただオロオロとするばかりだった。

「あの、あの、お二人ともやめてください。キリアン様、どうか姫君を斬らないで」

「言っておくが、こいつは姫なんかではない。出しゆつ自じのわからぬ人殺しだ。イヴァ、おまえの罰ばつはひとまず後にする。先に、この女をここで斬る」

「やめてくださいってばっ！」

　悲鳴に近い声を上げ、イヴァは駄だ々だっ子のように地じ団だん太だを踏む。しかし、キリアンが聞く耳を持つわけがなく、彼はうるさそうにレティシアの手を振り払った。よろめいた弾みに金きん髪ぱつがなびき、まるでスローモーションのようにキリアンの視界を覆おおっていく。

「……く……」

　一瞬、キリアンは虚きよを衝つかれて動きを止めた。光を編み込んだように輝きながら、豊かな髪の毛がきらきらと風に乗る。レティシアは敏びん捷しように体勢を立て直し、キリアンの剣を避さけるべく身構えたが、突然、絹を切り裂さく悲鳴が邪魔をした。

「きゃああああっ！」

「ちっ」

　キリアンは舌打ちをし、無視して剣を再び動かそうとする──が、それよりも早く「二人とも、お待ちなさいっ」とクラリッサが駆け寄ってきた。

「お二人とも、何をしているのですっ。剣をお収めになって！」

「邪じや魔まをするな、クラリッサ」

「いいえ、いたしますわ。それに、そこの貴女あなた！」

　キッときつい目つきでレティシアを見据え、彼女は芝居のように声を張り上げる。

「貴女ですの、キリアン様の命を狙っているのは！」

「え……あ、まぁ……」

「まぁ、女性の身で何と恐ろしいことを。わたくし、開いた口が塞ふさがりませんわ。しかも、まだ十代の少女じゃありませんか。そうだわ、暗殺者はおマヌケ二人組だと聞きました。もう一人のお仲間は、どちらにいらっしゃるの？」

「おマヌケ二人組……」

　憮ぶ然ぜんとレティシアが呟つぶやき、「おまえが吹き込んだのか」と咎めるようにキリアンを睨んだ。だが、すっかり白しらけてしまったキリアンは何も答えない。そんな冷めた様子の二人をよそに、クラリッサは大して年の違わないレティシアへ完全に上から目線で説教を始めようとした。

「いいこと、よくお聞きなさい。この方は畏おそれ多くもエルランド王家の第一王子、そうは見えなかったとしても次期国王となられるお人なの。それを、貴女はわかっておいでかしら？」

「…………」

「確かに、殺したくなる気持ちは理解できます。キリアン様は何て言うか、とても人を怒らせるのがお上手だから。思いやりの欠片かけらもないし、貴き婦ふ人じんに対しても口が悪いし、少しでも気に入らないことがあると、すぐ魔力で解決なさろうとする。良いところは……そうね……」

「おい、クラリッサ」

「あ、そうそう。とても綺き麗れいなお顔をしているわ。ええと、それから背も高いし……あら？」

　キリアンの制止も聞かずまくしたてていた唇が、突然ピタリと動かなくなる。そのままクラリッサは息が触ふれるほどレティシアに顔を近づけると、たっぷり一分ほど見つめ続けた。

「もしかして、貴女……さっき薔ば薇ら園えんにいた……」

「え、ええ。あの」

「でも、髪の色が違うわ。もっと短かったし、黒くて凜り々りしくて……」

「…………」

「凜々……し……くて……」

「…………」

「きゃああああっ！」

　再び、驚きよう愕がくの声が彼女の口から発せられる。

　けれど、先せん刻こくの勇いさましさはどこへやら、今度の叫びはまったく覇は気きを失っていた。
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「私を男だと思っていた？　あの令れい嬢じようが？」

　そそくさとクラリッサが帰った後、啞あ然ぜんとするレティシアにキリアンがニヤニヤと仔し細さいを教えてきた。曰いわく、男の従じゆ者しやの格かつ好こうをしていたため、彼女はすっかりレティシアを男性だと思っていたらしい。確かに身のこなしや佇たたずまいは普通の娘と違って機敏だし、女性らしさは皆かい無むだと自覚はしていたが、さすがにショックは隠しきれなかった。

「それだけではない。おまえに、好こう意いを抱いていたようだぞ。名前を尋たずねられたからな。使用人など人間と見なさないような女だし、よほど惹ひかれるものがあったんだろう」

「だったら、その時に説明してやれば良かったじゃないか」

「何な故ぜ、俺が？　こんな茶番はなかなか見られない。久々に愉ゆ快かいだった」

　錫すずのワイングラスを傾かたむけ、満足げに飲み干したキリアンがにんまり笑う。昼食の給きゆう仕じをしろと命じられ、渋々と食堂へついていったレティシアだったが、クラリッサの驚きぶりを思い出すと何だか複雑な気持ちに襲おそわれた。

（彼女には悪いことしたけど、こっちとしては感謝だな。お陰かげで、怒っていたキリアンも毒どく気けを抜かれた様子で剣を収めてくれたし）

　イヴァはお仕置きに指輪へ閉じ込められてしまったが、レティシアを斬る方はひとまず思い留とどまったようだ。ここで死んでは牢ろうにいるレオンを助けることができないので、レティシアは心の底から安あん堵どした。後は「拷ごう問もんして依い頼らい主ぬしを吐はかせる」という発言が気にかかるが、彼は本当に実行するつもりなんだろうか。

　イヴァから告げられた魔族の話、己おのれの出自に関する信じ難がたい言葉。

　どれもが俄にわかには受け入れられなくて、まだ考える段階にも至いたっていなかった。それよりも今はまず、レオンと生きて七星城を出るのが先だ。

「おまえ、このまま牢へは戻らずしばらく召使として働け」

　食事を終えたキリアンが、有う無むを言わさぬ口調で命令した。

「またクラリッサが来た時に、どんな顔をするのか見物だ。服は、もちろんそのままでいろ」

「そのまま……って、この男の服装で？」

「ああ。長いスカートとエプロンで動き回るのは、野生のじゃじゃ馬には苦痛だろう？」

「大きなお世話だ。第一、私はおまえの従者じゃない」

　図ず星ぼしではあったが、さすがに進んで認めるのは悔くやしい。負けずに言い返すと、キリアンはちらりとレティシアの金髪へ苦い視線を走らせた。

「俺の目の前で、その髪をちらつかせるのは不愉快だ。だが、イヴァの説明によると黒髪のカツラを失くしたのは奴のせいらしいな。特別に我が慢まんしてやるから、有難く思え」

「おまえに、許可してもらう義ぎ理りなんかあるものか。それに、イヴァは悪いことなんか何もしていない。あの子は、私と話がしたかっただけだよ」

「話？」

　不快を表すように、キリアンの眉まゆがピクリと動く。何を話したんだと詰きつ問もんされるかと、レティシアは迂う闊かつな発言を心の中で悔いた。しかし、彼は聞かずとも察さつしているのか、それ以上は追求してこなかった。

「……何だ？　俺の顔が、そんなに好きか？」

「なっ……」

　無意識に見つめ返していたレティシアへ、意地悪くキリアンが笑んだ。

「あるいは、何かイヴァに吹き込まれたか？　いずれにせよ、おまえには関係ないことだ。余計な詮せん索さくは寿じゆ命みようを縮める。そのことを忘れるなよ」

「わ、私はおまえなどに興味はない。詮索する気なんか、最初からない！」

「怒ど鳴ならなくても聞こえる」

「おまえが怒らせているんだろうっ」

「そうか？　だが、それなら諦あきらめろ。クラリッサも言っていただろう。俺は、人を怒らせるのが上う手まいんだ。趣しゆ味みでもある。人は怒りにかられると、隠していた地が出るからな」

　彼は椅い子すから立ち上がり、傍かたわらに控ひかえていたジュールへナプキンを放り投げる。開き直る気か、とレティシアが憤ふん然ぜんとしていたら、不意に顎あごを指で摑つかまれ、無理やり上向かされた。

「な……ッ……」
















「言っておくが、逆はないぞ？　俺を絶対に不愉快にさせるな。おまえの態度次第で、牢にいる相棒が痛い目に遭あうかもしれない。そのことを肝きもに銘めいじて、俺のために働くがいい」

「誰が……おまえのためなんかに……」

　底のない闇やみ色いろの瞳ひとみが、魅み入いるようにレティシアを覗のぞき込む。引きずられてなるものか、と懸けん命めいに抵てい抗こうしながら、強こわ張ばる唇を必死で動かした。

「私は、レオンのためにしか何もしない……それは、死んでも変わらない」

「…………」

「働けと言うのなら、おまえの気が済むまで働いてやる。でも、それは……キリアン、おまえなんかのためじゃない。レオンを助けたいから……それだけが理由だ……」

　ふん、とキリアンが片かた頰ほおを歪める。皮ひ肉にくめいた表情は、あからさまな嘲あざけりと微かすかな狼ろう狽ばいを滲にじませていた。だが、レティシアには不思議と彼の心の裏側が読める気がする。きっと、キリアンには理解し難い感情なのだろう。

「……大層な口を利きく」

　息も触れんばかりに顔を近づけ、キリアンはうそぶいた。

「だが、暗殺姫。おまえの言葉には噓うそがない。それは認めてやる。あの男を庇かばって、自分が斬られようとしたくらいだからな。その意気に免めんじて、無礼な言動は大目に見てやろう」

「だったら、早く指を離せ。話は終わりだ」

「おまえは、何度言ってもわからないようだな」

「え……？」

　キリアンの指に力が加わり、痛みに思わず唇を開く。

　ほとんど口づけられる寸前で、彼は傲ごう慢まんに言い放った。

「この俺に、命令をするな」

　言うが早いか、ドンと強く突き飛ばされる。息を詰めていたレティシアは胸を撫なで下ろし、かろうじて汚けがされるのを免まぬがれた唇をゴシゴシと手の甲こうで拭ぬぐった。

「失礼な奴だな。人を病原菌のように」

「し、失礼なのはどっちだっ」

「女扱あつかいしてやったんだ。感謝しろ」

　もう用は済んだとばかりに横を向き、キリアンは食堂から出て行く。

　誰がそんなことを頼んだと文もん句くを言いたかったが、すでに彼の姿は消えていた。
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　レティシアが、まだ戻らない。

　ジュールの運んできた昼食をたいらげたレオンは、牢の中央に胡坐あぐらを組み、湿しめっぽい天てん井じようを見上げたまま考え込んだ。もし、彼女がこのまま戻らなかったら、可能性は次のうちのどれが高いだろう。一、キリアンに殺された。二、首しゆ尾びよく城から脱だつ走そうした。三、別の場所に監かん禁きんされている。四、キリアンの暇ひまつぶしに付き合わされている。

「まぁ、妥だ当とうなのは三か四だろうな」

　一か二ならば、ジュールが何か言ってくるはずだ。しかし、先ほど兎うさぎのシチューと塩しお漬づけキャベツのサラダを持ってきた時、彼は少々疲れた様子で言ったのだ。

『レディとご主人様は、つくづく相性が悪いようですね』

　あれは、何を意味しているのだろう。答えは簡単だ。キリアンは、彼女を気に入っている。そうでなければ、「相性が悪い」と傍はたから呆あきれられるほどレティシアに構うわけがない。本当に嫌っていたら、彼の性格上さっさと殺しているに違いないのだから。

「だが、そうなると問題はレティシアの方か……」

　彼女の育ての親としては、別の観点から心配が募つのる。男勝りの性格で十六になっても色気のない小娘だが、あと三年もたてばレティシアは絶世の美女に成長する、とレオンは見込んでいた。身びいきではなく、客観的事実としてそう思うのだ。輝く金髪も深海の瞳も、年月を重ねて熟じゆくしていけば男を虜とりこにする強い武器になるに違いない。

　その片へん鱗りんに、キリアンが気づくのは時間の問題だ。

　こんな辺へん鄙ぴな城に閉じこもってはいるが、黒の王子の悪あく評ひようとは裏うら腹はらに、彼が女性を魅み了りようする種類の男なのをレオンは知っていた。そう、悪というものはいつの時代でも人の心に巧たくみに食い込んでくる。世の女性は──下町の子守り女から貴族のお姫様まで──例外なく悪い男が大好きだ。そういう心理を逆さか手てに取り、女性を弄もてあそぶのは簡単だろう。

　そんな奴に翻ほん弄ろうされ、世間知らずのレティシアがうっかり恋に落ちないとも限らなかった。暗殺の標的と刺客でありながら、まったく不ふ道どう徳とくの極みではないか。

「まずいまずい。そんなの、俺は絶対に許さないぞ」

　二手も三手も未来を読んで、レオンは「けしからん」と一人で息巻いた。考え過ぎであってくれとは願うが、自分は牢にいて身動きが取れず、状況を確認することもできない。

「やっぱり、早いとこ脱出した方がいいか」

　腕うで利ききと呼ばれ、仕事を仕し損そんじたことのない暗殺者としては、しばらく城へ留まって機会を窺うかがうのもありかと思っていたが、そんな悠ゆう長ちようなことも言っていられなさそうだ。まさかレティシアの貞てい操そうを案じることになるとは予想外だったが、真実はどうあれ、キリアンと彼女を関わらせるのは絶対に良くない。

「問題は、レティシアを盾たてに取られねぇようにするってことか……」

　多分、同じようにレオンを盾にされ、レティシアは苦く汁じゆうを舐なめさせられているはずだ。今までずっと二人で生きてきて、互いだけを家族と思い定めてきた自分たちにとって、相手の存在は唯ゆい一いつ絶対の弱点だった。

「さて……どうするかな」

　牢の錠じよう前まえを壊こわすのは造ぞう作さもない。しかし、緊縛の『呪』が何なのかわからない以上、迂闊な行動は死へ直結した。それに、脱走したことがすぐにバレたら、レティシアが窮きゆう地ちに追い込まれて元も子もなくなる。

　レオンは深ふか々ぶかと息をつき、床の小さなメモを見下ろした。昼食の小麦パンに忍しのばされた、暗殺組織からのメッセージだ。ジュールは何も気づかず運んできたが、彼が言っていた「追加の食しよく糧りよう」を持ってきた商人には万一に備えて仕事の準備段階で鼻薬を嗅かがせてあった。

「けど……なぁ……」

　上からの沙さ汰たは、「次の連絡までおとなしく待て」だ。

　しかし、レオンは早々と命令を無視することに決めた。組織にはレティシアと二人、子どもの頃から面倒をみてもらい、食わせてもらった恩おんはあるが、もう充分に恩義に見合った仕事は請うけ負おってきた。ここら辺で自分たちの命を優先したところで、罰は当たらないだろう。仮にキリアンを再び狙うにしても、今の状況では分ぶが悪すぎる。

　問題は、いつ行動に出るか。

　レオンはメモを小さく丸めると、ひょいと口へ放り込んで吞み込んだ。
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　牢の代わりにあてがわれた使用人部屋で、レティシアは煤すすけた鏡を覗き込んでいた。

『私が貴女を見つけられたのは、この耳みみ飾かざりがあったからこそ。姫君のご両親が己の血を結けつ晶しよう化かして、貴女の守しゆ護ごにとされたお陰です。右がお母上、左がお父上。これは、間違いなく白しろの魔族の血。私がお仕つかえすべき、正せい統とうなる血ち筋すじの証あかしです』

　イヴァの声が蘇よみがえり、おそるおそる耳飾りへ触れてみる。けれど、やっぱり特に変わったところのない、ありふれた物にしか思えなかった。キリアンの契約の指輪のように美しい細さい工くもなければ、神こう々ごうしく光ったりもしない。露ろ店てんで二に束そく三さん文もんで売られている、どこにでもあるただの耳飾りだ。大きさも小指の爪の半分ほどで、普段は髪に隠れて目立つこともない。

「両親の血……これが……？」

　信じていいんだろうか、と疑いが湧わいた。

　イヴァが噓をつくとは思えないが、何か勘かん違ちがいをしている場合もある。第一、本当に自分を守護しているなら、昨夜何度もキリアンに殺されかけたりはしないはずだ。

　姫君、と連呼され、初めは面めん食くらったがすぐに慣れた。自分が本当の姫であるわけがないので、あっさり無視することができたからだ。けれど、あんな話を聞かされた後ではそうもいかない。今度イヴァから「姫君」などと呼ばれたら、恥ずかしくて死んでしまいそうだ。

「それを見たキリアンが、きっとまた嫌なことを言ってくるだろうし」

　でも、とレティシアは夢む想そうした。

　もしも自分が本当に白の末まつ裔えいだったら、キリアンはどんな顔をするだろう。お得意のふてぶてしさは鳴りを潜ひそめ、多少は態度も変わるだろうか。

「そんなことはないか。大貴族の令嬢にだって、あんな調子だもの」

　クラリッサへの雑ざつな言動は、とても許嫁いいなずけに対するものとは思えなかった。彼女は意地で通ってきているとジュールは言ったが、それが事実なら大したお嬢様だと感心する。

「あんなに綺麗な子なのに……少しも心が動かないんだろうか」

　無意識に呟つぶやいてから、ハッとして決まりが悪くなった。別にキリアンが彼女のことをどう思おうが、自分には関係のない話だ。クラリッサには気の毒だが、黒の王子に対抗するだけの気位の高さがあるのなら、案外上手くやっていけるかもしれない。

　とにかく、今は自分のことなど後回しだ。隙すきを見てレオンを救い出し、必要ならばキリアンと決着をつけねばならない。まともに戦って勝てる相手ではないが、レオンと二人で策さくを練ねればどこかに突とつ破ぱ口こうを見つけるのも可能だ。

「あの男、午後にはレオンを拷問するとうそぶいていた。急がなければ」

　長い髪を後ろで一つにまとめ、レティシアは部屋を出ようとする。レオンから贈られた対ついの短剣の一つはキリアンの雷いかずちに打たれ、残りの一つも取り上げられてしまった。何か代わりの武器も調達しなくてはならないし、やることはたくさんある。

　だが、廊ろう下かへ出たレティシアは早速壁かべにぶつかった。

　ジュールが例の澄すました顔で、待ち兼かねたように立っていたのだ。

「レディに、召使としての仕事の内容を教えるように、とご主人様から言われました。夕食の時間まで間まがありますから、今のうちに済ませてしまいましょう」

「あ、いや、私はちょっと……」

　なんとかごまかして時間を作ろうとしたが、すっかり見抜かれているようだ。ジュールは大人びた仕し草ぐさで苦笑すると、「地下牢への出入りは禁止ですよ？」と釘くぎを刺さしてきた。

「僕だって、できれば近寄りたくないです。暗くてじめじめしてて、化け物が出てもおかしくない場所ですからね。でも、貴女に食事係を頼んだら仲間を逃がしてしまうでしょう？」

「どうやって？　牢を開ける鍵かぎもないのに」

「あんなの、慣れた人なら簡単に壊せます。本当はご主人様の『呪』がかかっている以上、わざわざ牢へ閉じ込めておかなくてもいいんですけど、そこは……」

「そこは？」

「……ご主人様の趣味……というか」

　さすがに言い難そうにジュールは言い、レティシアは呆れて二にの句くが継つげなくなる。だが、これでますますレオンが心配になった。こうしている間にも、拷問道具を持ったキリアンがうきうきと地下牢へ向かっているかもしれない。

「大丈夫ですって。そんな顔されなくても」

　くるんと鳶とび色いろの瞳を輝かせ、ジュールが小こ生なま意い気きな口を利いた。

「ご主人様は、拷問と聞いたレディが真っ青になるのを見て〝愉快だった〟と仰おつしやいました。ですから、お仲間に拷問はしないと思いますよ。その証しよう拠こに、今は寝しん室しつで午ご睡すいされておいでです。イヴァを指輪に閉じ込めるのに、だいぶ魔力をお使いになったようなので」

「な……」

「じゃあ、行きましょうか。ついでに、城の中もご案内いたします」

「いいのか？　私はおまえの主を殺しに来たんだぞ？」

「構いませんよ。どうせ、レディには何もできません」

　それは、どうあってもキリアンには敵かなわないと言うことだろうか。レティシアがあからさまにムッとすると、ジュールは悪びれずに先を続けた。

「現在は、使っていない棟も多いです。何しろ人が少ないですからね。かつては使用人だけで五十名はいたこの城に、今はご主人様を含めて六名しかいません。おマヌケ二人組とイヴァを入れても九人です」

「いい加減、そのふざけた呼び名はやめてもらえないか？」

　ウンザリして抗こう議ぎすると、彼は珍しく子どもっぽい表情になり、くすくすと笑いながら「失礼しました」と詫わびてくる。どうやら、ツボに入ったらしい。

「七星城は、ご存ぞん知じのように七つの塔を擁ようしています。建物は東翼から北翼へ伸びており、塔は鐘しよう楼ろうを含めて大小様々なものがあります。鐘楼以外は装そう飾しよくですので、塔の中は螺ら旋せん階段が屋上まで続いているだけです。作られて百年近くがたちますが、ほとんど人が足を踏み入れたことはありません。ご主人様を狙った刺客が空から降りたち、侵しん入にゆうしたことがありましたが、果てしない階段に疲ひ労ろうして途中で転げ落ち、首の骨を折って即そく死ししました」

　まるで観光案内でもするかのように、ジュールは滑なめらかに語り出す。

「城は三階になっており、居住はほぼ東翼の二階に集中しています。ご主人様の寝室、サロン、書しよ斎さい、貴き賓ひん室しつ、来客用の大食堂、浴室などです。レディが暴あばれた晩ばん餐さん会かい用の大おお広ひろ間まと使用人部屋、食堂や台所などは一階。三階部分は使われておりません。以前は国王や貴賓が訪れた際に過ごす間だったそうですが、今は王族の方が訪ねて見えることはありませんので」

「キリアンの家族は、誰も彼に会いに来ないのか？　親族も友人も？」

「怖おそれながら、どなたも。来られるのはクラリッサ様くらいですね。それも、ご主人様が嫌がるのでお供ともの人間は全て吊つり橋で待たせるというお心の遣つかいようです」

「ああ……成なる程ほど……」

　大貴族の令嬢にしては、侍じ女じよもつけずに変だとは思ったのだ。しかし、彼女ほどの姫君ともなれば一人で行動するなど勇気のいることだろう。そんな無茶な条件を吞んでまで会いにくるなんて、口で言うほどはキリアンを嫌っていないのかもしれない。

「一方の北翼は、僕たち使用人もご主人様のお呼びがかからない時はあまり行きません」

　右手に広がる中庭は瑞みず々みずしい芝しばの緑みどりと、遠目に薔薇園が見えていた。その向こうは、紺こん碧ぺきの水平線だ。夜には気づかなかったが、回かい廊ろうから広がる景色はなかなかに美しい。北翼へ向かう途中でレティシアが見み惚とれていると、気を利かせたのかジュールはゆっくり歩いてくれた。

「さてと。この先は北翼になります。ご主人様が、イヴァと契約をされたのもあちらです。そのせいかイヴァは人型の時にちょこちょこ行っているようですが、僕たち人間はあまり近づきたい空間ではないですね」

「じゃあ、魔術的な何かが行われている場所なのか？」

「恐らくは。出入りは禁止されていませんが、〝何があっても自己責任で〟というご主人様のお言葉が皆を足止めしています。ご主人様は週に何度かは北翼へ渡られますので、僕もお茶をお運びしたりはしますけど……」

　それなら、とレティシアは胸の中で呟いた。白と黒の魔族について、北翼へ行けば何か手がかりがあるのでは、と思ったのだ。もしも本当に自分が白の魔族の末裔だとしても、生まれてこの方、魔力など使えた試しがない。もっとも「使おう」なんて考えたこともなかったのだから当然だが、いずれにせよ調べれば明らかになる事実があるかもしれない。

（いや……バカバカしい。そもそも私が白の末裔であるはずがない。あんな突とつ拍ぴよう子しもない話、乗せられてたまるものか。イヴァは良い子だけど、きっと誤ご解かいをしているんだ）

　今更出自を知ってどうする、とレティシアは自じ嘲ちようした。大切なのは生まれではなく、この先をどう生きていくかだとレオンもよく言っている。

（そうだ。私はレオンと一緒にいられたらいい。それで、先々は私が彼に恩返しをするんだ。いつかは暗殺なんて仕事も辞やめて、二人で平へい凡ぼんに暮らしていけたら……）

　あれこれ夢想に耽ふけっていたら、いつの間にか踵を返したジュールがこちらを見つめていた。彼は場所を示しただけで、どうも北翼の中へは案内する気がないらしい。小さな身体からだで偉えらそうに腰に両手を当てると、「では、次は二階へ行きますよ。そろそろ、ご主人様も起きられる時間ですからね」と張り切った声を出した。
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　エミール国の首都ガディエラは、小国ながら資し源げんの豊かな国土を象しよう徴ちようする華はなやかな都市だ。諸外国からの留学生も多く、隣りん国ごくの中でも文化の成せい熟じゆく度どが早いため、たくさんの芸術家や文化人が社交界や貴族のサロンを賑にぎわせている。

　国を統すべるのは建国以来、高貴な血筋を守り続けているエルランド家。王家を支える四強と呼ばれる大貴族のうち、とりわけ力を持っているのはバルディ一族だった。特に、現当主でありクラリッサの父であるグレウス公こう爵しやくはやり手と評判で、鉱こう山ざんから採さい掘くつされる様々な鉱こう石せきを貿ぼう易えきに生かし、バルディ家のみならず国全体を潤うるおわせている。

　そして──今。

　レティシアがジュールと七星城を歩き回っている頃、グレウスは宮きゆう廷ていへ赴おもむいていた。

「これはこれは、ユーシス王子。このたびは、十七歳のお誕生日おめでとうございます」

「気が早いな、グレウス公爵。まだ、あと二週間も先だ」

「しかし、私が本日馳はせ参さんじましたのは、誕生日の祝しゆく宴えんの詳細を決めるためにございますぞ。主おもだった貴族や豪ごう商しよう、芸術家にはすでに招待状を出しておりますが、王家の名に恥はじぬ盛せい大だいなものにしなくては。国王や王妃様も、それを望んでおられます」

　そう言って恭うやうやしく頭を下げるグレウスの前には、一人の若者が立っていた。

　王族の証あかしである金髪と、クラリッサと同じ灰はい褐かつ色しよくの瞳。頭は小さく背はすらりと高く、手足は気持ちが良いほど真まっ直すぐに伸びている。王子の略りやく装そうである青あおのケープには百ゆ合りの紋もん章しようが刺し繡しゆうされ、その下は白のドレスシャツと膝ひざまでのズボンを穿はいていた。

「そんなに、めでたいものでもないよ」

　エルランド家の第二王子。間もなく十七歳になる第二王位継けい承しよう権けんを持つユーシス・エルランドは、品のある柔やわらかな美び貌ぼうを少し曇くもらせ、溜ため息混まじりにグレウスへ零こぼす。

「どうせ、また会議では揉もめるに決まっている。兄上を招待するか否いなか、毎年のように詮せん議ぎされているからな。グレウス公爵、貴方あなたはどう考える？」

「キリアン様……でございますか。しかしながら、あの方は次期国王となられる立場です。弟君の祝宴にご招待するのは、当たり前のことかと」
















「だが、それを良しとしない輩やからもいる」

　平へい然ぜんと物騒な話題を口にするユーシスを、グレウスはやや狼狽気味に諫いさめた。

「迂闊なことを申されますな。どのみち、キリアン様は現れますまい。詮議を重ねてご招待申し上げても、七星城へ移られてからは数えるほどしか宮廷へはお越しになりません」

「だったら、四の五の言っていないで使者を送ればいい。それとも私が自ら足を運び、兄上の前で膝を折ってお願いすればいいとでも？」

「とんでもございません。ユーシス様は、国王と王妃様にとって愛めで子にあらせられます。そんな真似をさせたとわかったら、私の首などたちまちに飛びましょう」

「……まさか。貴方は母上のお従い兄と弟こにあたる。そうでなくとも、天下のバルディ家には国王と言えども迂闊な振る舞いはできまいよ。第一、グレウス公爵に何かあればクラリッサ殿がお気の毒だ。ただでさえ、兄上の許嫁ということで肩かた身みの狭せまさを耐えていらっしゃるのに」

　心底同情する、と言わんばかりにユーシスは痛いたましげな顔をする。美び姫きと評判の母親にそっくりな見み目め麗うるわしい面おも立だちは、キリアンとはまた違った魅み力りよくを湛たたえていた。国民の間での人気も高く、たおやかに凜りんと咲く白い百合によく喩たとえられている。

「私としては、王宮内に無む駄だな波風は立てたくない。兄上に来てほしくないという者の気持ちもわからなくはないよ。とにかく、あのご気性だ。口を開けば毒舌を吐き、人を小バカにした発言をくり返す。おまけに、意に染まぬ者を平気で手にかけようとなさるし……」

「まったくでございます。なまじ強い魔力をお持ちゆえ、宮廷お抱えの魔導士でもキリアン様をお止めすることは敵いません」

　二人はしばし顔を見合わせ、ウンザリと長い溜め息をついた。人格者として知られるグレウスにとっても、キリアンの存在は深刻な悩みの種となっている。しかし、第二王子の誕生会に兄の第一王子を招待しないというのは、いかにも外がい聞ぶんが悪い。

「ここは、貴族たちの反発を覚かく悟ごでご招待されるが良いかと……」

「そうだね。十じつ中ちゆう八はつ九く、兄上は欠席なさるだろうし、体てい裁さいは整えておく方がいい。グレウス公爵、申し訳ないが会議ではそのように運んでくれるかな。私は成人していないので、まだ発言権がないんだ。自分の誕生会なのに、おかしなことだが」

「かしこまりました」

「お二人とも、こんなところでコソコソと何を相談しておいでですの？」

　話がまとまった直後、煌きらびやかな少女の声が割って入ってきた。

　誰なのかすぐにわかった二人は、それぞれ特別の笑顔を浮かべて彼女を迎える。

「ご機嫌よう、クラリッサ殿。今日は、また一段とお美しい」

「おお、クラリッサか。どうしたね、キリアン様のところへ行っていたのではなかったのか？」

「行きましたわ。でも、すぐに帰って来ましたの。あの方、わたくしにとんでもない恥はじをかかせるんですもの。とても居たたまれなくて……」

「申し訳ありません。兄上が、また何かしましたか」

　クラリッサの拗すねた表情を見て、ユーシスが困ったように眉根を寄せた。グレウスは「これ」と言って愛まな娘むすめを窘たしなめたが、そんなことで殊しゆ勝しように黙るクラリッサではない。彼女は心もち顎を上げ、努つとめて威い厳げんを保ちながら口を開いた。

「キリアン様に、パラソルを踏まれました」

「えっ」

「それと、おマヌケな暗殺者が昨晩城へ来たそうです。二人組で、驚いたことに一人は年とし端はもゆかぬ少女ですのよ。キリアン様は彼らを捕とらえ、少女の方に男装させて召使として使っておいででした。もしかしたら、もう一人は女装させてメイドにしているかもしれませんわ」

「な……兄上が……っ？」

「なんという、倒とう錯さく的てきな……」

　話を聞いて啞然とするユーシスとグレウスをよそに、クラリッサは話し続ける。

「それだけではありません。以前からキリアン様の側そばで焼き菓子を手にウロウロする青年がおりましたけれど、あれは人間ではなかったようです。どうりで、禍まが々まがしいほどの美形だと思いましたわ。暗殺者の少女を抱いたまま、空から降りて来たんですのよ！　それを見たキリアン様は大たい層そうお怒りになって、もう少しで少女を斬り捨てておしまいになるところでした」

「こ、殺したのですか。年端もゆかぬ少女を？」

「年端もゆかぬと言っても、わたくしと同じくらいでしたけれど。とにかく、無む駄だな殺せつ生しようは良くありません。わたくし、身体を張ってお止めしましたの。それで、何とかキリアン様も剣を収めてくださいました。わたくしはすぐ帰ったので、その後のことはわかりませんわ」

「兄上を止めた？　クラリッサ殿……貴女は何と言う勇気をお持ちなのか……」

　ユーシスの瞳に感かん嘆たんの色が浮かび、尊そん敬けいの念も露あらわに彼女を褒ほめ称たたえた。不機嫌だったクラリッサは満まん更ざらでもない様子で、ようやく顔に微び笑しようが戻る。多少、事実と違うところはあるが、概おおむねは一緒だから構わないだろう。

　しかし、父親であるグレウス公爵の顔は暗かった。彼は嘆なげかわしい、というように首を振ると、クラリッサへとくとくと言い聞かせる。

「いいかね、クラリッサ。キリアン様に逆らうような真似はするな。いくら許嫁と言えど、その逆げき鱗りんに触れればおまえとて無事では済まないのだぞ」

「でも、わたくしに万一のことがあれば、お父様が黙っていらっしゃらないでしょう？　わたくし、信じています。お父様は必ずや仇かたきを討うってくださると。それに……」

　何かを言いかけて、ふとさくらんぼ色の唇が止まった。彼女を囲む男二人は、左右から「どうした？」と目で問いかける。

「それに、その……キリアン様は、わたくしを殺したりはしないと思います」

「どうして、そう言い切れるのです。クラリッサ殿？」

「あの方は暴君ですが、愚ぐ鈍どんではありません。むしろ、とても頭の切れる方です。わたくしを殺しても何の得にもならないことを、よくご存知ですから。だって、考えてみてくださいな。わたくし以外に、あの方の花嫁になろうなんて女性が現れるとお思い？　お立場上、お相手候こう補ほはいくらでもいるでしょうが、皆さま、キリアン様を怖れております。きっと、何やかや理由をつけて逃げてしまうわ」

「これ、クラリッサ。口が過ぎるぞ」

　言いたい放題の娘を小声で叱しかり、グレウスはしきりに恐きよう縮しゆくした。だが、いっそ小気味が良いとユーシスは微笑ほほえんでいる。クラリッサと王子二人は幼おさな馴な染じみでもあるので、彼女に悪気がないことをユーシスはよく承しよう知ちしていた。

「そういえば、今日は何の用事で宮廷へ？　お父上に会いにいらしたのですか？」

「いいえ、ユーシス様。王妃様に呼ばれましたの。お話し相手が欲しいんですって」

「ああ、そうですか。貴女は母上のお気に入りですからね」

「光栄なことですが、王妃様がたびたびわたくしをお召しになるのは、ちゃんと目的があるからだと思います。多分、わたくしの口からキリアン様の話をお聞きになりたいんですわ」

「え……」

　バカな、とユーシスの顔色が変わる。王妃ジゼルは長男のキリアンを忌み子と嫌っており、もう何年もまともな会話すらしていないはずだ。彼女の前でキリアンの名前は禁きん句くだし、もちろん話題が口に上ることもない。それなのに、クラリッサは何を言い出すのだろう。

「失礼ですが、クラリッサ殿。母上は、貴女に何か申しましたか？」

「え？　いいえ、そういうわけではありません。王妃様は、何もお訊きになりませんわ。わたくしが、ただそう感じただけですのよ。でも、キリアン様に会ってきました、とご報告申し上げるたびに、美しい眉をひそめながらも次の言葉を待っているのがわかるんですの。女の勘、というものでしょうか。特にお返事はなさいませんけれど……」

「では、きっと貴女の思い違いだ」

　有無を言わさぬきつい口調で遮さえぎられ、クラリッサはびっくりしている。穏おだやかで気品溢あふれる理想の王子、社交界で一番の人気を誇ほこるユーシスからは考えられない態度だからだ。

「ユーシス様……」

「あ、こ、これは失礼を。どうか、お許しください」

　すぐさま我に返った様子で、ユーシスが謝しや罪ざいをする。無論、責める気は毛もう頭とうないが、知らなかった彼の一面を見たようでクラリッサは何も言えなかった。

　場の空気を読み、グレウスが「そろそろ」と会議の時間が迫ったことを告げる。クラリッサも王妃との約束があるからと、そそくさと侍女を連れて去って行った。

　後には、思わぬ失しつ態たいにほぞを嚙かむユーシスが残される。

「──気が変わった」

　口の中で小さく呟き、彼はグレウスの後を追うべく踵を返した。

　絶対に、兄上を招待などするものか。
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　レティシアが牢から出されて、数日が過ぎた。

　相変わらずレオンには会えないが、幸いジュールが様子をそれとなく教えてくれるので安否だけは確認できる。レオンは変わらず陽よう気きで、逆にレティシアの心配までしていると言う。

（少なくとも、拷問を受けたりひどい目に遭ったりはしていないようだけど）

　本当は直接会えたら一番いいのだが、さすがにそれはジュールも許してはくれないだろう。いつまでこんな日が続くのか、正直焦りは募るばかりだが、今はまだ我慢して行動を起こす機会を窺うしかなかった。

（それに、ここにいれば何かわかるかもしれない。私自身のこと、両親のこと……）

　キリアンは気まぐれにレティシアを呼びつけては、床に落とした本を拾えだの、すぐ目の前の棚から本を取って来いだの、くだらない用事をさせている。だが、それ以外はほとんど構ってこなかったので、使える時間はそれなりにあった。

「おまえ、そこで何をしている？」

　昼食が終わり、午後の空いている時間を利用して北翼へ向かったレティシアは、天井まで本で埋うめられた書庫でキリアンに声をかけられる。

「誰が、書庫を漁あさっていいと言った？」

「え、あ……っ……ごほっごほっ」

　驚いた弾みで手にした書物が落ち、埃ほこりが周囲へ舞い散った。うっかり吸い込み、咳せき込んだレティシアをキリアンは呆れ顔で眺めている。だが、なかなか咳が治まらないのを見て取ると、物も言わずに書棚の向こうへ姿を消してしまった。

（ああ、驚いた。てっきり午睡してると思ったのに）

　涙なみだ目めで胸を押さえ、なんとか状態を落ち着かせようと努力する。すると、いつの間に戻って来たのか、キリアンが仏ぶつ頂ちよう面づらでお茶を満たしたティーカップを差し出してきた。

「……げほっ、何だ？」

「飲め。聞くに耐えない」

「…………」

「毒なんか入っていないから安心しろ。これは、ジュールの淹いれたお茶だ」

　どうした風の吹き回しかと思ったが、背に腹は代えられずレティシアは受け取った。お茶はいい具合に冷めており、いっきに喉のどへ流し込む。潤ったお陰で埃が流されたのか、すぐに咳は治まってくれた。

「おまえ、魔族に興味があるのか？」

　床へ落ちた本の表紙を目にし、キリアンが無ぶ愛あい想そうな声を出す。それは、魔族の歴史と人間の関わりについて書かれた古い書物だった。イヴァから「白の姫君」だと言われ、あまりの突拍子のなさに一度は否定したものの、時間がたつにつれてやはり気にはなってくる。それで、魔族に関する蔵書が豊富な北翼の図書室へおそるおそる入り込み、手に取って見たのだった。

「ふぅん……どうせ、イヴァに何かを吹き込まれたんだろう？　俺が魔族との取り引きに使われた子どもだとか、そういうくだらない話をな」

「くだらない……？　自分のことなのに、どうしてそんな風に言うんだ？」

「自分のことだからに決まっている。俺が何者なのか、今更知ってどうなる？」

「え……」

　まるで自身のことを言われたようで、レティシアは大きく動どう揺ようした。

　確かに、自分もそう思って考えないようにしていたのだが、頭の片かた隅すみにこびりついた疑ぎ念ねんはどうしても消えてくれない。己が本当は何者で、何故この世に生を受けたのか。その一端を知る術があるなら、知りたいと言う欲よく望ぼうには勝てなかった。

　だが、キリアンは違うのだろうか。

　彼は冷めた目つきで腕を組むと、まるきり他人事のように言った。

「過去へ戻ってやり直すことは、いかに魔術を駆く使ししようが不可能なことだ。変えられない事実を知って世を呪のろうよりも、今ここに俺が在ることこそが全てだ。違うか？」

「では、おまえは今、世界を呪ってはいないのか？」

　レティシアの真っ直ぐな問いかけに、漆しつ黒こくの瞳が初めて歪む。

「私の目には、おまえが世界の全てを呪い、怒っているようにしか見えない。その要よう因いんが過去にあるのなら、知ることで乗り越えられる場合もあるんじゃないのか？」

「……生意気な口を」

　ふん、とキリアンが吐き捨てた。だが、レティシアの言葉が彼にだけでなく、迷っている自分自身へ向けたものだとはさすがに気づかないようだ。

（過去を知ることで乗り越える……か。私も、偉そうな口を利けた義理じゃないな）

　自嘲しながらも、少しずつ前向きに考えてみよう、という気持ちが芽生えてくる。

　キリアンを見ていると、現在の彼を形作っているのは出しゆつ生せいにまつわる暗い噂だと思わざるを得なかった。本人が否定も肯こう定ていもしていないので推すい論ろんでしかないが、恐らくイヴァが語った内容をキリアンは事実と思っているのだ。

「俺には七星城が相応ふさわしい」

　やがて、キリアンは独ひとり言ごとのように呟いた。

　それは虚むなしい響ひびきとなって、レティシアの胸へ降りてくる。寒々とした古城に閉じこもり、そこが相応しいとあえて口にするキリアンに、初めて人間らしい感情をみた気がした。

　それならば、自分はどうだろう。

　捨て子で親の手がかりはなく、否いや応おうもなしに暗殺組織の中で生きてきた。普通の少女らしい感情や日常は、レティシアにとって絵物語でしかなかったのだ。それでいい、今日まで生き延びられただけ幸運だ。そうは思っていても、どこかで諦めていた部分は否めない。

　けれど、過去を知ることによって未来は変わるかもしれない。

　諦めなくてもいい。もっと幸せを望んでもいい。

　そんな風に思えることができたら、それだけで世界は違ってくる気がする。

「あの、キリアン」

「召使のくせに呼び捨てか。ジュールは礼れい儀ぎ作法から教える必要がありそうだな」

「おまえは、私を無理やり使用人にした。私が望んだことでない以上、おまえを主とは認めない。与えられた仕事はするが、それは……」

「レオンのため、か。相変わらず、バカの一つ覚えだな」

「おまえ、イヴァから何か聞いていないか？　私に関することを」

「イヴァから……？」

　思い切って尋ねると、怪け訝げんそうに見つめ返された。どうやら、イヴァは「正統なる主」についてキリアンにはまだ黙っているらしい。下手に話してレティシアの身に何かあってはと、気を遣ってくれたのかもしれない。

「イヴァが、どうかしたのか？　おまえのことを、やたら姫君とくり返していたが」

「き、聞いていないならいいんだ。ただ、あの子が魔族についていろいろ話してくれたものだから。それで、ちょっと興味が……」

　我ながら下手な言い訳だと思ったが、案の定、キリアンの目に疑いの色が濃こくなった。彼は一歩前へ出ると、書棚を背にしたレティシアを追い詰める。

「俺も、おまえに訊きたいことがある」

　そう言うなり、右手が伸びてきた。びくりと身を固くし、レティシアはどうしようと狼狽する。これまでもさんざん嫌がらせを受けてきたが、抵抗すればキリアンを喜ばせるだけなのはわかっていた。

（この私が、おとなしくせざるを得ないなんて……）

　指が触れるか触れないか程度の距離で、緊張している自分が情けなかった。本当ならすかさず反撃に出て、素す手でであろうと撃げき退たいするだけの力はあるはずだ。けれど、キリアンの思わせぶりな眼まな差ざしや焦じらすような指先が、レティシアの調子を狂くるわせる。

　頰にかかる金髪を、キリアンの右手がそっとかき上げた。

　せめて気力だけでも負けまいと、レティシアはきつく彼を睨み返す。

　たっぷり沈黙が続いた後、キリアンはおもむろに指の腹で耳飾りを軽く撫でた。

「この耳飾りは、おまえの何なんだ？」

「え？」

「正直に答えろ。これは、おまえを守護しているものだ。こうして触れていても、強い力を感じる。最初は半はん信しん半はん疑ぎだったが、もう間違いない。レティシア、おまえは──何者だ？」

　レティシア、と初めて名前を呼ばれる。

　その瞬間、闇色の声音こわねがひどく甘い響きに変わり、鼓こ動どうが倍の速度になった。

「わ……私は……」

　キリアンの視線に絡からめ取られそうになりながら、レティシアは懸命に理り性せいを保たもつ。今ここで答えを誤あやまったら、レオンと逃げるどころではなくなるだろう。

「私にも……わからない……」

「とぼけるな」

「本当だ！　イヴァも、おまえと同じことを言った。この耳飾りは、私の両親の血だって。私を守るために赤ん坊だった私につけたんだって。だけど、それ以上のことは……」

「両親の血……結晶か。成る程、強いわけだ」

　感心したような呟きを漏もらし、キリアンはもう一度耳飾りを撫でた。くすぐったい気配に身を強張らせ、レティシアは早く解放してほしいと必死で願う。その様子が面白かったのか、やがてキリアンが笑い出した。

「な、何がおかしい？」

「いや……色気も可か愛わいげもない、食えない女だと思っていたが」

「…………」

「やはり、おまえは面白いな。俺を怖れているくせに、目つきだけは負けていない。その、隙あらばこちらへ嚙みつきかねない空気は俺の好みだ」

　褒められているのかけなされているのか、聞いているだけではさっぱりわからない。だが、少なくともキリアンの機嫌は良いようだ。毒を含まない笑い顔は案外に幼おさなくも見えて、レティシアはほんの一瞬だけ胸を高鳴らせた。

「これからも、俺を退たい屈くつさせるなよ──レティシア」

　あれほど嫌いだと言っていた金髪を指で梳すき、キリアンはニヤリと唇の端を上げる。

　何か言い返してやりたかったが、不覚にも意識が全て髪の毛へ奪われ、何も言葉が浮かんでこなかった。
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「あ、ご主人様。探していたんですよ。良かった、レディも一緒でしたか」

　北翼から東翼へ戻ると、ジュールがパタパタと駆けてくる。何となく決まりが悪いレティシアはさりげなく視線をずらしたが、キリアンは平然と「どうした」と答えた。

「たった今、クラリッサ様がおいでになりました」

「クラリッサが？　珍しいな。前回の訪問から、まだ日が浅いぞ」

「応接の間でお待ちです。あと、できたらレディにも来ていただきたいと」

「私も？」

　思わぬ申し出にレティシアは戸惑ったが、もとより拒きよ否ひする権利などない。仕方なくキリアンの後について、一番瀟しよう洒しやな応接の間まで行くことになった。

「突然伺いまして、申し訳ありませんわ。キリアン様」

　キリアンが部屋へ入るなり、女王然として中央に立っていたクラリッサがドレスの裾すそを摘つまんで腰を優ゆう雅がに屈かがめる。今日の彼女は苺いちご色いろの地に透ける素材の布を重ね、いくつものリボンをふんだんに散らしたドレスに身を包んでいた。共とも布ぬののカチューシャを頭に飾り、宝石類は真しん珠じゆで統一したことで全体を清せい楚そに引き締しめている。その洗せん練れんされたセンスは素晴らしく、まるで精せい巧こうな人形が動いているかのような可か憐れんさだった。

「貴女、何をジロジロ見ているのかしら。人を凝ぎよう視しするのは、卑いやしい行こう為いよ」

「あ……すまない」

「すまない？　今、〝すまない〟って言ったの？　このわたくしに向かって？」

　まああああ、と大きく息を吸いこみ、呆れた様子で右手の扇おうぎをパッと開く。手品みたいだ、と更さらに内心感心していると、クラリッサは扇で忙せわしなく扇あおぎながら、キリアンへ向き直った。

「キリアン様、いくら暗殺者と言えど今は使用人。躾しつけはちゃんとなさいませ！」

「なんで、おまえにそんな指さし図ずを受けなきゃいけないんだ？」

「わたくしを〝おまえ〟と呼ぶのは許しません！　そう申し上げてるでしょっ！」

　怒りで頰を紅こう潮ちようさせ、クラリッサは声を荒げる。だが、そんな表情まで見事に可愛くて、レティシアはいけないと思いつつ微かに笑みを浮かべてしまった。

「なんですの、失礼な」

　早速見咎められ、攻こう撃げきの矛ほこ先さきが向いてくる。慌てて緩ゆるんだ口元を引き締め、今度は言葉遣いに気をつけながら唇を動かした。

「いや、貴女がとても可愛らしかったから」

「え……」

「怒った顔まで人形のように愛らしいなんて、凄すごいなと思って」

「…………」

　レティシアにしてみれば、精一杯丁てい寧ねいに話したつもりだ。

　ところが、クラリッサは惚ほうけたように口をつぐむと、みるみるうちに顔を真っ赤にした。その変化があまりに鮮やかだったので、遠えん慮りよを知らないキリアンは腹を抱えて笑い出す。いつもならヒステリックに怒るところだが、クラリッサはそれさえ忘れているようだった。

「あの、私は褒めたつもりだけど……」

　思いも寄らない皆の反応に、レティシアも困惑してしまう。あのジュールですら助け船の出しようがないのか、（まいったなぁ）とでも言いたげに俯うつむいてしまった。

「わ……わたくしは、その、ユーシス様の誕生パーティのことで……」

「ユーシスの？　もう、そんな時期か。確か、今年で十七になるのだったな」

「……ええ。キリアン様はどうせご出席にはならないでしょうが、一応ご確認をと思って伺ったんですの。わたくしも、キリアン様が欠席なら出るわけにはまいりませんし」

「何故だ？　おまえは、我々兄弟の幼馴染みだ。俺に関係なく、出てやればいい」

「本気で仰ってるの？」

　ようやく調子を取り戻したクラリッサは、咎める目つきでキリアンを見る。

「わたくしは、貴方の許嫁ですのよ？　未来の夫が欠席するというのに、自分だけのこのこ参加できるはずがないじゃありませんか。それでは、ただのパーティ好きな頭の軽い女に思われてしまいます。それに……許嫁のある身では、どなたにもエスコートは頼めませんし」

「パーティには行くぞ」

「え……？　今、何て……？」

　頭から欠席と決めてかかっていた彼女は、キリアンの発言を信じられない、といった顔で訊き返す。キリアンはまだ笑みの残る声音でくっくと喉を震わせると、上機嫌で口を開いた。

「聞こえなかったのか？　パーティには行くと言ったんだ」

「どうしたんですの、急に」

「本来なら、とっくに招待状が来ていい時期だ。それが届かないということは、俺は呼ばないと宮中で決定したんだろう。それならば、顔を出してやるのが礼儀というもの。違うか？」

「招待……されていないですって……？」

　クラリッサの表情がたちまち強張る。これにはジュールも驚いたようで、彼はつぶらな瞳を大きく見開いて主人を見ていた。一人レティシアだけは事の重大さがピンとこず、会話の流れにもついていけないまま成り行きを見守っている。

「おふざけにならないで」

　怒りに声を震わせて、クラリッサは扇を閉じた。

「たとえ第一王子と言えど、招待もされていないパーティへ出るなんて戯たわ言ごとが過ぎますわ。どうしても出席すると仰るのなら、キリアン様お一人でお出かけなさいませ。わたくし、謹つつしんでご辞じ退たい申し上げますから。恥はじをかきに人前へ出る趣味はありません」

「おまえなら、そう言うと思っていたさ。では、クラリッサ。当日、俺がどんな女をエスコートして出かけようと文句はつけるなよ。自分で〝出ない〟と断言したのだからな」

　今度は、「おまえ」呼びに抗議する余よ裕ゆうもないようだ。クラリッサは唇をきゅっと嚙むと、その先の言葉を聞かずに去ろうとした。だが、その背中へかけられたキリアンの声が、否応なしに彼女の足を止める。

「パーティには、レティシアを連れて行く。黒の王子には、似合いのパートナーだ」

「一体……どこのご令嬢ですの……？」

　まさか、と肩越しに振り返った瞳が、迷いもなくレティシアへ向けられた。ジュールは両手で口を覆い、とんでもないことになった、と蒼白になっている。レティシアは言葉の意味が吞み込めず、ただ呆ぼう然ぜんとクラリッサの視線を受け止めるしかなかった。

　キリアンだけが涼しげな様子で、事も無げに再びくり返す。

「レティシア──世界に二人といない、俺の暗殺姫だ」
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　いかがですか、と格こう子し越しに尋たずねられ、レオンは「合格！」と右の親指をぐっと立てる。

　本日ジュールが運んできた夕食は子羊のシチューにマッシュポテト、にんじんのピクルスとひよこ豆を浮かべたコンソメゼリーという一流食堂並みの味と贅ぜい沢たくさだった。

「ああ、くそ。これで葡ぶ萄どう酒しゆがあれば完かん璧ぺきなのに。なぁ、チビッ子。なんとか都合つけてくんねぇかなぁ。俺、けっこうな模も範はん囚しゆうだろ？」

「何を調子に乗っているんですか。貴方あなた、日に日に図ずう々ずうしくなっていきますよね。色男は身だしなみも大事だとか言って、洗顔だの髭ひげ剃そりだの注文するし」

　チビッ子、と呼ばれたジュールは眉まゆをひそめたが、あえて文もん句くを言おうとはしない。抗こう議ぎしたところで無む駄だだと、わかっているからだ。レオンの飄ひよう々ひようとして食えない性格を、もう一週間になろうかという牢ろうでのやり取りで充分に知り尽つくしていた。

「まぁまぁ、おまえには感謝してるって。キリアンの目を盗ぬすんで、何かと都合をつけてくれるもんな。ここを出た暁あかつきには、きっと恩おん返がえししてやるから楽しみに……」

「別に、ご主人様の目を盗んだりしていません。人聞きの悪いこと、言わないでください。単にご主人様が貴方の存在を忘れてるだけです。今、あの方はレディにダンスを教えるのに苦労なさっている最中ですから」

「ダンス……なぁ。その、弟王子の誕生パーティとやらはいつだっけ？」

「五日後です。もう、僕は知りませんよ、どうなっても。クラリッサ様だって、おとなしく引き下がったままでいらっしゃるか……とにかく、大変な屈くつ辱じよくを受けたわけですからね」

「う～ん。お嬢様の逆ぎやく襲しゆうは、ちょっと面めん倒どうだよな」

　キリアンが宮きゆう廷ていのパーティへレティシアを連れ出すという計画には、さすがにレオンも我が耳を疑った。しかも、宮中からは招待も何もされていないという。忌いみ子の王子が招待状もなしに弟の誕生日の祝しゆく宴えんへ出かけるなんて、不吉以外の何物でもない。

「おまけに、レティシアにダンスだと？　あいつ、運動神経はいいが生まれてこの方、ドレスだってまともに着たことがないんだぞ。裾すそさばきだって踵かかとの高い靴くつだって、生まれて初めて経験することだらけだろうに」

「ええ。ですから、大変ご苦労なさっています。あのご主人様でさえ、時折ほとほと困った様子で溜ため息をつかれているんですから。レディは頑張っていらっしゃるんですけど……」

「なんだか、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうぶりが目に浮かぶよ」

「でも、正直僕は意外でした」

　少し真ま面じ目めな顔になって、ジュールは熱心に話し出す。

「レディとご主人様は、顔を合わせれば言い合いばかりしていたし。僕、お二人は仲が悪いんだとばかり思っていました。だって、元はと言えばレディはご主人様を殺すために城へいらしたんですよね？　それなのに、仲良くなるわけないじゃないですか」

「正論だな」

「だけど、最近のお二人を見ていると……そうでもないのかなって。相変わらずご主人様は嫌みを言ったりからかったりで、レディをよく怒らせているんですけど。でも……」

「ん？」

「僕が十二の歳にご奉ほう公こうしてから、こんなに笑うご主人様を見るのは初めてなんです。皮ひ肉にくに唇くちびるを歪ゆがめるんじゃなく、本当におかしそうに笑っておられます。レディはバカにされたと言ってご不満なようですが、なんだか……ご主人様が普通の人みたいに見えます」

「へぇ……あの不ふ遜そんで傲ごう慢まんな俺サマ男がねぇ」

　しみじみと感心するレオンだが、その胸きゆう中ちゆうは複雑だ。

　レティシアとキリアンは、出会い方が象しよう徴ちようするように互いに相あい容いれない世界で生きている。二人の距きよ離りが近づけば無用の災わざわいを呼ぶだろうし、それらはいつか周囲へ飛び火して、彼らを取り囲む多くの者を不幸の巻き添ぞえにするかもしれない。

　人が聞けば、単なる嫉しつ妬とだと言うだろう。親代わり、兄代わりとして慈いつくしんできた少女を誰かに奪うばわれたくないだけじゃないか、と。

　だが、真実はそうじゃない。レオンはそのことを知っているし、いつかレティシアにも話さなくてはいけないと思っていた。

「そろそろ、行動を起こす時かな」

「え？　何か言いましたか？」

　ポツリと呟つぶやいた独ひとり言ごとに、ジュールが無む邪じや気きに問い返してくる。

　レオンは不ふ敵てきに笑うと、「デザートが欲しいなぁって言ったんだよ」と答えた。
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「バカ、本当におまえはバカだ。バカ、バカ、バーカ」

　幼い子どものような罵ば声せいを浴あびせ、キリアンが溜め息をついて腕を組む。

「この俺が付き切りで指導しているんだぞ。どうして、未だにステップの一つもまともに踏めないんだ？　大体、何回無ぶ様ざまに転んだら気が済むんだ、おまえは」

「う、うるさいなっ。それに、私はこんなことをするために来たわけじゃ……」

「ああ、そうだったな。俺を殺すのが目的だった。はいはい、そうだそうだ」

「く……っ……」

　あからさまに嘲ちよう笑しようされ、悔くやしさにレティシアは言葉を失くした。いくらレオンを盾たてにされているからといって、どうして大嫌いな相手とダンスを踊らねばならないのか理解できない。練習用にとジュールが調達してきたドレスはサイズが合わず、胸元はすぐにきわどいところまでずり下がるし、裾は長すぎて踏まずに歩くことさえ困こん難なんだった。こんな状態で、まともに踊れという方が無む茶ちやなのだ。

「胸くらい、惜おしまずに見せろ。どうせ、さほどの価値もないんだ」

「喧やかましいっ」

　急いで右手で布を押し上げ、初めのステップからやり直す。本番ではコルセットもつけねばならないそうだが、女の召めし使つかいもいないのに誰が着替えを手伝うのだろう。キリアンのリードでくるくると回りながら、次から次へと余計な心配が湧わいてきた。

　ダンスの練習も、今日で四日目になる。キリアンと最初に対たい峙じした大おお広ひろ間まで、朝から晩まで慣れない格かつ好こうで怒ど鳴なられたりバカにされたりしながら踊るのは、レティシアにとって苦行でしかなかった。これなら、男装の召使としてこき使われている方が何十倍も楽だ。

「姫君、頑張れ～！」

　気の抜けるような声せい援えんを送るのは、ようやく謹きん慎しんの解とかれたイヴァだ。勝手な行動がキリアンの逆げき鱗りんに触ふれ、焼き菓子禁止どころか数日間、指輪から出ることも許されなかったのだが、ようやくお許しが出たらしい。

「イヴァ、頼むから私を姫君と呼ぶのはやめてくれないか。ダンスに集中できない」

「えええ……いけませんかぁ……」

「ああ、ダメだ」

「キリアン様には訊きいてませんよ！」

　罰ばつを受けたことが尾を引いて、キリアンとイヴァの仲はますます険けん悪あくだ。キリアンがダンスで強く手を握にぎっただの、レティシアの腰を嫌らしく抱いただの、イヴァはいちいちヤキモチを妬やくし、キリアンは隙すきあらばレティシアに甘えようとするイヴァが目め障ざわりらしい。

「まったく……邪じや魔まをするなら、また封ふう印いんするぞ」

「へぇ、いいんですか？　私を出られなくして」

　忌いま々いましげに睨にらみつけるキリアンへ、夜食の焼き菓子を手にイヴァが言い返した。

「弟君の祝宴は、言わば敵の懐ふところへ飛び込むようなもの。特に、今回は招待状もなく押しかけるとあって、キリアン様を排はい斥せきしようと企たくらむ輩やからには格好の口実を与えていますよ？」

「ふん。弟の取り巻き連中に何ができる。一人として七しち星せい城じようへ乗り込むこともできぬ、腰抜けばかりじゃないか。クラリッサの方が、よっぽど度ど胸きようが据すわっている」

「そのクラリッサ殿のお父上は、頭ず脳のう明めい晰せきで宮廷内でも人望のあるグレウス公こう爵しやく。彼が弟君を後押しし、次期国王に就つけようと画策しているのでは、と巷ちまたではもっぱらの噂うわさだとか」

「…………」

「確かに、グレウス公爵は抜かりのないお方だ。噂が噓うそでも愛まな娘むすめは未来の皇こう后ごう、噂が本当なら国民人気の高い弟君の後こう見けん人にん。どちらに転んでも、損そんのないようにできている」

　少し意地悪な口を利きくイヴァは、一瞬だけ人が変わったようだ。どんなに無邪気に見えても彼は魔ま剣けんであり、人とは違う存在なのだと思わせられる声音だった。それは予言者のようでもあり、弱い心を惑まどわす戯たわ言ごとのようでもある。レティシアは思わず足を止めたが、キリアンは意に介かいした様子もなく、澄すました顔で「どうした？」と訊いてきた。

「イヴァの話は、宮中の皆が口にしていることだ。特別珍しい内容ではない」

「でも、危険だと……」

「俺が死ねば契約は解除され、イヴァは自由の身となるからな。それを待っているんだろう」

「そうなのか、イヴァ？」

　真意を確かめようと尋ねると、イヴァは慌あわてて首を左右に振った。本心はどうあれ、人の死を願う姿をレティシアには見せたくないのだろう。

「おかしな話だ。俺を殺しに来た奴が、何な故ぜそんなことにこだわる？　見ろ。イヴァは、おまえに怒られるのではないかと怯おびえているぞ」

「べ、別に、私はそういうつもりで訊いたわけでは……」

　自分でも無意識の行動だったので、問われても上手く言い訳ができない。慌てるレティシアをニヤニヤと見つめ、キリアンは優ゆう美びな仕し草ぐさで指を軽く鳴らした。演えん奏そう者しやのいないピアノが軽やかなワルツを奏かなで出し、止やんでいた音楽が再び広間中を満たしていく。

「時間が惜しい。再開するぞ」

　彼はレティシアの手を取り直すと、流れるような所作で踊り始めた。引きこもり生活でダンスなど無む縁えんではと高たかを括くくっていたが、さすがは王族と感かん嘆たんするほど完璧だ。女性のリードも上手く、レティシアはいく度ども躓つまずいては巧たくみにカバーされる。全てを預けて動きについていくだけで、まるで雲の上を歩いているような気分にさせられた。

「キリアンの魔力も、使いようによっては悪くはないな」

　段々と慣れてきたレティシアは、滑すべるように床を移動しながら口を開く。

「冷めないお茶を飲むことができたり、演えん奏そう者しやのいない楽器を奏かなでたり。そういうのは、私もいいなと思う。便利だし、楽しいし、得をした感じだ」

「バカを言うな。雷いかずちを操あやつる方が数倍面白いぞ」

「そのせいで、城主の椅い子すをダメにしたのに？」

「誰のせいだ」

　風に乗った花びらのように、ふわふわ回りながら他た愛あいもない会話は続いた。途中でイヴァの恨うらみがましい視線に気づいたが、これは練習なのだから、とレティシアは思う。そう、別にキリアンと仲が良くなったわけでも何でもなく、仕方がなく踊っているだけなのだ。言うことを聞かなければレオンが罰を受けるし、逆らったところで良いことはない。それだけだ。

　レティシアが心の中であれこれ言い訳をしていると、不意に音楽が途切れた。キリアンは静かに動きを止め、小さく息をつく。

「まぁ、今夜はこんなところか。俺の足を、三回に一回しか踏まなくなったのは大進歩だ」

「……嫌みな奴だな。だから、ドレスが合わないと……」

「靴もだろう？　生あい憎にくと、間に合わせの古着しか用意できなかったしな。明日には、出入りの職人に仕立てさせたドレスと靴ができ上がってくるはずだ。急がせたから大した品ではないが、おまえが着ればそこそこ映はえるだろう」

「え……」

　ごく当たり前の調子で言われ、空耳かと疑うところだった。だが、言ったキリアンは無自覚らしく、キョトンとするレティシアを怪け訝げんそうに見返してくる。あれほど口の悪い男が、褒ほめ言葉に聞こえなくもないセリフを吐はくなんて、まったく予想もしていなかった。

「姫君！　胸！　胸！　危ないです、見えてしまいます～！」

「あっ」

　イヴァの声で我に返り、慌てて乱れた胸元を整える。キリアンは「余計なことを」と揶や揄ゆするように呟くと、胸に置いたレティシアの右手をいきなり自分の手で包み込んだ。

「な、なんだっ？」

「パーティの前夜には、おまえにかけた緊きん縛ばくの『呪じゆ』を解いてやる」

「本当か？」

「そうしないと、宮廷へ出かけられないからな。あの男の『呪』も共に消えるが、それまでに牢の錠じよう前まえを強固な物に取り替えれば問題ないだろう。だが、もしパーティのドサクサに紛まぎれておまえが逃げたり、不ふ穏おんな行動を取ったりしたら……その時は、あの男を殺す」

「キリアン……」

　先せん刻こくまでの和なごやかな空気が、冷たい一言で霧む散さんした。脅おどしではなく本気で言っているのを感じ、レティシアは怒いかりよりも先に悲しくなる。今まで腹を立てることはあっても、こんな気持ちになったのは初めてだ。

　キリアンの命を狙ねらい、暗あん殺さつ者しやとして自分はここへ来た。

　返り討うちに遭あう危険は承知の上だし、事実殺されかけている。命を取り引きの材料に使う、そんなことは当たり前の関係なのに、どうしてこんなにも胸が苦しくなるのだろう。

　不意に弱くなった心が怖くなり、レティシアは殊こと更さら気き丈じように彼を見つめ返した。

「──わかった。私は逃げない。だが、それならレオンは解放してほしい」

「ふん……？」

「これ以上牢へ繫つないでおいても、無意味じゃないのか？　レオンを逃がしてくれるなら、私はおまえの気が済むまで七星城へ留とどまると約束する」

　右手を包むキリアンの手が、ほんの少しだけ温度を上げる。しかし、冷ややかな表情は欠片かけらも変わらず、彼が何を考えているのかはわからなかった。

「この俺に、取り引きを持ちかける気か？　自惚うぬぼれも大たい概がいにしろ」

　素っ気なく答えた後、キリアンは摑つかんだ手をぐいっと引く。バランスを崩くずしたレティシアが胸に倒れ込むと、彼はそのままダンスの続きのように腰を抱き寄せた。

「何するんだ……っ」

「俺を殺しに来た割に、隙だらけだな。もっとも、武器も何もない今の状態ではどうしようもないか。レティシア、先ほどの取り引きに一つ条件を付け加えるぞ」

「え？」

「おまえは、これから死ぬまで俺を守れ。暗殺者として鍛きたえた腕前を、生しよう涯がい俺のために使うがいい。その条件が吞のめるなら、あの男は解放してやる。パーティの晩に『呪』を解き、七星城から放り出してやろう」

「おまえを……守る……？　殺しにきた私が、おまえを……？」

　あまりに無茶な要求に、たちまちレティシアは混乱する。第一、キリアンに警けい護ごなど必要ないはずだった。彼が『呪』を唱となえ、空に指先で召しよう喚かんの陣じんを描くだけで、どんな刺し客かくでも退しりぞけることができるだろう。

　それに──そうだ、きっと組織の人間が黙ってはいない。戻ったレオンから城の様子を聞きだし、新たな刺客を送り込んでくることも十分に考えられる。そうなった場合、裏切り者のレティシアも標的にされるに違いなかった。王族の暗殺を請うけ負おうほどの組織が、そう簡単に子飼いの暗殺者を手離すとは思えない。

「私は……」

　キリアンの腕に抱かれ、レティシアの唇が震ふるえた。

「私は……でも……」

　レオンの気さくで陽よう気きな笑顔が、脳のう裏りに浮かんでは消えていく。もしかしたら、二度と彼には会えないかもしれない。それでも、レオンの命が助かるなら後こう悔かいはしないが、最悪の場合は刺客として戻ってきた彼と刃やいばを交えねばならないのだ。

「俺を選べ、レティシア」

「キリアン……」

　選択の余よ地ちなどないのに、キリアンは答えを迫ってくる。

　その声は淡たん々たんとして感情がなく、瞳ひとみに情熱の色は皆かい無むだった。けれど、それでも「選べ」と言われて心が揺れる。ここで自分が拒否したら、二度と一緒には踊れない気がした。

　黒くろの王子。

　生まれながら強大な魔力を持ち、漆しつ黒こくの髪と闇やみ色いろの瞳で魔剣を操る。

　意地悪で尊そん大だいで冷れい酷こくで、人の気持ちなど少しもわかろうとはしない暴ぼう君くん。皆の嫌われ者で口が悪く、忌み子として実の母親にさえ疎うとまれている第一王位継けい承しよう者しや。

『俺がおまえたちに何をした？　何の咎で殺あやめられねばならない？』

「私……私は……」

　言葉には、できなかった。

　レティシアは答える代わりに瞳を閉じ、引き裂さかれそうな思いを抱えてキリアンへ自らしがみつく。自分がどうしたいのか、何を考えているのか、もう何もわからなかった。

「姫君……」

　呆ぼう然ぜんとしたイヴァの声が、どこか遠くから聞こえる。

　キリアンの腕が背中へ回り、きつくきつく抱き締しめてきた。
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　キリアンがユーシスの誕生パーティへ来るらしい、という噂は、瞬またたく間に宮中へ広がっていた。七星城へ出入りする商人の口から、婦人物のドレスと靴の注文が急ぎで入ったことが漏もれたのだ。おまけに採さい寸すんした職人の話によると、それは見事な金きん髪ぱつの持ち主らしい。

「兄上が出席を？　招待状もないのに？」

　人払いをした謁えつ見けんの間まで国王と王妃、そしてグレウス公爵と話をしていたユーシスは、納なつ得とくのいかない面おも持もちで「冗談じゃない」と毒どくづいた。わざわざ「呼ぶな」と詮せん議ぎの前に申し伝えておいたはずなのに、兄の気まぐれのせいで全てが台無しだ。

「娘のクラリッサから聞きましたところ、どうも同行するのは召使のようですな。先だってキリアン様のお命を狙って捕とらわれの身となった少女の刺客が、どういう経けい緯いか、クラリッサの代理を務つとめるようです」

「まぁ、なんてこと。クラリッサの代理を罪人にやらせるとは、無礼にも程がありましょう。グレウス公爵、息子に代わってお詫わびいたします。どうか、お許しを」

「滅めつ相そうもございません、王妃様」

　玉ぎよく座ざの夫と並んで座った王妃ジゼルは、痛いたましげに顔を曇くもらせる。グレウス公爵は畏かしこまって頭こうべを垂たれ、ユーシスは何か良い策さくはないものかと思考を巡めぐらせた。

　招待を受けた貴族たちにも、それなりの動どう揺ようはあるようだ。

　仮にも第二王子の誕生日とあっては簡単に欠席などできないが、本音を言えばキリアンが来るなら遠えん慮りよしたい、と思う者は少なくないだろう。一つは彼自身が嫌われているという事実、そうしてもう一つは……常にキリアンの周囲には危険が伴ともなっているからだ。

　七星城へ何度も刺客が送られているように、宮中では第一王位継承者の彼を亡なき者にし、ユーシスを擁よう立りつしようという動きがないわけではない。そうでなくともキリアンは災いを呼び寄せると言われており、彼が出席することで巻き添ぞえになるのを怖おそれる空気は顕けん著ちよだった。

「今からでも、説得はできないかしら。祝宴には顔を出さないように、と」

　王妃の言葉に、ユーシスが真っ先に首を振る。

「いえ、そんなことをすれば兄上は逆に来ようとなさいます。そういう方じゃないですか」

「ああ……それもそうだったわね……」

「とにかく、兄上は天邪鬼あまのじやくなお方ですから。……仕方がない。やはりここは静せい観かんしておくしかないか、グレウス公爵？」

「でも、ユーシス。おまえは、それで良いの？」

　またも、王妃が気の毒そうに口を挟んできた。貴き婦ふ人じん中の貴婦人と謳うたわれるだけあり、翳かげの差した顔も絵のように美しい。彼女によく似た面おも差ざしで、ユーシスはにっこりと口を開いた。

「何がでしょうか、母上？」

「おまえの十七歳の誕生日を、キリアンのせいでメチャクチャにされるかもしれないのですよ？　宮中に妙みような輩が侵しん入にゆうするやもしれないし、せっかくの宴うたげが……」

「その時は、その時です。誕生日は毎年来るのだし、私のことでしたらお気き遣づかいなく」

「ですが……」

「それに、考えようによっては兄上と打ち解ける絶好の機会になるやもしれません。将来は、父上の後を継ついでエミール国を治める方。私は、その手助けがしたいのです。兄弟が力を合わせれば、この国の未来も安あん泰たいでしょう」

　ユーシスが誇ほこらしげに答えると、王妃は感かん激げきしたように胸に手を当て「まぁ、なんて優しい子でしょう。あなた、お聞きになりまして？」と国王の方を見る。

「わたくし残念でなりません。キリアンにユーシスの半分でも優しさがあれば、皆も次期国王として盛もり立ててくれるでしょうに。そうでなくても、あの子が成人して宮廷へ戻ってくるまであと一年。このままでは、いずれ宮中にいらぬ波風がたちそうで怖いですわ」

「そんなことはさせん」

　それまで黙って一同の話を聞いていた国王、ランドルフ二世は、重々しい口調で妻の不安を一いつ蹴しゆうした。王妃は再び臆おくしたように視線を外し、ユーシスは微かすかに胸を痛める。

　無口であまり社交的とは言い難がたい性格の国王は、キリアンが生まれて以降、ますます取っ付きが悪くなってしまった。王妃との仲にも見えない壁かべができ、それは十九年間に亘わたって積み重なって、もはや埋うめようのないものとなっている。

（お気の毒に、母上。身に覚えのない不ふ貞ていまで疑われて……）

　ユーシスがキリアンを疎んじるのも、実はそこに原因があった。

　美しい母を悲しませ、父の愛情を曇らせた忌み子──兄のせいではないとわかっていても、それがどうしても許せないのだ。しかも、王家の不幸は全て彼が元げん凶きようであるにも拘かかわらず、クラリッサの話によれば王妃はキリアンを気にかけていると言う。

（私は、そんなのは認めない。兄上が宮廷を出てから、母上を支えてきたのは私なんだ。父上との橋渡しを務め、少しでも母上に笑顔が戻るようにと……それを……）

　ユーシスは、物心ついた頃からすでに周囲の空気に敏びん感かんだった。

　二番目の王子は正せい統とうな血ち筋すじを表す金髪を持ち、王妃譲ゆずりの美び貌ぼうと賢かしこさを備えている。そんな評判が高まるにつれ、忌み子が生まれたこと、その経緯にまつわる不穏な噂で一時は地に落ちた王家の人気も少しずつ盛り返していった。お陰かげで皆がユーシスを褒め称たたえ、宮廷に光を取り戻した功こう労ろう者しやと賞しよう賛さんする。

　それ故ゆえ、王妃もユーシスを溺でき愛あいした。四強の貴族のうち、彼女の実家でもあるバルディ一族の長ちよう、グレウス公爵が側近の如ごとく付き従うようになったのも当然の流れだ。今や宮中ではユーシスの後見人とまで目されており、現国王を凌しのぐとも言われる政治的手腕と人望で、着々と派は閥ばつを広げつつあった。

「とにかく、母上は何もご心配なさいませんよう。──どうか父上も」

　力強く言い切り、ユーシスは明るく微笑ほほえんでみせた。




　謁見の間から下がったユーシスは、あうんの呼吸で後を追ってきたグレウスと早足で宮廷内を歩き出す。人に聞かれて困る相談は、一か所に留まらずにするのが吉だ。

「……グレウス公爵。何か打つ手は？」

　王妃の前とは別人のように、冷めた抑よく揚ようのない声音でユーシスが尋ねる。

「兄上が連れてくるという少女は、暗殺に失敗した刺客だそうだな。その後、首しゆ尾びはどうなっている？　確か、おまえの話ではもう一人捕らわれている男がいるはずでは？」

「折々に連絡は取っておりますが、腕は立つものの少々癖くせのある人物でしてな。機会を待てと申し付けてあります。恐らくは、キリアン様に隙のできるパーティ当日が狙い目かと」

「だが、宮中で血ち生なま臭ぐさい茶番は困る。兄上に暴あばれられても厄やつ介かいだ」

「その点は、こちらでも考えております」

　抜かりなく、とグレウスが呟くのを、ユーシスは無表情のまま受け止めた。だが、出入りする大臣や召使などが視界に入ると、瞬しゆん時じに氷が溶とけるように穏おだやかな微笑が刻まれる。誰にも分け隔へだてなく挨あい拶さつに応じ、一言二言声をかけるだけで、彼の評判は揺るぎなかった。

「しかし、クラリッサも気の毒に。自分の父親が許嫁いいなずけの暗殺を企てたとは、よもや夢にも思っていないだろう。彼女は何だかんだ言いながら、兄上を慕したっているようだしな」

「我が国の将来のためでございます」

「うん……そうだな。すまない、無神経なことを言って」

　ユーシスは素直に謝り、年に一度顔を合わせるか合わせないかの兄の面おも影かげを瞼まぶたに描く。最悪な性格をそのまま写し取ったような不吉な佇たたずまいにも拘らず、不思議と彼は他人を魅み了りようした。誰も進んでそれを口にはしないが、無視できぬ強きよう烈れつな存在感がキリアンにはある。それは、自分がどんなに努力しても得られないものだとユーシスにはわかっていた。

「我らはエルランド家の影となり、国を裏側より支えてきた一族にございます。クラリッサもバルディ家の娘であれば、運命として受け入れましょう」

「まさか、彼女に真実を伝えるつもりなのか？」

「いえいえ、知らずに済むのなら無む論ろんそれが一番。キリアン様がみまかられた後は、それなりの格式の家へ嫁とつがせる心づもりでおります」

　気の毒に、と思うのと同時に、ここで「第二王子の嫁に」と口にしないところがグレウスの賢いところだとユーシスは感心する。彼がそう仄ほのめかした途端、全てが私し利り私し欲よくから生まれたものへと転じるからだ。だが、グレウスはあくまで「国のため」「バルディ一族の責せき務む」としてキリアンを排斥しようとしている。

　だからこそ、父としての彼の気持ちは汲くんでやらねばならない。クラリッサは世間知らずで我わが儘ままだが、決して愚おろかではなかった。王妃になるべく英才教育も受けているし、何より現王妃に可か愛わいがられている。自分の妻にするのに、何ら問題のない相手だった。

「けれど、私も最初に知った時は驚おどろいた。宮廷の陰いん謀ぼう劇げきには、昔から暗あん躍やくする組織があるとは噂に聞いていたが……グレウス公爵、貴方がその首しゆ謀ぼう者しやだったとは」

「私は、父より継いだだけにございます。それに、政情が不安定だった過去とは違い、今はさほど活躍する機会もございません」

「その分、他のところで稼かせいでいるのだろう？」

　試しにカマをかけてみたが、グレウスは意味深に笑むばかりだ。ユーシスとて、ある日こっそり彼から組織の存在を打ち明けられるまで、まさか実在するとは思わなかった。

『キリアン様に、我が国の命運を任せるわけにはまいりません』

　グレウスはそう持ちかけ、しかしながら王族を手にかけるには王家の命がなければ組織は動かせない、たとえ首謀者であっても、と囁ささやいてきた。王家存そん続ぞくのために作られた組織の、それが数百年受け継がれた理り念ねんなのだと言う。つまり、ユーシスから直々にキリアン暗殺の許しを得たい、と言ってきたのだ。

　これまでも、グレウスが関かん与よしていない刺客が何人も七星城へ送られては返り討ちに遭ってきた。その話はユーシスも知っていたが、自分が関わることになろうとは夢にも思わず、グレウスへ返事をするまでにかなりの葛かつ藤とうをくり返す。だが、残された時間は短かった。現在十九歳のキリアンは、一年後に七星城から王宮へ戻ってくる。そうなれば注目度は格かく段だんに跳はね上がり、容よう易いに死なせるわけにはいかなくなるのだ。もし彼の身に何かあれば、たちまち良くない噂が諸外国まで流る布ふし、政情不安定の印象を植え付けるだろう。そうなったら、お家騒動どころではなくなってしまう。

「国王ではなく、どうして私に……とは思ったがな」

「残念ですが、国王は私に心を許してはおられません。説得は難しいかと」

「あの人は、誰に対してもそうだよ。兄上が黒髪で誕生した瞬間から、心が凍こおりついてしまわれたのだ。母上の不貞疑惑が晴れた今でも、その氷は少しも溶けない」

　ユーシスは溜め息をつき、ほんの少しだけエルランド家の運命を呪のろった。

　キリアンが忌み子に生まれさえしなければ、自分たちは普通の兄弟として助け合い、手を携たずさえて国を動かしていけただろう。王妃はよく笑い、国王は賢けん帝ていと呼ばれた頃の輝きを失いはしなかった。時には仲なか睦むつまじい家族として、温かな時間を過ごせたに違いないのだ。

「実の兄の死を願う──そんな恐おそろしい道を自分が歩くとはな」

「血筋を重んじる王家だからこそ、生まれる修しゆ羅らにございます。お覚かく悟ごを、ユーシス様」

　わかっている、と答えようとしたが、ユーシスの唇は上手く動かなかった。
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「キリアン様はズルいです。姫君を独り占めにして」

　レティシアのいなくなった大広間で、キリアンはイヴァから早速文句を言われていた。城主の椅子は雷で木こつ端ぱ微み塵じんとなったので、仕方なく大窓の桟さんへ浅く腰かける。月光を背景に思い返すのは、イヴァの繰くり言ではなくレティシアの声だった。

『私……私は……』

　その先を彼女が口にすることは、とうとうなかった。

　だが、今夜のところはそれで満足だ。即そく座ざに拒きよ否ひしないのは、迷いのある証しよう拠こだろう。後は時間さえ過ぎれば、自然とこの手へ落ちてくる。

「聞いているんですか、キリアン様！」

「怒鳴るな。おまえ、レティシアが来てからおかしいぞ。それ以上調子に乗るようなら、俺が主あるじであることをきつく思い知らせてやろうか？」

「貴方は……私の本当の主ではありません」

「また、それか。騙だまそうが何をしようが、おまえは一度契約をしたんだ。見苦しい」

　ウンザリと溜め息をつくと、普通ならここでしょんぼり引き下がるはずのイヴァがつかつかと歩み寄ってきた。額ひたいの銀ぎんの輪が月光を浴び、紫むらさきの瞳が宝石のように夜空を映す。柄がらにもなくその美しさに見み惚とれていたら、彼はきっと表情を引き締め、キリアンへ向かって言った。

「私は、キリアン様に忠告します。姫君には、これ以上お近づきにならないように」

「そんなことは、俺が自分で決める。指さし図ずをするな」

「いいえ、これは姫君のみならずキリアン様のためでもあるんです。姫君が死ぬまでご自分の側そばに留めておかれるなんて、とんでもないです。先刻の言葉は噓だったと、明日はっきり姫君へ言った方がいいです」

「イヴァ……おまえ……」

　こんなにしつこく食い下がるからには、何か特別な理由があるはずだ。鬱うつ陶とうしいと追い払うことは簡単だったが、何かがキリアンの心に引っかかった。イヴァは人間ではないので、たまに思考が理解し難い飛び具合を見せる時がある。理り屈くつが通らなかったり、情がまるきり欠けていたり、その言動で驚かされるのもしょっちゅうだ。けれど、それとは別であることは真剣な眼まな差ざしを見れば伝わってきた。

「おまえ、何を知っている？　もしかしてレティシアの正体か？」

「…………」

「あの女は、ただの暗殺者じゃない。本人に自覚があるかどうかは知らないが、両親の血に守しゆ護ごされている。相当に強力な『呪』だ。人間に使える術じゆつじゃない」

「そこまでご存ぞん知じでしたか。まぁ、キリアン様をいつまでも騙せるはずはないと思いました。貴方は噓つきだから、自分が騙されないよう人一倍注意深いですもんね」

「能のう書がきはいい。さっさと話せ」

　イライラして先を促うながすと、おしゃべりだったイヴァはしばし沈ちん黙もくする。彼にしても、全てを話してしまっていいものかどうか、決めかねる部分があるらしい。しかし、何も言わなければキリアンとレティシアはどんどん距離を近づけてしまう。

「あの、キリアン様。私は姫君が好きなんです」

「それがどうした？」

「本当は、黙ってた方がいいのかもしれません。そうすれば、多分私はすぐ自由になれる。でも、やっぱりキリアン様と姫君が仲良くするのは面白くないです。むーってなります」

「何が言いたいんだ、おまえは。第一、俺とあの女のどこを見れば〝仲が良い〟なんて頭に花が咲いたような感想が出てくる？　バカバカしい。いいか、あいつは」

「姫君は、白の魔族の末まつ裔えいです」

　思い切った声音が、キリアンの言葉を遮さえぎった。

　一瞬でキリアンを取り巻く時間が止まり、心臓の音がやけに大きく響ひびいてくる。

　イヴァは決意を固めたのか、厳きびしい表情で改めて口を開いた。

「間違いないです。ご両親は黒の魔族に人間界まで追われて、そこで力尽きて亡くなられたんだと思います。その際さい、残された娘に封ふう印いんと守護の『呪』をかけたんでしょう」

「な……んだと……」

「真紅の耳みみ飾かざりに守護の『呪』を。そうして、恐らくは……唇に封印の『呪』を」

「…………」

「ですから、あの方は私にとって正統な主。白しろの姫君なのです」

「あいつが……『白』の姫だって言うのか……？」

　幼おさない頃、乳う母ばが寝ね物もの語がたりに聞かせてくれたお伽とぎ噺ばなし。

　今、キリアンの脳裏にぐるぐると蘇よみがえるのは、毎夜くり返された一つの言葉だった。

　いいですか、キリアン様。

『白』の姫には、決してキスをしてはなりませんよ。

「そうか……そういうことか……」

「キリアン様……？」

「どうりで……は……ははは……」

　渇かわいた笑い声が、喉のどから呻うめくように零こぼれ落ちる。

　キリアンは身体からだを二つに折り、苦しくなった呼吸を整えようと努力した。鼓こ動どうは早はや鐘がねの速度で鳴り響き、全身の血が沸ふつ騰とうしたような錯さつ覚かくに襲おそわれる。未だかつて、こんなに動揺したことはなかったし、まともに衝しよう撃げきを受けている自分が信じられない気持ちだった。

「まいったな……大抵のことには、慣れてきたつもりだったが」

　実の父に「汚けがらわしい」と言われ、母の手を摑もうとして振り払われた。周囲の人間が遠巻きに嫌けん悪おの目を向け、陰かげ口ぐちは夢の中にまで追いかけてくる。挙あげ句くに十歳になった途端、宮廷から無理やり出され、荒れ果てた七星城へ追いやられた。

　それで、もう充分だったはずだ。

　驚いたり悲しんだりする感情は、全部使い果たしたと思っていた。

「イヴァ、俺はレティシアをわざと生かしておいたわけじゃない」

「え？」

　ようやく落ち着きを取り戻し、自じ嘲ちようの笑みと共にキリアンは呟いた。

「あいつが俺を殺しにやってきた夜、俺は何度も雷を放った。だが、当たらなかったんだ。レティシアは、俺があいつをいたぶるためにわざと外したと思ったようだが、本当はそうじゃない。あの時から、おかしな娘だとは思っていた」

「そうだったんですか？」

「そうでなくて、わざわざおまえを使うわけないだろう」

「まぁ、確かに普通の人間相手に私を発動させたのは、あの日が初めてですよね」

「まさか、そのおまえが止めるとは予想外だったがな」

　召喚した雷は彼女を避さけ、魔剣は命令に逆らって命いのち乞ごいをする。そんな相手が、普通の少女であるわけがなかったのだ。しかし、レティシアに魔力を使う素振りは見えなかったし、本人はいつでも生身で挑いどんできたので、キリアンにも答えは見つけられなかった。

「おまえ、あいつに今の話をしたのか？」

「ひどく驚いておいででした。ご両親についても、何も知らなかったようです。私の話も、本当に信じてくれたかどうか疑問です。早く自覚して、私を従えてほしいのになぁ」

「黙れ。おまえの主は俺だ。あの女じゃない」

「そうは言いますけどね、キリアン様。貴方が私を騙したせいで、契約はひどく不完全なんですよ。お陰で、私は本来の半分しか力が出せません。ま、貴方は正統な魔剣の主じゃないんだから当たり前ですけどね」

「半分で充分だ。おまえの力を百パーセント発動させたら、敵どころか城全体に累るいが及ぶ。魔族の間では単なる武器でも、人間界での魔剣にはそれだけの影響力がある」

「でも、私はつまんないです。お城を壊こわしたり、森を焼き払ったり、海を干ひ上あがらせたりしたいんです～。それが私の仕事だし、生まれた意味なんですから！」

「その割に、人を斬きるのは嫌いなようだが？」

「だって、血とか内ない臓ぞうで汚れるじゃないですか！」

　赤子のようにジタバタしつつ、イヴァはとんでもないことを言っている。生まれた意味とは御ご大たい層そうな、とキリアンは苦笑いをしたが、彼の言い分にも一いち理りあった。本来、イヴァは武器であり、世界を破壊し、（本人の意向はどうあれ）人を殺さく戮りくするための道具なのだから。

「そういえば、封印の『呪』とは何だ？　あの女の唇にかけられていると言ったな？」

「はい、そうですよ。姫君が魔族でありながら魔力を使えないのは、その力をご両親によって封印されているせいです。ただの娘として生きていくなら、魔力などない方がいいと思われたんでしょう。私は、そんな姫君が不ふ憫びんでたまりません！」

「わかった、わかった」

　やれやれと話を切り上げ、キリアンは桟から立ち上がった。今夜はあまりにいろいろな事実を知り過ぎて、これ以上は頭が整理できそうもない。動揺する自分に腹が立ち、己おのれにもまだ脆もろい感情があったのかと思い知る前に、ベッドへ入った方がよさそうだ。

「……『白』の姫にキスしてはならない、か……」

　何の気なしに呟いた言葉に、またしてもイヴァが屈くつ託たくなく反応した。

「あ、それは本当ですよ。キリアン様は、特に気をつけなくちゃいけません」

「どういう意味だ？」

「ええ～知らないで言ってたんですか？　あのですね、白の魔族には浄じよう化か能力があるんです。たとえ力は封印されていても、姫君もその能力はお持ちです」

「だから？」

「キリアン様の魔力は、黒に属ぞくするもの。つまり、お二人は対たい極きよくに存在します。姫君の封印が唇にあるということは、もしキリアン様が姫君に口づけをするとその封印が解かれるわけですよ。そうなったら……どうなるか、おわかりですよね？」

　答えはある程度察さつしがついたが、きちんと確かめずには気が済まない。キリアンはイヴァを冷たく見据え、貫つらぬくような視線で問いかけた。

「──言え。俺がレティシアに口づけると、どうなる？」

「また、そうやっておっかない顔をなさる……」

「いいから、さっさと言え！」

「怒鳴らないでくださいよぅ」

　顔をしかめてわざとらしく両耳を塞ふさぐと、イヴァは唇を尖とがらせる。

「姫君にキスをすれば、貴方の魔力は全て消え失せます。反対に、封印が解かれた姫君は魔族として蘇ります。今までとは、立場があべこべになるってことです」

「…………」

「私としては、それでもいいんですけどね。キリアン様が普通の人間になられれば、自然に契約は解除されて自由になれますから。だけど、そのために姫君の唇を奪われるのはやっぱり抵てい抗こうがあるんです。だから、特別に教えてあげました」

　そういうことか、とキリアンは全てに得とく心しんのゆく思いだった。

　乳母の話は、ただのお伽噺などではなかったのだ。キリアンが黒の王子である以上、絶対に守らねばならない掟おきてだった。十六年間ただの少女として育ったレティシアは魔力を望まないだろうし、自分とて今更普通の人間に戻れと言われても困こん惑わくするだけだ。

「あのぅ、キリアン様。今の話、姫君には内緒にしてくださいね。変に意識されても困りますから。人はダメだと言われると、余計に興味を持つものなんでしょう？」

「何故だ？　あいつの封印が口づけで解かれるなら、他の男が相手でも同じだぞ。いっそレティシアに全部話して、普通の娘でいたければ死ぬまで貞てい操そうを守れと言った方がいいんじゃないのか？　おまえは、あいつが誰かとキスするのが嫌なんだろうが？」

「ただの人間に、封印を解く力はありませんよ。キリアン様だから、注意したんです。魔族、ないし魔族に准じゆんじる力を持つ者の唇こそが危険なんです！」

　鼻息も荒くイヴァは断言し、「だからお願い」と言わんばかりの目でキリアンを見た。いい加減に辟へき易えきし、今度こそキリアンは大広間から出るべく歩き出す。何が危険だ、と心の中で毒づき、冷静に考えてみればレティシアに口づけなくてはいけない理由など何もないことにハタと思い至いたった。

（そうだった。うっかりイヴァの口調に乗せられたが、別にあの女とキスしなければいいだけのことじゃないか。まったく、バカバカしい）

　一緒になって動揺した分、怒りが沸ふつ々ふつと湧いてくる。

　思わず肩越しに振り返ると、イヴァはあれこれ話してすっきりしたのか、月を見上げながらご機き嫌げんで残りの焼き菓子を食べていた。
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　レティシアのドレス一式と靴が届き、いよいよ誕生パーティは明日に迫せまった。

　昼食の後でもう一度ダンスを浚さらっていると、窓越しにぞろぞろと人影の列が見える。何だろう、と不思議に思っていたら、程なくジュールが慌てて駆け込んできた。

「クラリッサ様です！　クラリッサ様が、たくさんの侍じ女じよを引き連れてこちらに！」

「クラリッサだと？」

　キリアンが露ろ骨こつに嫌な顔をし「追い返せ」とジュールへ返事をしかけた時、もう一人の召使の制止も聞かずにクラリッサ本人が大広間へ入ってきた。おまけに、いつもなら吊つり橋のところで馬車と共に待たい機きさせている侍女を五人も六人も従えている。

「突然、何の真ま似ねだ。俺は、他人が我が城へ上がり込むのを歓迎しない」

「それは、よく存じておりますわ。でも、非常事じ態たいですからお許し遊ばせ。大体、事前にお約束をしようとしても、キリアン様は聞いてはくださいませんでしょう？」

「…………」

「とうとう、明日がユーシス様のお誕生パーティですわね。ダンスの練習もけっこうですが、晩ばん餐さん会かいのマナーは大丈夫なのかしら。そちらの子、どう見ても正式な礼れい儀ぎ作法を身に着けているとは思えませんわ。大体、何ですの、そのドレス。急ごしらえでみっともなくてよ」

　次から次へと吐かれる険けんを含ふくんだ言葉に、レティシアは答えることもできずに困り果ててしまった。確かに二、三日で作らせたドレスは在庫のある布地とレースで何とか間に合わせたものだし、お世せ辞じにも最さい先せん端たんのデザインとは言えない。キリアンは意外にも趣しゆ味みが良く、届いたドレスを見て「これではダメだ」と難なん色しよくを示したのだが、背に腹は代えられなかったのだ。

「おまえは、わざわざ嫌みを言いに来たのか。暇ひまなお嬢様だな」

「ええ、嫌みならキリアン様に負けません。わたくし、今度のことでは宮中でも大おお恥はじをかきました。皆がキリアン様が来ると噂し、エスコートする令れい嬢じようはどこの方かと言っております。わたくしは、完全に振られた許嫁の立場ですわ。こんな屈辱は生まれて初めてです」

「あの……ごめん。いえ、ごめんなさい。私は、その、貴女あなたに恥をかかせるつもりでは……」

　聞いている間に、なんだかクラリッサが気の毒でたまらなくなってきた。レティシアは急いで前へ出ると、彼女の可か憐れんな白い手をいきなり両手で包み込む。

「なっ、何をなさるのっ？」

　突然の行こう為いに仰ぎよう天てんし、狼ろう狽ばいするクラリッサの瞳を、そのまま間近からジッと見つめる。

「どう詫びればいいだろう？　貴女のために何かしたい。何でも言ってくれ」

「わたくし、そういうつもりでは……」

「でも、貴女をひどく傷つけてしまったんだろう？　いくらキリアンの命令とはいえ、私もあまりに無神経だった。本当に申し訳ない。どうか許してもらえないだろうか」

「その前に、手……手を放してくださいな」

「ああ、ごめん。つい」

　震える手をゆっくり解放すると、いつぞやのようにクラリッサの頰ほおが赤あかく染まっていた。彼女は隠すようにそっぽを向くと、待っている侍女たちに向かって声をかける。

「おまえたち、早く始めなさい」

「かしこまりました、クラリッサ様」

　合唱隊のように声を揃そろえ、侍女たちは手にした箱をいくつも床へ置く。一体何が始まるのだろうかと、レティシアはおっかなびっくり見守った。

「失礼いたします」

　一人が汚れ防止のために一抱えもある巻き布を床に広げると、ちょうど光こう沢たくのある水みず色いろの池ができたようになる。他の者はきびきびと蓋ふたを開け、その上に取り出した品をどんどん並べていった。やがて水みな面もに極ごく彩さい色しきの花が咲くように、目にも艶つややかな光景が繰り広げられる。レティシアはおろか見ていたキリアンも驚きを隠せず、ジュールに至っては「ふわぁぁ」と感嘆の声を上げていた。

「これは……」

　目に映ったのは、まばゆいばかりの色とりどりなドレスたち。

　いや、ドレスだけではない。それぞれに似合った靴と宝石と扇おうぎとが完璧に揃えられている。中には手袋や髪飾り、付けぼくろまで用意された組み合わせもあった。ドレスはいずれも最高級の絹きぬ仕立てで、それ以外にも見事なレースや繊せん細さいなチュール、豪ごう華かな手て刺し繡しゆうなどがふんだんに取り入れられている。お陰で殺さつ風ぷう景けいな大広間は、たちまち舞ぶ踏とう会かいの如き華はなやかさとなった。

「あの、クラリッサ。これは……」

　半ば呆然としながら呟くと、ジュールが青くなって「レディ、呼び捨てはいけません！」と注意する。いけない、と慌てて言い直そうとすると、クラリッサは怒ったような顔で「別に構わなくてよ。わたくし、そんな些さ末まつなことは気にしません」と素っ気なく答えた。

「そんなことより、早くドレスを決めてしまいましょう。わたくしのお古ですけれど、今お召しになっているドレスの数百倍は良い物ですわ。キリアン様とジュールちゃん、申し訳ないけれどしばらく外へ出ていらしてね」

「クラリッサ、おまえ何を考えている？　レティシアに恩を売るつもりか？」

　半はん信しん半はん疑ぎのキリアンが、不ぶ躾しつけな質問を彼女へぶつける。しかし、クラリッサは少しも動じずに、むしろ堂々と言い返した。

「彼女は、わたくしの代役なんですのよ。みすぼらしい格好をされては、あんな女に負けたのかと陰口を叩かれます。そんなの、絶対に嫌ですわ」

「…………」

「これは、わたくしの意地です。誇りにかけても、彼女を最高の貴婦人にしてみせます」

　おわかり？　と一同をぐるりと見回し、クラリッサは嫣えん然ぜんと微笑む。

　その顔は、レティシアが見てきたどんな美女よりも美しかった。




「さぁ、いかがかしら？」

　たっぷり二時間は経過した頃、ようやく全ての工程が終了する。だが、レティシアは全身を映す鏡を覗のぞき込んだきり、なかなか感想が口をついて出てこなかった。

　ここにいるのは誰だろう──そんな愚ぐ問もんさえ浮かんでくる。

　クラリッサがあれこれ指示を出し、侍女が四人も五人も総出で磨みがき上げた結果が、鏡の向こうから自分を見つめていた。

「まったく、何の手入れもしてこなかったなんて耳を疑いますわ。こんなに見事な金髪、そうそうあるものではありませんのに。それに、うっとりするほどきめ細かな肌！　あちこち擦すり傷きずがあるのは残念ですけれど、これからの努力次第でいくらでも回復できてよ？」

　満足そうに語るクラリッサの言葉も、どこか他人事にしか聞こえない。それくらい、レティシアの格好は百八十度変わっていた。

　長い金髪を緩ゆるく結い上げ、うなじには後れ毛がふわりと踊る。

　真しん紅くの耳飾りに合わせて、ドレスは情熱的な赤が選ばれた。

　両肩をむきだしにして鎖さ骨こつを綺麗に見せるデザインは、三人がかりで締め付けたコルセットの効果で胸の谷間をふくよかに盛り立てている。大きく膨ふくらむスカートのバックは幾いく重えにも重なったフリルの洪水で、まるで大輪の薔ば薇らが咲き綻ほころんでいるかのようだ。

　胸元に三連の真しん珠じゆをあしらい、結った髪の右側にも真珠の髪飾りが輝く。光沢のある長い手袋の右手首には、同様に三連の真珠の腕輪が輝いていた。

「踵が少し高めですけど、裾を引き摺ずらないためにはこれくらいが必要なの」

　そう言ってクラリッサが勧めたのは、細い踵と極端なカーブを描いた婦人靴だ。見た瞬間、とても歩けないと思ったが、一度足を収めてしまうと不思議なほどしっくりと馴な染じむ。赤く染めた最高級の絹張りは、国一番の職人によるものだと彼女は誇らしげに説明した。

「こんなの……私には似合わない……」

　半ば呆然としながら、レティシアは夢ゆめ現うつつで呟く。

　憧れていないと言えば噓になるが、ドレスなど一生袖そでを通すことなどないと思っていた。それが、贅沢な素材をふんだんに使った上等なものを身に纏まとい、こうしてボンヤリと鏡を覗き込んでいるなんて、それこそ『呪』の仕し業わざではないかと疑ってしまう。

「お化粧のノリも良いので、いろいろ弄いじり甲が斐いがありましたわ。わたくし、人を飾りたてるのがこんなに楽しいとは知りませんでした。なんだか、お人形遊びをしているみたい」

「化粧なんか、初めてだ……」

「貴女、とても綺麗でしてよ。これなら、立派にわたくしの代理が務まりますわ」

　コロコロとクラリッサが笑い、行きましょうとレティシアの手を取った。部屋の外では、ジュールやキリアンたちが待ちくたびれている頃だ。

　早く見せたいような、逃げ出してしまいたいような、そんな騒ぐ心を宥なだめながらレティシアは深呼吸をした。侍女の開けた扉から、まず仏ぶつ頂ちよう面づらのキリアンが入ってくる。この俺を待たせるとは、と言わんばかりの顔つきは、しかしレティシアと目が合った瞬間に変化した。

「キリアン様、何かお言葉を」

　気を利かせたクラリッサが促し、ようやく彼は他の人間の存在に気づいたようだ。レティシアに向かって口を開きかけ、だが何も言葉が見つからないのか、すぐに閉じてしまった。

「キリアン様……？」

　怪訝そうにクラリッサが様子を窺うかがうが、やはり返事はない。

　それでも、レティシアには充分だった。言葉はなくても、キリアンの目を見れば彼が満足しているのは伝わってくる。微かな驚きと賞賛は、なかなか動かせない唇が証明していた。

「明日、また来ます。支度は、わたくしの侍女に任せるといいわ」

　まるで物語に登場する、良い魔法使いのようだ。

　レティシアがそう呟くと、クラリッサは「黒の王子よりマシですわね」と微笑んだ。










[image: ]










　エミール国の第一王子、キリアン・エルランドが七しち星せい城じようから出るのは、一年に一度あるかないかの頻ひん度どになる。ちなみに前回の外出は一年半ほど前で、どうしても欲しい書物を見つけるためだった。用事が済んだら寄り道せずにさっさと引き返してきたので、街に滞在したのは実質三時間ぐらいがいいところだったろう。

　だが、今夜はそれとは違う。

　何と言っても、キリアンが女性をエスコートして馬車へ乗り込む姿など滅めつ多たに拝おがめるものではなかった。おまけに、その女性とは彼の命を狙ねらってやってきた暗あん殺さつ者しやで、宮きゆう廷ていのパーティどころかドレスもダンスも初体験という危なっかしさだ。

　けれど……──。

「綺き麗れいだったなぁ……」

　二人を見送った後、ジュールは何度となく正せい装そうのレティシアを思い出しては溜ため息をつく。

「あれなら、どんな美び姫きにもひけは取らないや。ご主人様と並ぶと、赤あかと黒くろのコントラストがまるで絵物語のようだった。きっと、宮廷でも一番目立つだろうなぁ」

「ふんふん、そんなに綺麗だったか」

「それはもう……って、あっ！　貴方あなた、何してんですか！」

「しーっ。大声を出さない」

　いつの間にか背はい後ごに忍しのび寄っていたレオンが、急いでジュールの口を塞ふさぐ。ここは地ち下か牢ろうでも何でもなく、台所手前の長なが廊ろう下かだ。牢にいるはずのレオンがうろついているわけがなく、ジュールは目を白黒させた。

「もがっ……ふぐ……ふが……っ」

「うんうん、〝こんなとこで何してるんですか？〟だろ。あのな、キリアンが城を留る守すにするなんて、そんな千せん載ざい一いち遇ぐうの夜を逃のがすわけないじゃないか。俺は、この日を待っていたんだよ。だから、脱だつ走そうさせてもらいました」

「ふんぐ……もがぁ……っ」

「〝そんなバカな！　僕、ご主人様に叱しかられちゃう！〟かな」

「んぐっ！」

「あいてーっ！」

　思い切り指を嚙かまれて、思わずレオンは手を離す。すかさずジュールは身を翻ひるがえし、どこに隠し持っていたのか短剣をすらりと構えて見せた。

「怪け我がをしたくなかったら、すぐに牢へ戻ってください！」

「おやおや。ただの生なま意い気き坊ぼう主ずかと思ったら……その構えを見たところけっこうやるね？」

「ふざけてる場合じゃありませんよ！　まったく、何やらかすんですか、貴方は！」

　剣など持ったこともない、という容姿ながら、ジュールの構えには隙すきがない。恐らく、基き礎そからしっかりと剣術を叩たたき込まれているのだろう。レオンは内心彼を見直し、伊だ達てに黒の王子の従じゆう者しやは務つとめていないなと思う。

「さぁ、早く歩いて。不ふ穏おんな素振りを見せれば、すぐ斬きりますからね。ご主人様には、貴方がおかしな真ま似ねをしたらすぐ殺あやめて良いと言われてるんです」

「ひっでぇなぁ。人の命を何だと思ってるんだ？」

「暗殺者に言われたくありません！」

「ごもっとも」

　まともすぎる反はん撃げきを食らい、しばらくレオンはおとなしくなった。だが、それきり少しも動こうとはしない。ジュールは焦じれて剣先を伸ばし、脅おどすように鼻先へ突きつけた。

「僕が子どもだからと油ゆ断だんしないことです。歩かなければ斬りますよ！」

「はいはい……っと」

「あっ！」

　背中を向ける振りをした次の瞬間、レオンは素早くジュールの右手を摑つかんだ。そのまま彼を床へ引き倒し、あっという間に短剣を奪うばう。あまりの短時間の出で来き事ごとに、ジュールは何が起きたのかとパチパチ目を瞬しばたたいた。

「悪いな、チビッ子。これ貰もらっとくな。いつか、この借りは必ず返すよ」

「貴方って人は……呆あきれましたね……」

　思いきり渋しぶ面めんになったジュールは、仰あお向むけに寝転がったままレオンへ悪あく態たいをつく。だが、その態度は不思議なほど冷静だった。これにはレオンも些いささか拍子抜けし、打ちどころでも悪かったかと心配になる。

「おい、おまえ。大丈夫か？　あれだけ構えがちゃんとしてるなら、受け身くらい……」

「大丈夫ですよ、ご心配なく。それに、僕も貴方にお詫わびがあります」

「え？」

　レオンが差し出した手を断り、ジュールは自力でゆっくりと起き上がった。

「本当は、貴方を釈しやく放ほうせよとご主人様から言われていました。緊きん縛ばくの『呪じゆ』も、レディと共に解とかれています。今この瞬間から、貴方はどこへ行こうと自由なんですよ」

「それはまた……どういう風の吹き回し……」

「僕に言わせる気ですか？　貴方は、ちゃんとわかっていたのではないですか？」

　鋭い指し摘てきに、こいつ相手にとぼけても無む駄だかとレオンは降こう参さんする。レティシアが第二王子の誕生パーティに連れて行かれると聞いた時から、今夜を脱走の決行日と決めていた。その際さい、キリアンは必ず緊縛の『呪』を解くはずだ。二人一緒にかけられた『呪』は、個別に解くことはできない。その定じよう石せき通り、レティシアが城を出た後なら逃げられると踏ふんだ。

「けど、釈放までは半々だったな。レティシアは俺の解放を望むだろうが、キリアンがそれを受け入れる確証はなかったし」

「レディは、ずっと貴方を気にかけておいででした。二言目には貴方の名前を出すので、ご主人様も嫌いや気けが差したのでしょう。地下牢で死なせるのも城から追い出すのも、貴方とレディが二度と会わなくなるのであればどちらでもいいんじゃないですか」

「ガキかよ」

　呆れて反はん射しや的てきに毒どくづいた言葉に、ジュールは我が慢まんしきれず苦笑した。

「ほら、もう行ってください。ご主人様たちのお戻りは明け方です。それまでには姿を消していないと、今度こそ殺されますよ」

「レティシアは、どうするんだ？」

「それは……」

「俺を逃がす代わりに、死ぬまでキリアンの退たい屈くつしのぎに付き合わされるのか？」

「…………」

　ジュールの立場では、これ以上は答えられない。だが、沈ちん黙もくは何より雄ゆう弁べんな是ぜだった。レオンはふぅ……と息を漏もらし、奪った短剣を腰のベルトへ手早く差し込んだ。

「それじゃ、今から追っかけて奪い返してくるしかねぇな」

「えっ！」

「幸い、奴やつらの居場所ははっきりしている。せっかくだし、俺も第二王子のお誕生を祝ってくるとするか。じゃあな、チビッ子。いろいろ、ありがとうな」

「レオンさん！」

　初めてまともに名前を呼ばれ、背中を向けたレオンは満まん更ざらでもない気分で右手を挙げる。

　パーティが始まったのか、遠く離れた七星城まで花火の音が聞こえてきた。
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　招待は受けていないが、キリアンが出席することはすでに宮中に知れ渡っている。そのせいか、彼とレティシアを乗せた馬車はどこの門でも止められることはなかった。

「ふん。どうやら、王家側も俺を追い返せとの命は下していないようだ」

「そんなこと、するものか。だって、おまえは……」

「第一王位継けい承しよう者しやだから……か？」

　皮ひ肉にくめいた物言いに、レティシアは思わず唇くちびるを閉じる。肩書き故ゆえに無理が通るのであって、決して今夜の主役の実じつ兄けいだからではない──そうキリアンは言っているのだ。肉親の情があるならば、何を差し置いても招待状は届けられるはずだった。

　祝しゆく宴えんが開かい催さいされるのは、王宮の離れに作られた『ブランケット館』。第二王子、ユーシス誕生を記念して王が造らせた瀟しよう洒しやな館だ。特に中庭は一番の自じ慢まんで、宮廷お抱えの魔導士が特別に交配した、王家の紋もんでもある百ゆ合りが四季を通じて咲いている。

「そうか、このきつい香りは百合か……」

　夜風に乗って馬車まで流れてくる甘い匂いに、レティシアは微妙に嫌な顔をした。

「あまり好きになれないな。七星城の薔薇は、さほど気にならないんだが」

「おい、レティシア。少しは貴き婦ふ人じんらしい言こと葉ば遣づかいをしろ。せっかくのドレスが台無しだ」

「あ、すまない」

「だから」

　キリアンが更に文もん句くを言いかけて、「もういい」と途中で匙さじを投げる。こんなことでムキになるのが、バカバカしくなったのだろう。

　そうこうしている間に、馬車が館の正面に着いた。出迎えの従者が恭うやうやしく近寄ってきたが、客人がキリアンだと知ってハッと青あおざめる。だが、すぐに笑顔を取り繕つくろい、馬車の扉を開けると口こう上じようを述のべた。

「ようこそ、いらっしゃいました。キリアン王子。レティシア様」

「え、私の名前……」

「クラリッサ様より、承うけたまわっております。今こ宵よいは、どうぞお楽しみください」

　思わぬ計らいに感動し、「ありがとう」と声をかける。顔を上げた彼はまともにレティシアを視界に入れてしまい、夜よ目めにもわかるほど真っ赤になった。

「行くぞ、レティシア」

　先に降りたキリアンに強く手を引っ張られ、危うくドレスの裾すそを踏んづけそうになる。何を怒っているんだ、と不ふ可か解かいに思いつつ、レティシアは早足の彼に一いつ生しよう懸けん命めいついていった。

　館の中はすでに音楽と人で溢あふれ、無数に灯ともされた燭しよく台だいが昼間と見み紛まがうほどまばゆく煌きらめいている。眩まぶしさに瞳ひとみを細め、やや緊きん張ちよう気味にホールへ足を踏み入れると、弦げん楽がつ器きの旋せん律りつが一層華はなやかに耳へ流れ込んできた。

　着き飾かざった貴族と貴婦人、足元を駆けていくリボンをつけた仔猫。道どう化け師しや大だい道どう芸げい人にん。

　カルテット楽団が絶え間まなくワルツを奏かなで、さざめきと笑い声が混まじり合う。

「どうした、物珍しくて仕方ないか？」

　耳元へ唇を寄せ、キリアンがからかうように囁ささやく。だが、そう言われても反はん論ろんのしようがなかった。現に、レティシアはこんな華やいだ場所へ来たのは生まれて初めてなのだ。

　薄暗い部屋に暮らし、人を殺める辛い訓練に明け暮れ、飢うえの心配こそなかったものの、心は常に渇かわいていた。レオンがいなければ、笑うことさえできなくなっていただろう。そんな生活をずっと強しいられていた身には、あまりに別世界すぎてただ圧あつ倒とうされてしまう。

「世の中には、こんなに菓子があるのか……」

　ふと目についたテーブルには、三段重ねのホールケーキや砂糖で作った果実、ピンクの生クリームを乗せた焼き菓子などが零こぼれ落ちそうなほど並んでいた。イヴァが見たら大喜びするだろうに、と思っていたら、ほぼ同時にキリアンが同じことを口にする。おかしくなって思わず顔が綻ほころびかけた時、レティシアは自分たちに注がれる不ふ快かいな視線に気がついた。

「あら……ねぇ、ごらんになって」

「おやおや、これは」

「まぁ……」

　来客たちはこちらの存在を意識し、無ぶ遠えん慮りよな態度を隠しもしなかった。最初は遠慮がちだったヒソヒソ話も、あちらこちらと広がるうちに次第にトーンを上げていく。仮にも第一王子が来ているというのに、歩み寄って挨あい拶さつをしようという者すらいなかった。

　何な故ぜ、どうしてここに。

　せっかくの晴れやかな席なのに。

　そんな言葉の端はし々ばしに、畏い怖ふと侮ぶ蔑べつの両方が滲にじんでいる。レティシアは元より覚かく悟ごの上だったが、黒の王子とはこれほどに疎うとまれている存在なのかと芯しんが冷える思いがした。

「どうした、レティシア」

　一向に気に留とめた風もなく、涼すずしげな横顔でキリアンが問う。

「もう臆おくしたか？　案外、臆おく病びような奴だな」

「……バカを言うな。貴族というのはこうも目つきが下品なのかと、ちょっと驚おどろいただけだ」

「下品？　はは、いい観かん察さつ眼がんだ」

「キリアン、次だ」

　不ふ意いに、たまらなく怒いかりがこみあげてきた。

　誰の、何に対する、どんな怒りかはわからない。けれどレティシアは無む性しように腹が立ち、考えるより先に言葉が飛び出していた。なんのことかわからずキリアンは怪け訝げんな顔で見返してきたが、有う無むを言わさず彼の手を取ると、好こう奇き心しんむきだしの人々をかき分けて中央へ出る。

　その瞬間、人々は戸と惑まどい、視線が一斉に二人へ集中した。

　不穏な空気に反応して音楽が尻すぼみに止やみ、踊っていた者たちはそそくさと場を離れていく。残ったのは、向かい合って立つレティシアとキリアンの一組だけだった。

「おい、なんの真似だ、レティシア？」

「せっかく練習したんだ。ちゃんと踊って帰ろう」

「は？」

　意味がわからない、とでも言うように、キリアンが片方の眉まゆを上げる。

　けれど、レティシアは鮮やかな紅を引いた唇で凜りんと声を響ひびかせた。

「ダンスだ。おまえ、今夜の私は貴婦人に見えると思うか？」

「…………」

「第一王位継承者、キリアン王子のパートナーに相応ふさわしいか？」

　真まっ直すぐな問いかけに、珍しくキリアンが返事に躊ちゆう躇ちよする。しかし、すぐにいつもの皮肉めいた笑みを唇に刻むと、蠱こ惑わくに満ちた仕し草ぐさでレティシアの腰へ右手を回してきた。

「──音楽を」

　黒の王子の印象を一変させる、麗うるわしい微び笑しようで彼は楽団へ命令する。

　艶あでやかな黒髪、ぬばたまの瞳。

　そこに佇たたずむのは、稀まれな美び貌ぼうと王族の気品を兼かね備えた完かん璧ぺきな王子に他ならなかった。

「キリアン……」

「転ぶなよ？」
















　彼は共犯者の声こわ音ねで囁き、左手でレティシアの手をそっと取る。

　その一連の流れに、二人を囲む空気が明らかに変化した。乙女おとめたちは先せん刻こくとはまるで違う熱さでキリアンを見つめ、黒と赤の完璧な一対へ憧れと羨せん望ぼうを抱き始める。

　我に返った楽団の人間が、緩ゆるやかな旋律を再開した。キリアンのリードで難なくステップを踏み、可か憐れんにくるくると舞うレティシアへ、今度は男性陣から溜め息とも感かん嘆たんとも取れる声が送られる。音楽は心地好く、身体からだは羽は根ねのように軽く、レティシアは零れんばかりの魅み力りよくを振りまきながら、キリアンとぴったり呼吸を合わせて踊り続けた。

「レティシア」

　周りには聞こえないよう、声をひそめてキリアンが言う。

「さっきの返事だが」

「え、何？」

「今夜のおまえは、ここにいる誰よりも……」

　音楽が最さい高こう潮ちように盛もり上がり、その続きをかき消した。レティシアは訊きき返そうとしたが、直後に曲が終わって叶わなくなる。足を止めたキリアンはこの上なく満足そうな顔でこちらを見つめていたが、とうとう何も言わずにレティシアから手を離した。

「まぁまぁまぁ、キリアン様！　大たい層そうお久しゅうございますこと！」

　ダンスを終えて移動すると、露ろ骨こつなまでに一変した空気が待っていた。

　先刻まで異い端たん者しやを見るような目をしていた者たちが、我も我もと挨拶へ押しかけてくる。あまりの変わりようにレティシアが呆れていると、すぐ傍かたわらで聞き慣れない声がした。

「兄上は七星城にほとんどこもっておいでなので、悪い噂うわさばかりが先行してしまうのです。実物の兄上を知っている者は、実は宮廷にはそう多くはおりません。この方々も、頭の中で作り上げた忌いみ子の兄上を勝手に怖おそれていたのでしょう」

「貴方は……」

　背の高い、美しい青年だった。

　年齢は若く、キリアンよりいくつか年下だろうか。醸かもし出す雰ふん囲い気きは凪ないだ水面みなものように穏おだやかで、そのくせ水底には何かを沈しずめている不思議な緊張感があった。

「自己紹介が遅れて、申し訳ありません。私は、ユーシス・エルランド。今宵は、私の十七回目の誕生日です。わざわざのお運び、感謝いたします」

「貴方がキリアンの弟……」

「兄上がどんな女性を伴ともなっていらっしゃるか、きっと誰よりも楽しみにしていたのは私でしょう。何しろ、許嫁いいなずけのクラリッサ殿でさえ、人前に同行されたことはありませんから」

「そう……なのか……？」

「ええ」

　にこやかにユーシスは答えるが、レティシアには胸の痛む話だった。このドレスも靴くつも宝石も、何もかも整えて送り出してくれたのは他ならぬ彼女だ。本当ならここで談笑し、キリアンとダンスを踊っていたのはクラリッサだったかもしれないのだ。

　──でも。

　ちりっと焼かれるような痛みが、一瞬レティシアを怯ひるませる。申し訳ない、という気持ちの中に、今確かに別の感情が混じっていた。それは、クラリッサが皆の前でキリアンとダンスを踊るという想像から生まれたように思う。

（何だ……何を考えているんだ、私は……）

　クラリッサに嫉しつ妬となど、あってはいけないことだった。レティシアは狼ろう狽ばいし、負の感情を急いで抑え込もうとする。彼女はキリアンの許嫁だし、彼の隣にいる正当な権利がある。それに比べたら、自分の方こそ邪じや魔ま者ものだ。

「どうなさいました、レティシア殿？」

「いや……何でも……」

　自分の言葉が与えた影響を、ユーシスが知るわけがない。そうは思ったが、彼には注意しようとレティシアは思った。甘く端たん整せいな容姿と、金髪と気品ある物腰の第二王子。キリアンと似たところは一つもないのに、間違いなく兄弟だという気がする。

「レティシア、何をしている。勝手に俺の側そばからいなくなるな」

「兄上、ご無ぶ沙さ汰たしております」

　一ひと目め挨拶を、と集まる人々を放り出し、キリアンがやってきた。だが、レティシアの隣にいるのがユーシスとわかるなり、みるみる表情が険しくなる。それだけで、二人の仲があまり良好でないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「俺のパートナーに何をしている？」

　開口一番、底冷えのする声音で尋たずねると、キリアンは強引にレティシアを引き寄せる。

「この女は、社交のために連れてきたんじゃない。おまえが相手にしなくてもいい」

「ひどい言い様ざまですね。今夜の主役は私ですよ。誰とどれだけ親しくなろうが、僕の自由ではありませんか。まったく、数年ぶりに顔を合わせたというのに、兄上は相変わらずだ」

「ふん？」

「相変わらず、何もかも独どく占せんしないと気が済まないご気性だ、と申し上げたんですよ」

　優しげな顔立ちに反して、ユーシスはなかなかの毒どく舌ぜつだ。そんなところもそっくりだ、とレティシアは思ったが、一方で（全然違う）という違い和わ感かんも抱いた。

　確かにキリアンは口が悪く、人の気持ちなど思いやる素振りも見せない。ダンスの練習時になど、何百回「バカ」と罵ののしられたかわからないほどだ。

　けれど、彼の言葉には『感情』があった。憎にくしみ、怒りだけでなく、時には嬉うれしそうだったり楽しげに毒を吐いていたりする。腹が立つのは同じだが、ユーシスの発する体てい裁さいを取り繕った嫌みとは少し種類が違っていた。

「俺が、いつ何を独占した。ユーシス、おまえにだけは言われたくないな」

「第一王子のくせに何年も勝手をしておいて、ようやく顔を出したかと思えば着飾った罪人と吞のん気きにダンスですか。そんなことをする前に、父上や母上に挨拶をなさったらいかがです？」

「弟の誕生日に、招待もされていない息子からか？」

「おや、それを承しよう知ちでいらしたんじゃないんですか？」

「──あの！」

　いい加減痺しびれを切らし、レティシアが強引に口を挟んだ。

「さっきのダンスは、私がキリアンにせがんで無理やり付き合わせたんだ。責せめるなら、彼ではなく私にしてほしい。キリアンに咎とがはない」

「貴女あなたが……？」

　ユーシスは些か意外そうな顔をしたが、力強いレティシアの瞳に何かを感じたようだ。深く追求はしてこず、言葉の代わりに小さく息を吐はくに留とどめた。

「せっかくの夜です。諍いさかいをするのは無意味ですね。それでは、私が後で母上だけでもお引き合わせしましょう。どうか、一目なりとお会いになってください」

「断る。俺は会いたくないし、それは向こうも同じだろう」

「そう依い怙こ地じにならずに。母上だって、兄上を気にかけておいでなのですから」

　一方的に話を取り決めると、ユーシスは優ゆう雅がに一礼して他のグループへ向かう。キリアンは苦々しく舌打ちをしたが、それでもレティシアに「帰るぞ」とは言わなかった。

　そういえば、とこの期ごに及んでようやくレティシアは大事なことを思い出す。

　ユーシスへ誕生日の祝いを述べるのを、すっかり忘れていた。




「皆の首しゆ尾びは？」

　表面上は愛想の良い笑顔を浮かべ、他人には聞こえないほどの小声でユーシスが言う。彼の背後に立ち、葡ぶ萄どう酒しゆのグラスを片手に別の方向を見ているグレウスが、やはり同じように声をひそめて「問題なく」と答えた。

「王妃様の方は、ユーシス様にお任せしました。どうぞ、機を逸いつしませんよう」

「わかっている」

　よりによって己おのれの誕生日を血で祝うとは、と皮肉な思いにかられながら、ユーシスは先刻のキリアンと連れの女性を思い出す。咎はキリアンにない、と言い切った挑戦的な目は、油断すると惹ひき込まれそうな深い海の色をしていた。

「兄上のパートナーは、暗殺に失敗した組織の女だったな？」

「そのように聞いておりますが」

「綺麗な娘だが、妙みような目力があった。あれは、なかなか手て強ごわそうだ」

「ユーシス様……？」

　突然、何を言い出すのかとグレウスの声が翳かげる。

　ユーシスは遠目にホールを出て行く兄たちを眺め、薄く微笑ほほえんだ。

「兄上が殺さずに手元へ置くほどだ。どんな魅力を持つ娘なのだろうな？」




　人気のない広いバルコニーへ出ると、百合の香りが更さらにきつくなった。

　レティシアはくらりと目眩めまいを感じ、急いで手て摺すりへ手をかける。人いきれで呼吸も儘ままならないホールでは、現在も継つぎ目なく音楽が演えん奏そうされ、疲れを知らない客人たちが踊ったり遊ゆう戯ぎに興きようじている姿が大窓に影となって蠢うごめいていた。

「こんなバカ騒ぎが、朝まで続くのか。皆、ずいぶんと元気なんだな」

「あと一時間もすれば、夜食が運ばれてくる。そうすると、第二部の始まりだ。奴らの楽しみと言えば、パーティくらいだからな」

「……ついていけない」

　慣れないコルセットで締しめ付けた身体は、そろそろ限げん界かいだと訴うつたえている。これのせいで、ご馳ち走そうが並んでいても食べる気にもなれなかったのだ。そう思うと、恨うらめしいやら悔くやしいやら、何とも言えない気分になった。

　レオンがいたら、きっと豪快な食べっぷりで皆を驚かせただろう。

　ふと、そんなことを思い、もう七星城を出た頃だろうか、と考える。

　彼を無事に解放できただけで満足だし、そのための取り引きをキリアンとしたことに後こう悔かいはない。けれど、生まれてこの方、ずっと共に生きてきた相手なのだ。次にいつ会えるのか、もしかしたら二度と会えないのではないか、と思うだけで、心は不安と淋さみしさで一杯になった。

「レティシア」

　隣にきたキリアンが、弱気な表情を見て眉をひそめる。

　彼はこちらの気持ちを正確に読み取り、ややつっけんどんな調子で言った。

「俺の前で、あの男のことは考えるな」

「…………」

「おまえは、これから俺の盾たてだ。それ以外のことは忘れろ」

　傲ごう慢まんなセリフを吐く彼へ、レティシアは小さな溜め息をつく。そんな言葉で心を縛ったりできないことは、キリアンだってもうわかっているはずだ。

「取り引きをしたのだから、私は七星城へ残る。だけど、レオンのことは忘れない」

「何……」

「そんなのは無理な相談だ。それとも、魔力で私の記憶を消したりできるのか？」

「……減へらず口を」

　憎々しげに毒づきはしたが、無む論ろんそんな真似をする気はないだろう。その証しよう拠こに彼はそれきり何も言わず、覚悟していたような罵ば声せいも浴びせてこなかった。

「綺麗な夜だな」

　降るような星が瞬またたく夜空を、レティシアは大きく仰ぎ見る。むきだしの肩を柔やわらかな風が撫なでていき、それはあたかもレオンの挨拶のように感じられた。

「しかし、おまえには笑わされる」

「え？」

「あれほどダンスが下手くそなくせに、まさか自分から俺を引っ張り出すとはな」

　キリアンがくっくと思い出し笑いをし、レティシアに倣ならって一緒に夜空を仰いだ。

「久しぶりに、魔力を使わずに痛快な思いができた。おまえも、一度も転ばなかったし」

「本番には強いんだ」

「抜かせ。俺の暗殺に失敗したくせに」

　憎まれ口を叩かれても、不思議と今は怒りが湧わいてこない。レティシアがふふっと笑って肩の力を抜くと、待っていたようにキリアンが右手を回して抱き寄せてきた。

「キリアン……？」

「俺は約束を守ったぞ。おまえの相棒を牢から出し、自由の身にしてやった。レティシア、今度はおまえが俺に返事をする番だ」

「死ぬまで、おまえの盾となって守れと？」

「誓ちかえば、生しよう涯がいを俺の側で終えることになる。もし俺が王位を継いだら、おまえも共に宮中で暮らすんだ。他の男に恋をしたり、嫁とついだりする夢は諦あきらめろ」

「でも……」

　もともと、自分にはそんな夢はない。人並みに妻となり母となる日がくるなんて、ありえないと思っていた。だから、一生をキリアンの側で過ごそうと何かを諦める必要はない。それでレオンが助かるなら安いものだし、これでようやく恩おん返がえしができる、とも思う。

　けれど、キリアンの方はまったく違っていた。彼にはクラリッサという許嫁がいて、いつかは結婚することが決まっている。そうなれば、二人が夫婦になってからも一番近くで見守っていかねばならないのだ。

「私は……私の返事は……」

　嫌だ、と答えようとした瞬間、「側にいたい」と強きよう烈れつに思った。

　キリアンの隣で、彼を守りながら死んでいきたい。

　でも、どんなに近くにいようと彼は自分のものにはならない相手だ。仮にクラリッサのことがなくても身分が違いすぎるし、それより何よりキリアンの心がまるでわからない。

　退屈しのぎで執しゆう着ちやくされているだけなら、天命より先に飽きられるかもしれない。

「焦らすな」

　怒ったようにキリアンが毒づき、俯うつむきかけたレティシアの顎あごへ指をかけた。そうして、いつかと同じように上向かせると、そのまま顔を近づけてくる。

　甘い予感に胸を震ふるわせ、レティシアは拒こばむことを忘れて瞳を閉じた。彼の吐息が唇に降りかかり、しっとりと湿しめらせていく。唇が重なる頃には全てが変わり、自分の心もはっきりするような気がしていた。

　──だが。

「……くそっ」

　突然、夢む想そうは破られた。唇が触れあう寸前、キリアンが乱暴に突き放す。レティシアは冷や水を浴びせられたように呆ぼう然ぜんとし、しばらくは声さえも出せなかった。

「まったく、忌いま々いましい姫もいたものだ。キスができないだと？　ふざけるな」

「キリアン……？　何を言ってるんだ……？」

「何でもない。とにかく、今のはなしだ。忘れろ」

「忘れる……」

　素っ気なく言い放たれ、返す言葉もなく立ち尽つくす。数秒たってから無性に怒りがこみ上げてきて、ついでにひ弱な乙女の思考になっていた自分へも腹が立ってきた。

「忘れろとは何だ！　そっちで勝手に始めたくせに！」

「俺は、何も始めていない。未み遂すいだ、未遂。文句を言うな」

「そんないい加減な男のために、私の命を張れるものかっ。おまえなど、守る価値もない！」

「言うじゃないか、暗殺姫。出で来き損そこないのおまえなど、組織に戻ったところで厄やつ介かい者ものだぞ。生涯契約しようなんて物好きな奴は、この俺くらいだ。さっきも言ったが諦めろ」

「それなら、今ここで勝負をつけてもいい」

　あまりの暴ぼう言げんに、とうとう我慢の限界を突とつ破ぱする。レティシアは大きくドレスの裾をめくると、花弁のように舞い上がる真紅の下から愛用の短剣を取り出した。

「おまえ……いつの間に……」

「いつか機会があるかもしれないと、こっそり短剣は返してもらっておいた。今夜だって、おまえを狙った刺し客かくが襲おそってくる可能性があったし。だけど、今はおまえを斬るために抜いた剣だ。こんなところで戦うことになるとは思わなかったが、覚悟するがいい」

「……つくづく意表を突く女だ」

「さぁ、どうする？　私の相手になるのか？」

　ジリジリと間合いを取りながら、右手に短剣を構えてキリアンへ詰め寄る。だが、彼が再び口を開くより早く、レティシアはドレスを翻しながら床を蹴けった。

「ぐわっ！」

　キリアンの背後の茂みから、くぐもった苦く悶もんの声がする。レティシアの短剣に腕を切り裂さかれ、バルコニーに忍んでいた刺客が転がり出てきた。それを機に周辺からいく人もの男たちが姿を現し、二人を取り囲むようにして剣を抜く。レティシアとキリアンは背中を合わせ、それぞれの敵を睨にらみつけながら息を詰めた。

「キリアン、武器は！」

「見くびるなよ、レティシア。俺には雷いかずちも魔ま剣けんもある」

　余よ裕ゆうでうそぶくキリアンに安あん堵どし、レティシアも短剣を構え直す。切っ先から先刻の男の血が滴したたってきたので、一振りで滴しずくを振り切った。

「何人で来ようが無駄なことを」

　キリアンがニヤリと笑んで、夜空に雷を召しよう喚かんする陣じんを描く。

　隣の棟とうから漏れ聞こえるワルツが、まるで悪い夢のようだった。




「──母上」

　一通り客人からの祝福を受けたユーシスは、母親のジゼルの元を訪れる。彼女も館には来てくれているのだが、賑にぎやかな場所があまり得意ではないため、別室で過ごしてもらっているのだ。館で一番上等な部屋に王妃のためだけに用意した料理やお菓子を山ほど運び入れ、専用の楽団まで置く念の入れようだった。

「どうしたの、ユーシス。皆さまをお待たせしてはダメよ。今夜の主役は、貴方なのですからね。国王がいらっしゃらない分、貴方がしっかりしなくては。わたくしなら、こちらで侍じ女じよと静かに過ごしているから気にしなくていいのよ」

「実は、母上にお願いがあるのです。兄上に会ってはいただけないでしょうか」

「え……」

　和なごやかだった表情が瞬しゆん時じに曇くもり、ジゼルはたちまち落ち着きを無くす。けれど、最愛の息子の頼みとなれば無む下げに断ることもできないようだ。青くなった顔を扇おうぎで半分隠しながら、彼女はおずおずと訊き返してきた。

「キリアンは、やはり何かしでかしたのかしら？　さほどの騒ぎは起きていないと、先ほど報告を受けたばかりなのよ。むしろ、初めは敬遠していた貴族たちがこぞって挨拶しようと順番待ちをしているとか」

「その通りです。兄上は、やはり凄すごい方ですよ。ほんの一曲、皆の前でワルツを踊っただけなのに、あっという間に皆を魅み了りようしてしまいました。魔力に頼ったのでなければ、私も兄上を誇らしく思えたでしょう」

「魔力……？　まぁ、もしやキリアンは皆を魔力で惑まどわしたのですか？」

「……残念ですが、そのようです」

　ユーシスの言葉に、ジゼルははたりと扇を落とす。控ひかえていた侍女が慌あわてて拾ったが、彼女は受け取らずに力無く長なが椅い子すから立ち上がった。

「まいりましょう。宮中で魔力を使ってはならないと、あの子は城を出る時にわたくしと約束したのです。たとえ幼おさなかった頃の口約束でも、魔力で人心を操あやつるなど言ごん語ご道どう断だんです」

「ええ、私も同感です。母上お一人では心細いでしょうから、私もお供ともいたしましょう。今夜は私の誕生日です。パーティの主役として、責任がありますから」

「キリアンはどこです？　皆のいる大おお広ひろ間まなのですか？」

　意を決して尋ねる声は、久々の息子との対面に緊張が滲んでいる。ユーシスはそんな母親を痛いたましく思いながら、厳おごそかな口調で答えた。

「今は人目を避さけて、一番小さなサロンにいるようです。あそこは、バルコニーから中庭の百合が眺められてなかなかに美しい。ほとんど人の出入りもありませんし、兄上には心休まる場所ではないかと……ただし」

　続きはジゼルにも聞こえないよう、小さく口の中だけで呟つぶやかれる。

「外部からの侵しん入にゆうは、いとも容易たやすくできる欠点がありますが」




　刺客は数が多く、キリアンとレティシアが何度撃げき退たいしても次々と湧いてくる。これでは埒らちが明かず、いずれは疲ひ労ろうで潰つぶれてしまうだろう。その隙を狙われたらたまったものではないと、剣を振るいながらレティシアは徐じよ々じよに焦あせり始めた。

「レティシア、動きが鈍っているぞ。やせ我慢せずに、私の力を貸してほしいと言え」

「それは、おまえがろくに戦わないからだろう……ッ」

「振りかかる火の粉は払っている。後は、盾であるおまえの役目だ」

　敵の剣を余裕でかわし、キリアンは必要最低限の動きしか見せないその合間にもキン！　と刃やいばが交わる音が響き、レティシアは機き敏びんに攻めたり、軽やかに飛んだりしながら確実に敵を仕し留とめていった。

「ほう、なかなかやるじゃないか」

「バカにするな！　私は、レオン仕込みの……」

「もう一度あの男の名を口にしたら、おまえを見殺しにするぞ」

「何、言って……っ」

　この期に及んでまだそんなことを、と敵の一人と斬り合いながら心底レティシアは呆れる。

　彼に危機感がまったくないのは、生身の人間に自分は殺せないと驕おごっているからだ。

　──と。

「レティシア、念のために下がっていろ。いい加減、遊戯には飽きた」

　ようやくやる気を見せたのか、キリアンがニヤリと不ふ敵てきに笑んだ。レティシアは相手の剣を振り払うと、急いでキリアンの隣へ下がる。召喚の陣を描く右手が青白く発光し、彼の唇から『呪』の発動を促うながす呪文が刻まれ出した。

「〝我は黒。我は雷の主。我はその名と契約する〟」

　その途端、刺客たちの間に緊張が走る。だが、今更だ。

　地獄で後悔しろ、とうそぶき、キリアンは最後まで唱となえようとする。

「〝雷は我が手となりて、仇あだ為なす者を──〟」

「おやめなさい、キリアン！」

　空気を震わせ、女性の声が響き渡った。その瞬間、ビクリとキリアンの唇が止まる。ありえない事じ態たいにレティシアは目を疑い、声の主を求めて視線を巡めぐらせた。

「キリアン、宮中で魔力を使ってはなりません！」

「……母上……」

　ユーシスに支えられた女性に、レティシアは見覚えがある。この国の王妃だ。

（そうだ……以前、どこかで肖しよう像ぞう画がを観たことがある。歴代の王妃の中で、もっとも美しいと言われている王妃ジゼルだ……）

　どうしてこんなところに、と疑問に思ったが、それはキリアンも同じなようだ。予想もしていなかった人物の登場に、ほんの一瞬彼は隙だらけになった。

「王子、お覚悟を！」

「危ないっ！」

　反射的にレティシアが飛び出し、刺客の剣をすんでのところで受け止める。だが、長剣に比べて愛用の短剣はさすがに分ぶが悪く、ジリジリと力で押されそうになった。

「く……っ」

　もうダメだ、と諦めかけた時、不意に身体が軽くなる。我を取り戻したキリアンが、己の剣で相手を薙なぎ払ったのだ。だが、動どう揺ようが続いているのは傍はた目めにも明らかで、レオンとの戦いではあれほど優雅な動きを見せていた彼が、今は心ここにあらずの様よう相そうだった。

　一体、刺客はどれだけ放たれたのだろう。レティシアは必死で剣を振るったが、どれだけ手傷を負わせてもすぐ次が待っている。未だ人を殺めた経験のない自分には、キリアンのように一撃で仕留めるのは荷が重く、彼を守るという使命感がなければ迷いを振り切るのは困こん難なんだった。しかし、相手はこちらを殺す気で攻こう撃げきを仕掛けてくる。殺やらなければ、殺られる。

（彼らはよく訓練されている。多分、組織の人間だ。七星城での暗殺失敗で、業ごうを煮やして人数を送り込んできたんだろう。でも……）

　組織の人間に向かって刃を向けた以上、すでにレティシアは裏切り者だ。七星城に残ると決めた時から覚悟はしていたが、複雑な思いは拭ぬぐいきれなかった。

「キリアン、今すぐ兵を……兵を呼びますっ。ああ、ユーシス、早くキリアンを……！」

「母上、お気を確かに。すぐに兵を集めますから」

「ああ……キリアン……」

　思わぬ事態に蒼そう白はくになったジゼルが、悲痛な声で息子の名前を呼び続ける。けれど、キリアンは聞こえていながら二度と彼女を振り返ろうとはしなかった。

「くっ！　キリがない！」

「泣き言を言うな、暗殺姫！」

　口だけは達者だが、キリアンの精せい彩さいを欠いた動きにつけ込まれ、次第に二人は追い詰められていく。いくら優ゆう秀しゆうな剣の使い手でも、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいでは圧倒的に不利だった。おまけに「兵を呼ぶ」と言いながら、ユーシスは取り乱すジゼルの側を離れられず「誰か！　誰かいないか！」と声を張り上げるのみだ。しかし、これほど騒いでいるにも拘かかわらず、不思議なことに誰一人駆けつける者はいなかった。

「レティシア！」

「あっ！」

　攻撃をかわした弾みに右の手の甲こうをざくりと斬られ、レティシアが短剣を取り落とす。すかさず頭上に敵の刃が迫せまったが、間かん一いつ髪ぱつでキリアンの剣が相手の胸を一突きにした。

「う……ぐ……」

　直後に血ち飛沫しぶきが飛び、キリアンの頰や服が赤に染まる。断だん末まつ魔まの声を上げ、相手はゆっくりとバルコニーの柵を越えて転がり落ちていった。彼はレティシアの左手を摑み、乱暴に己の後ろへ引き寄せる。正装のマントが夜風にたなびき、血にまみれたキリアンの姿が月光の下で妖あやしく浮かび上がった。

「やはり……兄上は……」

　息を吞のむ気配がして、ユーシスが畏怖の混じった声を漏らす。

「兄上は……忌み子……」

「ああ……」

　か細い呻うめき声がして、人が床に倒れる気配がした。ユーシスがたちどころに狼狽し「母上！　しっかりなさってください！　母上！」と叫んでいる。キリアンの禍々しい姿に緊張の糸が切れたのか、ジゼルが昏こん倒とうしたのだとわかった。

「誰か！　誰かいないのか！」

　先刻とは比べものにならないほど、必死にユーシスは叫び続ける。さすがに気になったのかキリアンはちらりと彼らへ視線を走らせたが、無言のまますぐ戻してしまった。

「キリアン、王妃が……」

「倒れてくれたなら、好都合だ」

「え？」

　聞き違いかと戸惑うレティシアに、キリアンは荒すさんだ目つきでニヤリと笑う。

「うるさく止め立てする者がいなければ、こんな奴らは一瞬で皆殺しにしてやる」

「キリアン……」

　頰ほおにかかった血を拭いもせず、月明かりを浴びて佇む黒の王子。

　何者をも拒み、全てを呪のろいながら一人で生きている孤独な忌み子。

　キリアンに関するあらゆる呼称が、レティシアの脳のう裏りをぐるぐると回る。そのどれもが正しいにも拘らず、全部が間違っている気がしてならなかった。

「──〝イヴァ、我が手に〟」

　金と銀の指輪に唇を寄せ、キリアンは夜に属ぞくする声で召喚する。

　光が洪水のように溢れ、煌めきは矢となって刺客たちの目を眩しく貫つらぬいた。どよめきが広がり、あまりの眩まばゆさに誰もその場から動けなくなる。やがて光は長剣のシルエットとなり、キリアンの右手にきらきらと収まった。

「キリアン、よせっ。ここで使ったら、刺客だけでなく客たちまで巻き添ぞえになる！」

「知るものか。俺と共にいれば災わざわいは避けられぬのだと、奴らへ知らしめるいい機会だ」

「奴らって、貴族たちのことか？　あの人たちは、おまえに挨拶したがっていたじゃないか。初めは感じが悪かったけど、でもすぐに……」

「そうだ。連中は、すぐに手のひらを返す。信用できるものか」

　頑かたくなに言い張り、彼は魔剣を構え直す。刺客たちは目に見えて動揺し、後ずさりを始める者もいた。あっという間の形勢逆転に、しかしキリアンは少しも殺気を緩めない。ジゼルに魔力の行使を止められ、苦戦を強いられていた面おも影かげは跡あと形かたもなく消え失せていた。

「──死ね」

「いけない、やめて！」

　魔剣がゆっくり振り上げられるのを見て、無む我が夢む中ちゆうでレティシアがすがりつく。ここで魔剣を使えば、キリアンに帰る場所がなくなる気がした。でも、そんなことはさせない。母親であるジゼルの声が届いたように、彼にはまだ人間らしい感情が充分に残っているのだ。

「ダメだ、キリアン！　魔剣を使えば被害が大きくなる。無関係の人まで殺めたら、おまえは本当の忌み子になってしまう。でも、今ならまだ間に合う！」

「離せ、レティシア。邪魔だ」

「だって、おまえは忌み子などではないもの！」

「…………」

「おまえは王子で、キリアン・エルランドという名前で、確かなのはそのことだけだ！　忌み子とか黒の王子とか、そんなのはおまえの本質には関係ない。だから、自ら魔族へ歩み寄るような真似はするな！」

　自分でも、何を口走っているのかと思う。だが、レティシアは必死でくり返した。歓迎されているとは言い難がたくても、ここはキリアンにとって帰るべき場所なのだ。そこを血で汚けがしてしまったら、彼には一生不吉な二つ名がついてまわる。黒の王子として生まれたのはキリアンの咎ではないのに、そのことに捕とらわれて生きる羽目になってしまう。

　何故、私が殺められねばならない──？

　あの言葉を、キリアンはどれだけ自問してきたのだろう。レティシアのような暗殺者が、これまでどれほど彼の心を蝕むしばんできたのか、想像するだけで胸が張り裂けそうだった。

（そんな風に考える時点で、もう私は失格なんだ……。レオン、ごめん。ごめんなさい。せっかく育ててくれたのに、私にはもうキリアンを殺せない。暗殺者には戻れない……）

　ありったけの力を振り絞しぼって、レティシアはキリアンに剣を振るわせまいとする。腕にしがみつき、死んでも離すものかと心に決め、ただひたすらにダメだと叫び続けた。
















「レティシア……おまえは、どうかしている……」

　刺客たちを睨みつけたまま、震える声音でキリアンが呟く。

「俺が忌み子ではないだと？　何度も、おまえを殺そうとしたのを忘れたのか？」

「私たちが戦うのと、今ここで魔剣を発動させるのは違う。キリアン、おまえは私に言っていたじゃないか。自分は降りかかる火の粉を払うだけだと。他のことは盾である私の役目なんだろう？　だったら、魔剣を収めてくれ。私が命に代えても……」

「え……」

「命に代えても、おまえを守るから！」

　精一杯の思いを込めて、レティシアは断言した。

　キリアンが漆しつ黒こくの瞳を見開き、半ば呆然とこちらを見返してくる。

　永遠とも一瞬とも思える沈黙が降り、次の瞬間、彼の手の中で魔剣が光の粒になった。

「おまえが……？」

　瞬まばたきもせず、食い入るような視線が突き刺さる。

「俺を殺しにきた女が、〝命に代えても守る〟だと──？」

「そうだ」

「…………」

　ふざけるなと笑い飛ばされるか、罵ば倒とうされても当然の一言だった。レティシアだって、自分がどうかしたとしか思えない。それでも、口にした言葉に偽りはなかったし、己の望みがそこにあることにも遅ればせながらようやく気づくことができた。

「……やっぱり、面白い女だ」

　やがて、キリアンは気が抜けたように溜め息をついた。同時に張り詰めていた緊張が解け、魔剣を怖れていた連中が好機とばかりに一斉に襲いかかってくる。

「キリアン！」

　刃の煌めきにレティシアが声を上げた時、バルコニーの柵を飛び越えて一つの影が二人の前へ飛び出してきた。影の主は素早く二、三人の刺客を打ち払い、続く相手とがっちり剣を交えて不敵に笑う。その素早さは目を見張るほどで、レティシアは思わず息を吞んだ。

「おまえら、ちょっと恥ずかしいぞ。盛り上がるなら、時と場所を考えろ」

「レ……オン……？」

　月に照らされたその横顔を見て、レティシアの胸が大きく震える。

　もう二度と会えないと思った、七星城から解放されたはずのレオンがそこにいた。

「レオン……本当にレオンなのか……──」

「よう、レティシア。……ったく、またしても見かねて飛び出してきちまったじゃねぇか」

「どうして……」

　疑問が口をついて出たが、今は吞気に会話している場合ではない。思わぬ伏兵の登場に、彼と剣を交えている刺客が荒々しく声を出した。

「レティシアのみならず、レオン、おまえまで我らを裏切ったのか！　キリアン王子暗殺は、続行の命が下っているはずだぞ！」

「ご期待に沿えず、申し訳ないね。でも、俺はレティシアの保護者だから。こいつが付く側に味方するのが、唯一絶対の掟おきてってところ？」

「ふざけるなっ！」

　キン！　と火花が散り、二つの影は激しい斬り合いを始める。しかし、レオンの軽やかな足取りはたちまち優勢を勝ち取り、難なく相手を追い詰めていった。その隙にキリアンが己のシャツからタイを取り、レティシアの目の前へ突きつける。

「止血しろ。後は、俺とあの男で片づける」

「え、でも……」

「怪我人を庇かばうほど善人じゃない。足手まといだ」

　無ぶ愛あい想そうに言い放ち、彼は自分の剣を手に再び刺客たちの元へ戻ろうとした。だが、何を思ったのかふと足を止めると、不ふ機き嫌げんそうにボソリと呟く。

「なんで、また戻ってくるんだ……」

「え？」

「なんでもない」

　忌々しげに吐き捨て、キリアンは再び歩き出した。襲ってくる連中を迎え撃ちながら、レオンと二人、次々と敵を倒していく。口ではああ言っているものの彼らはなかなか息が合っており、互いに相手の死角を補いながらの攻撃は無駄がなく見事の一言に尽きた。

「そうだ、王妃は……」

　傷口をタイで縛りながら、レティシアはハッとして室内へ視線を移す。

　いつの間に消えたのか、そこにはジゼルとユーシスの姿はなくなっていた。
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　予想外の展開でしたな、とグレウスが言う。

　王妃を別室へ運んで宮廷医を呼んだユーシスは、出てきたところで彼に捕まった。なまじ人払いをしておいたのが仇となり、とんだ番狂わせとなったわけだ。

「母上を利用しようとしたのが、いけなかった。私は、とんでもないことを……」

「お気になさいますな、ユーシス様。王妃様の前では、いかに黒の王子と言えど魔力を使うのは憚はばかられる──そう申し上げたのは私でございます。咎は全て私にあります」

「グレウス……」

「しかし、驚きましたな。バルコニーでの決着は、すでについたようでございます。妙な助っ人が入ったとはいえ、魔力も使わずにあれだけの人数を撃退するとは……」

「次は失敗しない」

　きつく拳こぶしを握にぎり締め、ユーシスは低く呟いた。

　耳の奥には、キリアンの名前をくり返し呼び続けた母親の声がこびりついていた。
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　パーティから明けて翌日。

　行きよりも人数の増えたキリアン一行の帰き還かんに、出迎えたジュールはポカンとした。馬車から最後に降り立ったレオンが、「これ、ありがとな」と剣を返してきたからだ。どういうことなのかと口をぱくぱくさせる彼に、キリアンが苦々しい顔で言った。

「新しい下男だ。力仕事は、こいつにやらせるように」

「え……ええっ？　でも、ご主人様。彼は罪人……」

「口答えするな。もう決めたことだ」

　どうやらキリアンにとって、相当不ふ本ほん意いな決断らしい。混乱するジュールが気の毒になり、レティシアは申し訳なさそうに説明をした。

「私がキリアンに頼んだんだ。レオンは、私のために組織を裏切った。外の世界は危険だし、ほとぼりが冷めるまで七星城に匿かくまってほしいと」

「でも、ここでも危険は一緒ですよ。ご主人様には、しょっちゅう刺客が送られてきますからね。そう、レディたちのような。しかも、命を狙っている組織は一つではありません」

「わかっている。だからこそ……私は、ここにいたいんだ」

「え？」

　にっこりと艶やかに微笑むレティシアは、今までとは違って晴れやかな顔をしている。己の進むべき道を、自らの意思で選び取ったからだ。バルコニーでの一幕で髪は乱れ、手には切り傷と痣あざが散在し、せっかくのドレスには点々と血の染みが飛んでしまったが、それでも対面するジュールを赤面させるくらいの美しい笑顔だった。

「あ、でもクラリッサに謝らないと。大事なドレスを汚してしまったんだ。ジュール、これって洗濯できるのかな。すぐに着替えてくるから教えてくれないか？」

「素人には無理だと思いますよ。それに、血のついたドレスなんてクラリッサ様は嫌がるでしょう。もともと、一度お召しになったドレスはほとんど袖そでを通さないお方ですし」

「そ、そうか……困ったな」

「いいんじゃないですか。またいつもの調子であの方の手を握り、ジッと目を見つめて〝申し訳なかった〟って言えば許してくれますよ。レディ、意外に口く説どき上手ですからね」

「なんだなんだ、聞き捨てならないぞ、チビッ子」

　脇からレオンが混ぜっ返し、遠慮なくジュールの頭をわしゃわしゃ撫で回す。やめてください！　とジュールは喚わめいたが、元からレオンは世話好きの兄貴肌で、小さな者には無条件に愛情を注いでしまう性格なのだ。ジュールは迷惑そうだったが、楽しそうなレオンを見てレティシアは密ひそかに胸を撫で下ろした。

　キリアンが成人し、城へ戻るまであと一年。

　それまでに彼を亡なき者にしようと、暗殺者たちはこぞって七星城へ押しかけるだろう。ユーシスの何か裏がありそうな態度も気になるし、キリアンが王族の一員として宮中に居場所を作るにはまだまだ苦難が多く待っていそうだ。

（それに……私自身の謎もまだ残っている）

　血ち赤あかの耳飾りにそっと触れ、レティシアは記憶のない両親へ思いを馳はせる。

　もしイヴァの話が本当だとしても、それで自分の何が変わるのかはわからない。けれど、キリアンが僅わずかでも自身の過去を振り返る気持ちを持ったのなら、レティシアもまた目を閉じずに向き合ってみようと思う。真実を知ることが未来を作ると信じて、逃げずに己が何者なのか受け止めるのだ。

（偉そうにキリアンへ言ってしまった手前、私が臆病になるわけにはいかないものな）

　ドレスを脱いで、いつもの服に戻ったら、まず何から始めようか。

　まだまだ召めし使つかいとしても半人前なので、学ぶことはたくさんありそうだ。

「レティシア、ちょっと来い」

　人数が増えて賑やかになった七星城に、主あるじであるキリアンは少し不満げだ。けれど、無愛想な表情の下で彼がさほどウンザリはしていないことを、レティシアは何となく感じていた。

「どうした、キリアン？」

「着替えたら茶を淹いれて、北翼の図書室まで持ってこい」

「え？」

「これから、少しずつ魔族の歴史を教えてやる。……来るべく日のためにな」

　来るべく日。

　意味深なその一言に、レティシアは我知らず息を詰める。だが、キリアンはすぐに眉まゆをひそめると、「さっさとしろ」と言い放って背中を向けた。

「驚きました。ご主人様が、他人へ〝教えてやる〟なんて仰おつしやるなんて！」

「こりゃ、ますます目が離せないな」

　ジュールとレオンは顔を見合わせ、今後の展開に大いに注目を寄せている。だが、先々でレティシアを待つ運命が決してロマンティックなだけではないことは、誰の胸にもささやかな予感として残っていた。

「レティシア」

　重ねて名前を呼ばれ、レティシアはすぐに覚悟を決める。何があろうと、ここに残ることは自分の意志で決めた。キリアンの側で後こう悔かいしない一生を送ると、自身の誇りにかけて誓ったのだ。容易な道ではないだろうが、もう後ろは振り返らない。

「すぐに行く」

　胸の情熱を表す真紅のドレスを翻ひるがえし、レティシアはキリアンの元へ駆けて行った。
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　『白』の姫には、決してキスをしてはなりませんよ。

　毎夜、乳う母ばに言い聞かされた言葉を、今度は自身の声でくり返す。

　そうしなければ、うっかり抱き寄せてしまいかねないからだ。己おのれの力を全て奪う、忌いま々いましくも清せい浄じような『白』の姫を。だが、無防備な唇くちびるに触れれば最後、自分は何もかもを無くすだろう。

　こんな葛かつ藤とうを、抱える日が来るとは夢にも思わなかった。

　封印の『呪じゆ』を知らぬ少女は、宝石の代わりに短剣を、ドレスの代わりに召使装束を身に纏まとい、今日も七しち星せい城じようで己の務めを果たしている。

　貴方の盾になり、私が死ぬまで守る。

　何度思い返しても、笑いがこみ上げてくるセリフだ。そんなものを自分は信じていないし、彼女を盾にしてまで守りたい命ではない。

　だが、と今まで思いもしなかった迷いが胸に生まれていた。

　闇やみを統はべる声、魔族を従える指。

　そんなものが無くても、自分はこの世界で生きていけるのではないか――と。

　バカバカしい、と、淡い夢想はすぐに打ち捨てる。けれど、引き換えに得るものが『白』の姫ならば、無む謀ぼうな賭かけに出てみるのも無駄ではないのかもしれない。

　そんな日が、本当に来るのなら。

　『黒』の王子は自じ嘲ちようし、ありえない夢を見るのはよそう、と思う。

　我は黒。

　我は雷いかずちの主あるじ。

　そうやって、十九年間生きてきた。今更、他の道など選べるはずもない。

　でも……──。




　予感がする。

　この唇に、封印の『呪』を解く日を迎えることを。

　いつか持てる力の全てを投げ打ち、『白』の姫を腕に抱く日のことを。

　己の命が尽きる日とどちらが早いだろうかと、『黒』の王子はひっそりと呟いた。





〈Ｆｉｎ〉
















あとがき









　こんにちは、はじめまして。神かん奈な木ぎ智さとると申します。このたび、縁えんあってビーズログさんで初お目見えとなりました。そんな私のドキドキと煩ぼん悩のうが詰め込まれた本作、いかがでしたでしょうか。まだお話は滑すべり出したばかり、役者が出で揃そろってラブも冒険も「さぁこれから！」という感じですが、この一冊でももちろん楽しんでいただけるよう頑張りましたので、どうかお気軽に手に取ってみてくださいね（と、書店であとがきを先に読んでいる方へお願いしてみる）。

　もともとキャラが多く登場し、敵も味方も皆してわぁわぁ賑にぎやかにやり合っている、なんてノリの小説が大好きです。本作でもいろいろなキャラが好き勝手暴あばれておりますが、男も女も美形が多いのは私の趣味です（笑）。イラストが硝しよう音おとさまだとお聞きして、こんなに麗うるわしい絵がつくならば美形は出さなきゃ損そんだよね！　みたいな方向で張り切ってしまいました。書いていて一番楽しかったのは、クラリッサとイヴァかな。本作ではあまり絡からみませんが、二人の会話は斜ななめ上にずれっ放しできっと面白いに違いない、と想像してニヤニヤしております。主役のレティシアは、恋を知って女性らしさを身に着けていこうね、という感じ。タイトルの『アドレッセンス』は思春期という意味ですが、つまり本作はレティシアの思春期、というわけで、暗殺や謀ぼう略りやくといった作中のお話とは対照的に往年の少女マンガのようなテーマが盛り込まれております。お相手が屈くつ折せつしたドＳ王子というのが気の毒ですが、これからもっと頑張って、ぜひキリアンを振り回せるくらいに成長してほしいです（もう振り回してるかも？）。

　そんなわけで、まだ残っている幾いくつかの謎はまたご披露する機会があるといいな、と思っております。その時には、ぜひレティシアたちの物語に付き合ってくださいね。

　イラストの硝音あやさま。華か麗れいで美しくてドラマティック、三拍子揃った素敵なイラストをどうもありがとうございます。表紙を拝見した時、担当さまと電話口で「レティシアの腹チラ！」と萌もだえてしまったことをここに白状いたします（笑）。どのキャラも理想がそのまま絵になったようで、このお話にイラストを描いていただけて本当に幸せでした。大変お忙しい中、ありがとうございました。担当さまも、大変なご心労をおかけしてしまい、申し訳ありません＆ありがとうございました！

　最後に、読んでくださった皆さまにも感謝を。何かご意見・ご感想等ありましたら、お気軽にお聞かせくださいね。心から楽しみにお待ちしております。

　それでは、またの機会にお会いいたしましょう──。





http://blog.40winks-sk.net/（ブログ）　神奈木　智拝
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Satoru Kannagi




３月26日生まれ　牡羊座　Ａ型

とにかく凶暴な愛猫と日々戦いながら小説を書いてます。お陰で腕も足も嚙み傷だらけ。

私にとっての「黒の王子」とはまさに彼のこと。

しかし、へたれな我が家の王子は掃除機が大嫌い。掃除を始めると部屋中を逃げ回るので、床は奴の毛だらけです。意味なし。










イラスト

硝音あや

Aya Syouoto




12月25日生まれ　やぎ座　Ｏ型

ビーズログ文庫さんでは初めまして。

普段は漫画を描いております。

はやくも小説にめろめろになっています。

心は永遠のアドレッセンスでありたいですね！
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